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			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			王の剣と死の煙

			キャラスティ絵画大会

			英雄

			カツ丼

			兄妹

			異変

			開戦

			終戦

			突然の依頼

			動き出した歯車

			ルルネと露店デート～大食い大会～

			ルルネとデート～広場～

			アルトリアとデート～演劇～

			サリア＆オリガとデート～孤児院～

			復讐を誓う暗殺者

			魔神教団

		

	
		
			進化の実～知らないうちに勝ち組人生～④

			美紅

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・百足屋ユウコ＋しおざわりな（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			王の剣と死の煙

			　

			　場所を移し、時は少し遡る。

			　――――カイゼル帝国の首都、ヴァルツァード。

			　その中心に君臨するかのように存在する、巨大な城……ツェザール城。

			　そのツェザール城、王の部屋に、現カイゼル帝王であるシェルド・ウォル・カイゼルと、ローブ姿の老人、ヘリオ・ローバン。そして、カイゼル帝国最強の騎士、ザキア・ギルフォードがいた。

			　シェルドとヘリオの二人は涼しい顔をしているのに対し、ザキアの顔は苦渋に満ちていた。

			「……陛へい下か、いったいどういうことでしょうか」

			　ザキアは、静かながらも言葉に怒りを滲にじませる。だが、シェルドはその様子を意にも介さず、とぼけた様子で返した。

			「何がだ？」

			「……勇者たちのことです！」

			　ついに耐え切れず、ザキアが声を荒らげると、シェルドはそれを鼻で笑った。

			「ああ、あの奴ど隷れいどもか。ヤツらなら、今ごろバーバドル魔法学園で、魔物どもと戦っているのではないか？　まあ、あの奴ど隷れいどもがいた世界は、ずいぶん平和ボケした世界のようだしな……すでに何人か死んでいるかもしれんなぁ」

			「なんてことを……！　彼らには、まだ早すぎます！　陛へい下かのおっしゃる通り、彼らの世界は平和だったのです！　そんな世界で生きてきた彼らが、何の覚悟もせず、まともに戦えると思っているのですか!?」

			「ザキア。貴様、そう適当なことを言って、結局は勇者たちを危険な目に遭わせたくないだけなのであろう？」

			　ザキアが帝王シェルドに訴えていると、今まで黙っていたヘリオが口を開いた。

			「……それの何が悪い」

			「悪いに決まってるではないか！　あやつらは所しよ詮せん、我々カイゼル帝国が繁栄するための捨て駒に過ぎんのじゃよ」

			「ヘリオ、貴様……」

			「だから、困るのじゃよ。お前のような、勇者の味方になるような存在は。魔族を我々の手を汚さず殺すための勇者じゃぞ？　その勇者が弱ければ、それこそただの役立たず……すぐにでも処分するハメになるじゃろうな」

			「……なら、もし勇者たちが力をつけ、反旗を翻したらどうするつもりだ？」

			　ザキアは必死に怒りを抑えながら、静かにそう言った。

			　だが、そんなザキアの様子を、嘲あざ笑わらいながらヘリオは言った。

			「フン、その心配は無用じゃ。勇者どもをバーバドル魔法学園に入学させるにあたり、『隷れい属ぞくの腕輪』を装着させたからのぅ。『隷属の腕輪』を装着された者が、装着させた者へ危害を加えようとすれば、耐えがたい苦痛を味わうことになるし、殺すこともできる。つまり、抵抗のしようがないんじゃよ」

			「なっ!?」

			「もちろん、勇者どもには『鑑かん定てい』のスキルがある。普通に渡せば、素直に装着することはなかったじゃろう。だからこそ、ワシはヤツらを欺いた。ザキア……お前は、ワシの異名を知っておるじゃろう？」

			「まさか……!?」

			　ザキアは、ヘリオの言いたいことを理解した。

			　目を見開くザキアに、ヘリオはニヤリと笑みを浮かべる。

			「ワシの二つ名は――――《幻魔》。この世で唯一の『幻属性』を操る大魔法使いじゃぞ？　初級レベルのスキルを欺くなど、容易いわ」

			　勇者たちは、ヘリオの魔法により装着された腕輪が、自身の生死を左右する危険なモノだということを知らない。

			　それは、このヘリオという帝国一の魔法使いにより、知る術を奪われていたからだった。

			「貴様……！」

			　ザキアが低く、そして鋭く言葉を漏らした瞬間だった。

			「っ!?」

			　突如、王の部屋の窓を突き破り、一本の矢がシェルドに向かって飛来した。

			　あまりに唐とう突とつすぎて、シェルドはもちろん、ヘリオでさえ反応できなかった。

			　だが、帝国最強のザキアは、その超人的な反射速度をもって、自身の君主に向かう矢をすさまじい速度で斬り落とした。

			　視線を窓の外に向けると、一筋の白煙が上っている。

			「なっ、何事だ!?」

			　狙撃を受けた帝王シェルドは、大きく取り乱す。

			　同じように驚いていたヘリオだったが、すぐに冷静になるとシェルドに言った。

			「陛へい下か。おそらく、陛下を狙う暗殺者の仕業かと……」

			「あ、暗殺者だと!?　な、何をしている！　早く我を護らんかっ！」

			　ザキアの背後で喚き散らすシェルド。

			　その様子に、ザキアは気付かれないように冷たい視線を送りながら、風属性の魔法で声を拡大し、すぐに部下たちに命令を出した。

			『緊急事態だ。陛へい下かが何者かにより狙撃された。幸い、俺が矢を切り落としたため、被害は出ていないが、また狙われるかもしれん。急いで陛下の部屋に集結し、身辺の警護を十分に行え』

			　そう言い終えると、再びシェルドは取り乱したままザキアに喚き散らした。

			「おい、ザキア！　何をグズグズしている！　さっさと我を狙った賊ぞくを捕まえて来んか！」

			「……恐れながら、陛下。今、この場を私が離れれば――――」

			「黙れ黙れ黙れぇぇええっ！　我を狙ったことを後悔させてやる……！　今すぐ賊を捕まえ、連れて来い！　いいか、絶対に殺すでないぞ！　分かったらとっとと行け！」

			「…………御意。ヘリオ、陛下は任せた」

			「フン。つべこべ言わず行け」

			「……」

			　シェルドに命令されたザキアは、およそ人の出せる速度とは思えない速さで、窓から外に飛び出した。

			　シェルドの部屋は、地球で言う５階建てのマンションに相当する位置にあり、普通の人間ならば、まず無事では済まない。

			　だが、ザキアは難なく地面に着地すると、再びすさまじい速度で矢の飛来した方角へと駆けだした。

			　加えて、人通りの多いところを避けるべく、屋根の上を飛んで移動している。

			　そんなザキアが人間離れした動きで暗殺者を探しに向かった直後、ヘリオとシェルドは重苦しい雰囲気で話し合っていた。

			「まさか、陛へい下かが狙われるとは……」

			「ここの警備はどうなっているのだっ！　ザキアの部下どもは仕事をしているのか!?　そもそもいったい誰が……はっ!?　まさか、魔族のヤツらが仕掛けてきたのか!?　ええい、忌いま々いましい種族め……！」

			　何の証拠もないまま、一方的に魔族を犯人と決め付けるシェルド。

			　そんなシェルドに対し、ヘリオはある情報を伝えた。

			「陛下。まだ魔族の仕業かどうか、分かりませんぞ」

			「何？　どういうことだ」

			「最近、ウィンブルグ王国にて、ある噂が流れているのです」

			「噂だと？」

			「はい。何でも、ウィンブルグ王国の国王は、魔族と共存する道を選んだらしく、近々魔族と同盟を結ぶのではないか？　という噂です……。もしかすると、そのウィンブルグ王国が、陛下を邪魔に思うあまり、名のある暗殺者に陛下の暗殺を依頼したのではないかと」

			　ヘリオの言葉を受け、ついにシェルドは激昂した。

			「また、あの弱小国家が我の邪魔をするか……！　魔族に与すだと!?　家か畜ちく同然のヤツらとか!?　他の多くの国々が我がカイゼル帝国に同調するなか、なぜあの愚国は反対の道に行こうとする!?　昔からそうではないか！　我がカイゼル帝国に決して屈しない！　おかげで、新興国家のヴァルシャ帝国の小娘や、東の国のような愚国がのさばるのだ……！」

			「……ヤツらは愚かですからな。陛へい下かの崇高なお考えを理解できないうえに、自身の種族である『人間』の偉大さを理解していないのでしょう。獣じゆう人じんのような亜人どもでさえ、汚らわしい存在だというのに……」

			「『人間』でありながら、その種の偉大さを一つも理解しない、家畜以下の有象無象どもめ……！　今すぐにでも、潰してやりたいほどだ！」

			「……残念ですが、それは難しいでしょう。ウィンブルグ王国は、我々カイゼル帝国から距離があるうえに、あの【山】と【海】が棲んでおります。さらに、ヤツらの抱える【剣聖の戦乙女ワルキユーレ】や、その団長である【剣騎士ナイト・オブ・ソード】。それに対をなす【黒の聖騎士ブラツク・パラデイン】が相手では、我々もそれなりの覚悟をせねばなりません」

			　激しく怒り散らすシェルドだったが、ヘリオの言葉を受け、少し冷静になった。

			「確かに、弱小国家とはいえ、我々の戦力をそちらに割いている暇ひまはない。あそこは領土も小さければ、資源も少ない。まあ、多少人材はいいようであるがな。だが、所しよ詮せんその程度だ。我が魔族領を手中に収め次第、即刻――――潰す」

			「それまで、ヤツらは大人しくしているでしょうか」

			「フン。まあ、愚国なりの無駄な抵抗は見せるだろうな。だが、ヤツらが魔族と手を結ぶより先に、我が魔族を滅ぼせばそれでいい。魔族を滅ぼしたあと、ウィンブルグ王国だけでなく、ヴァルシャ帝国の小娘も可愛かわいがってやろうではないか」

			「……東の国はいかがいたしましょう」

			「あそこは放っておけ。確かに我らに従わんのは気に入らんが、大した資源もない。そのくせ、あそこは未だに内乱が激しい地獄だ。昔から戦闘民族だという話は聞いているが、あそこの蛮族どもは戦を楽しんでいる節がある。そんな戦闘狂どもは相手にするだけ無駄だ。どうせ、自国から出て世界を掌握しようなどという気はないであろう。まあ、自国から出てきたら出てきたで、滅ぼすだけだがな。あそこには傾国の美女がいるとも言うが、所詮はその程度の価値しかない」

			　それにな？　と、厭いやらしい笑みを浮かべながら、シェルドは続ける。

			「もうすでに、ウィンブルグ王国には手を打ってある。もちろん、多くの兵力を割くことなく……な」

			「陛へい下か、それはどういうことでしょうか」

			「なに、簡単なことよ。たった今、我が体験したことを、向こうにも体験してもらうだけだ」

			「！　それはつまり――――」

			　驚くヘリオを見て、シェルドは獰どう猛もうな笑みを浮かべたまま、愉快そうに告げた。

			「――――《黄昏の暗殺者トワイライト・アサシン》を向かわせた」

			　

			◆　◇　◆

			　

			「……」

			　ザキアは、己の感覚を最大限に研ぎ澄まし、主君を狙撃した犯人を探しながら疾駆していた。

			　探すといっても、ザキアはすでに、一つの場所めがけて駆け抜けている。

			　それは、狙撃された直後に見えた、白煙の上る場所だ。

			　街中を駆けながら、ザキアは二つのことを考えていた。

			　その一つは、ザキア自身についてである。

			　ザキアは、自分がどうありたいのか、分からなくなっていた。

			　彼は、自身が政治や頭を使う仕事に向いていないことを理解していた。それは、先代帝王アルフ・ディア・カイゼルの時代から、アルフの剣として戦場を駆け巡り、いつしか《王剣》とまで呼ばれる存在になっていることから考えても、ある程度は分かることである。

			　だからこそ、ザキアは今の自分の意思が、分からなかった。

			　アルフが帝王であった時代は、ただひたすらアルフを信じ、剣を振るい続けた。

			　もちろん、アルフが間違っていないとザキア自身が思っていたというのもある。

			　だが、今の帝王……シェルドの政治的方針を、ザキアはどうしても理解できなかった。

			　国を豊かにするだけの資源は領地内にあるのに、外国を侵略する。

			　民のためと謳うたいながら、魔族領への侵攻と魔王討とう伐ばつを掲げ、重税を強いる。

			　アルフの政治とは、まるで正反対だった。

			　アルフは、決して自ら領地を広げようとしなかった。他国と共存していくことを信条とする、平和主義者だった。

			　とはいえ、自国を脅かす外敵に対しては、苛烈なまでに相手を打ちのめした。

			　他国から非難を受けても、アルフは自国を護りたかったのだ。

			　屋根を次々と飛び移りながら、ザキアは思う。

			　果たして、シェルドにその気持ちがあるのだろうか。

			　確かにカイゼル帝国において、その騎士団の……ましてや団長を務める自分は、帝王の忠実な家臣であり、剣である。それは、帝王が替わっても、変わらない。

			　だが、それ以上に国民を守るべき騎士であるべきではないのだろうか。

			　そんな考えが、ザキアの頭のなかを支配する。

			　結局のところ、ザキアは自分の意思で選択することができずにいた。

			　ダメだ、間違っている。そう思っていても、自分は剣であると言い訳し、選択するのを避けていた。

			　深い思考の闇やみにとらわれそうになるが、何とかそれを振り払う。

			　先延ばしでしかないが、ザキアにはそうすることしかできず、無意識のうちに唇を噛みしめていた。

			　さっきまでの考えを忘れるように、もう一つの懸念……狙撃手の正体について思案する。

			　ザキアは自身に気取られることなく主君を狙撃して見せた腕から、犯人は凄腕のアサシンだと推測していた。

			　そして、暗殺者のなかで、狙撃で相手を殺す凄腕は、裏の世界でも数人しかいない。

			　そして皆が皆、ザキア自身が裏の世界につながりがなくとも、名前を聞いたことがあるほどの腕利きたちなのだ。

			　狙撃の暗殺者よりも、ターゲットの部屋に忍び込む暗殺者のほうが圧倒的に数を占めているのも、より狙撃の暗殺者の特異さが目立つ要因の一つだろう。

			　今回の狙撃も、普通の弓で放てば、決して届くことのない位置から放たれている。

			　それでも確実に相手を殺す勢いのある矢を放てる暗殺者は、もう一人しかいなかった。

			　しかも、その狙撃手のいるであろう位置から上る煙で、ほとんど確信している。

			　その暗殺者の異名は――――《死し煙えん》。

			　まるで煙のように存在を掴めないだけでなく、仕事をする際、必ずその街のどこかで煙が上がることから、その名が付けられていた。

			　もちろん、その煙にも何かしらの意味があると、ザキアは推測している。

			　本来ならすでに消えていてもいいはずなのだが、未だに煙が上っていることをザキアは訝いぶかしく思った。

			「……罠か？」

			　常人には決して見えることのない、細く小さな煙。

			　だが、ザキアにはその細い煙でさえ、ハッキリと見えていた。

			　警戒を強めながら急いで煙の下へ向かう。

			　そう、《死煙》の異名通り、煙のように、存在すら追えるようなものではないが、細い白煙は未だに上り続けているのだ。

			　これは、罠なのか。それとも単純に《死煙》のミスなのか……。

			　ザキアは、一瞬のうちに《死煙》のミスという考えを捨てた。

			　人間は誰しもミスをするというが、暗殺者の世界において少しのミスは、自身の死だけでなく、依頼主の死にもつながるため、まず許されない。それも、煙の消し忘れといったごく平凡なミスならば、特に。

			　ならば、いったい何のために。

			　俺を誘い出すためか？

			　頭のなかでいろいろな推理をしては否定し続けるザキアだったが、とうとう答えの出ないまま白煙の下まで辿たどり着いてしまった。

			　そこは、周囲の建物のなかでも、一際高い建物の屋上だった。おそらく、どこか大きな商会の建物だろう。

			　……罠だろうが、関係ない。罠ごと切り捨てるだけだ。

			　考えることが苦手だと自覚しているザキアは、己の強さに自信があることもあり、考えることを放棄した。

			　その結果、煙が上り続ける理由が分からないまま、ザキアは屋上に飛び移った。

			　すると、その屋上の中心に、一人の男が煙草をふかして立っていた。

			「……あ？　……ったく、やっと来たか」

			　そう呟つぶやく男の格好と雰囲気は、どこか小汚く、そして矛盾していた。

			　……やはり、俺を誘っていたか……。

			　男の一言に、そのことを確信したザキアは、男をよく観察する。

			　ボロボロに擦り切れた黒色のローブ。その下に着ている服も、何の変哲もない麻でできた服だった。

			　右手には、不思議な雰囲気を纏まとう、ワインレッドの籠こ手てが装着されている。

			　オールバックの深い緑色の髪に、ギラリと光る獰猛な黄金の目。無精髭も伸びていた。

			　身なりは汚いのに、身に纏まとう雰囲気は圧倒的で、その視線はすべてを射貫くかのように鋭い。

			　距離を保ちながら、ザキアは静かに男へ問いかける。

			「……お前が、《死煙》か？」

			　その質問に、男は煙草を咥えたまま、ニィと、口角を釣り上げた。

			「お前さん、面白れぇ訊きき方すんな。まさか『陛へい下かを撃ったのは貴様か！』とかじゃなく、いきなり異名から訊いてくるとは思わなかったぜ」

			「黙れ。質問に答えろ」

			　ザキアが有無を言わせぬ口調で告げるが、男の態度、雰囲気が変わることはなかった。

			「おぉ、おっかねぇなぁ。あ～ハイハイ、そう睨にらむな。そうですよ。このわたくしめが、《死煙》様ですよ……っと。これで満足か？」

			　人の神経を逆なでするような、軽い口調。

			　だが、ザキアは動じることなく質問を続けた。

			「なぜ、煙を消さなかった。煙さえなければ、俺に見つかることはなかっただろう」

			「おいおい、俺に煙草をヤメロってか!?　ひっでぇこと言うなぁ、アンタ」

			「真面目に答えろ」

			　ザキアが睨みつけると、突然、男は顔つきを鋭くした。

			「簡単な話だ――――《王剣》、お前さんが邪魔なんだよ」

			「……なんだと？」

			　話が見えないザキアを無視し、男が続ける。

			「お前さんは、この帝国最強の騎士だ。それは、俺も認める。だからおめぇは、あのクソ野郎を殺すのに、邪魔なことこのうえないんだよ」

			「っ！」

			　男の体から、すさまじい殺気が噴出される。

			　その殺気の圧力に、歴戦の猛者であるザキアでさえ、思わず息をのんだ。

			　そんなザキアの様子を無視したまま、男は続ける。

			「知ってるか？　この帝国の現状を。知らねぇだろ？　そりゃそうだよな、アンタはあのクソ野郎のそばから離れられねぇもんな。なら、教えてやろうか？　どれだけ国民が飢え、治安が悪化し、差別が進んでんのか」

			「……」

			「ま、それは俺からじゃなく、自分の目で確かめるんだな。ただ、ひとつ教えといてやる。俺は、別に誰かに雇われてあのクソ野郎を殺そうと思ったわけじゃねぇぞ。俺が、あのクソ野郎を殺したいから殺すんだ」

			「なんだと？　貴様は理由もなく陛へい下かを狙ったのか？」

			「んなわけねぇだろ。まあ、お前らからすれば、大した理由でもねぇんだろうが……俺にとっては、大切なことなんだよ。簡単に言えば、ダチの仇かたきだ」

			「……なに？　どういうことだ」

			　ザキアは、あまりにありふれた理由に、思わず首を傾げる。

			　そんなザキアの様子を見て、男は自じ嘲ちよう気味に笑った。

			「今、何も面白くねぇ理由だって思っただろ。まあそれこそ、ありふれてる理由だからなぁ」

			「……」

			「ただな？　この国じゃあ――――ありふれてるなんて言葉じゃ済まないくらい、人が死んでんだよ」

			「っ！」

			　男の言葉は、ザキアの胸を深く抉えぐった。

			　そして、男はどこか遠くを眺めるように、目を細めた。

			「いいヤツだった……俺みたいな裏稼業なんかじゃなくてよ、花屋をやってる優しいヤツだった。いつも笑顔で、花に水をやってる……そんな姿しか、俺の記憶に残ってねぇくらい、アイツはいつも笑ってたんだ」

			「……」

			「だがよ……それをあのクソ野郎がぶち壊した」

			「……っ」

			「クソみてぇに重税を課して、くだらねぇ戦争をおっぱじめた……。おかげで多くのヤツらが生活できなくなって、男を徴兵された家庭の女は、その日を生き抜くのも大変になった」

			「……」

			「そんで、俺のダチは――――魔族だった。ただ、それだけで殺された」

			「!?」

			　男の冷たい声に、ザキアはゾッとした。

			　そんなザキアを一いち瞥べつすると、男は再び続ける。

			「別に何か悪いことをしたわけでもねぇ。いきなり俺とダチが花屋で楽しく話をしていると、帝国の兵士どもがやってきて、何も言わずにダチを刺したんだ」

			「……」

			「当時の俺は、裏稼業に足を突っ込んだばっかで……アホみてぇに弱くって、何もできなかった。ただ、目の前でダチが殺されるのを見てるしかなかった」

			「……」

			「ダチは、最後まで笑ってやがった。俺に、逃げろって、息も絶え絶えの状況で、笑いながら、私は大丈夫だからって……そう言いやがった……！」

			　男は、溜まっていた感情を吐き出すように、口調を強める。

			「何で、魔族ってだけで殺されなきゃいけねぇんだ!?　俺のダチが何をした!?　花に水をやって、笑ってるアイツのどこに殺される理由があるんだよッ!!」

			「……」

			「しまいにゃあ、ダチを殺したヤツら……何て言ったと思う？　『魔族が花屋だと？　ただでさえ家か畜ちく以下の存在が、何の役にも立たない花屋をやる……役立たずのゴミに、さらに磨きがかかったな！』……そう言って笑いやがった」

			「……」

			「魔族の何が悪いんだ？　戦えることが、そんなに偉いのか？　国民を守るための力も、武器を扱う才能も、結局は『命を奪う力』なんだよ。そんな力より、どんなに地味でカッコ悪くても、『命を育てる力』のほうが、何百倍もすごいだろうがっ！」

			「……」

			「……俺は、ダチを笑ったヤツらも、ダチを殺したこの国も――――許さねぇ。だから、ぶっ壊す。この国を、思想を、何もかも。そのために、俺は力をつけた。ただ――――」

			　男はそこで言葉を区切ると、鋭くザキアを睨にらみつけた。

			「お前さんは……強すぎる。大勢の兵士と来られちゃあ、俺もどうしようもできねぇ。まずはサシで、アンタを先に片づける。勘違いするなよ？　俺の目的はクソ野郎であって、お前さんはただ、俺の目的を達成するうえで邪魔だっただけだ。お前さんに狙撃を防がれちまったから、今度はお前さんから片づけようってだけだ。それとも、なにか？　見逃してくれるのか？」

			　そういう男の目は、どこまでも真っ直ぐで、揺るぎなかった。

			　今まで黙って話を聞いていたザキアは、ゆっくりと口を開く。

			「……たとえ、どのような事情があろうとも……俺は、帝国にあだなすヤツを、見過ごせん」

			「……そうかい。そいつぁ……残念だ。お前さんは……ただの操り人形だよ」

			　男の言葉に、ザキアが一気に感情を爆発させた。

			　そして、腰に提げた剣を抜き放つ。

			　男に向けられた剣は、鍔つばに五色の豪華な宝石が埋め込まれているが、決して見かけ倒しでない威圧感を放っていた。

			「……俺は、操り人形なんかじゃない」

			「ひゅ～っ！　怖ぇなぁ。んで？　そいつが噂の【魔宝剣フィフティア】か？」

			「……そうだ。そして、お前は狙撃手。騎士である俺に、接近戦で勝てる道理はない」

			　だが、ザキアの鋭い言葉を受けてなお、男は態度を崩さない。

			「確かに、接近戦じゃあ俺たち狙撃手は本職に劣るだろうなぁ。だがよ……その狙撃手がお前をここまでおびき寄せたんだぜ？　何の用意もしてないと思うか？」

			「？　何を――――っ!?」

			　ザキアの背筋に、悪寒が走った。

			　その瞬間、ザキアはほぼ本能に従う形で、しゃがみ込む。

			　すると、先ほどまでザキアの頭があった位置を、何かがすさまじいスピードで横切った。

			「おいおい、マジかよ。あれを避けるか？　普通」

			　驚きと呆れを含んだ声音で、男がそう言った。

			　だが、ザキアはそれどころではなかった。

			　男は、何の動作もしていない。

			　なのに、自身に気付かれることなく狙撃してきたのだ。

			　その理由が分からず、ザキアの額に一筋の汗が流れる。

			　……他に殺し屋がいるのか？　だが、気配はまったく感じられない……。

			　周囲の気配を探るザキアを見て、男が嘲笑う。

			「ハッ。分からねぇって顔してるな？　《王剣》」

			「……」

			「残念だが、タネを教えて倒せるなんて思ってないんでな。このまま続けさせてもらうぜ？」

			「！」

			　男の言葉が終わった瞬間、ザキアは再び本能に従い首を捻ると、頬に鋭い痛みが走った。

			「マジで化物だな、《王剣》。今ので仕留めたと思ったんだがよ……。だが、これで終いだ」

			　男がそう言いながら、右手の指を鳴らした瞬間だった。

			「なっ!?」

			　ザキアは絶句した。

			　なぜなら、ザキアを取り囲む形で、数百、数千もの矢が突とつ如じよ現れ、矢じりがザキアに狙いを定めていたからだ。

			「冥土の土産だ。遠慮せずに持ってけよ」

			　その言葉を合図に、一斉におびただしい数の矢が、ザキアに向かって射出された。

			「～～～～～～っ!!」

			　普通なら、ここで矢の餌え食じきとなり、生き残ることは不可能だった。

			　だが、ザキアは違った。

			　魔宝剣フィフティアを一瞬のうちに上段に構えると、すさまじい勢いで振り下ろしたのだ。

			「『覇天衝』ッ！」

			　その剣圧は、大気を震わせ、ザキアを中心に暴風を巻き起こした。

			　暴風は、ザキアに向かっていた矢をいとも容易く巻き上げ、粉砕する。

			　その様子を見ていた男は、冷や汗を流した。

			「……化物だとは思ってたが、ここまでだとは思わなかったぜ……」

			「……」

			　目の前には、すでに構えを解き、無傷のまま立つザキアの姿。

			　驚く男を鋭く見据えると、ザキアは口を開いた。

			「……その程度か？」

			　その一言だけで、男は己の不利を悟った。

			　男は、たとえ逃げる形になろうとも、死ぬわけにはいかなかった。だから――――。

			「……しゃあねぇか」

			「む？」

			「今回は、俺の負けだ。どうやら、お前さんは思っていた以上にヤバかったようだ」

			「……なら、大人しくしろ。お前を連行する」

			　そんなザキアの台詞に、男はクックックッと笑った。

			「冗談だろ？　確かに今回は負けたがよ……別に逃げないとは言ってねぇぜ？」

			「！　まさか……」

			　男の意図に気付いたザキアだが、すでに男の体を覆おおう形で、煙草の煙が広がっていた。

			「あばよ、《王剣》。次会うときは、操り人形じゃなく、《王剣》でもねぇ、お前さん自身と対たい峙じできること、祈ってるぜ」

			「待て――！」

			　ザキアが急いで男の下に駆け寄るが、男は全身に煙を纏まとい、煙を巻く形で消え去っていた。

			　あと一歩で追いつかなかったザキアだったが、それ以上に、男の言葉が胸を支配していた。

			「……操り人形……」

			　小さくその言葉を呟つぶやくと、ザキアは唇を噛みしめ、きつく拳を握ったのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「……」

			《死煙》との邂かい逅こう後、ザキア・ギルフォードは、ツェザール城内を険しい表情で歩いていた。

			　すると、反対からザキアよりも豪華な鎧よろいに身を包んだ男たちがやって来た。

			　その姿を見て、ザキアはさらに顔をしかめる。

			　徐々にザキアと男たちの距離が近づき、先頭を歩いていた男が、ザキアに気付いた。

			　男は、整えられたくすんだ金髪に、赤色の瞳ひとみ。その眼には侮ぶ蔑じよくの色が含まれており、多少整った顔立ちをしてはいるものの、性格の悪さが滲み出ていた。そして、どこか人を見下したような表情を常に浮かべていた。

			「おんやぁ～？　これはこれは、我が国最強のザキア君じゃないですか～」

			「……」

			　ザキアは軽く会釈だけをして通り過ぎようとしたが、男たちに行く手を阻はばまれ、先に行くことができなかった。

			「つれないねぇ、君と僕の仲じゃないか」

			「……何か」

			　ザキアは、内心うんざりとした気分になった。

			　――――カイゼル帝国第一部隊を率いる、オーリウス・フェンサー。

			　それが男の名前であり、彼は何かあるたびにザキアに絡んできていた。

			「いやいや、特にこれといった用事はないのだけど……ん～、一つ噂を聞いてねぇ。何でも、あの《死煙》に陛へい下かが狙われたそうじゃないか」

			「……」

			「しかも、君は《死煙》を捕まえられず、逃がしてしまったとか……やれやれ、噂が本当なら、かの《王剣》も地に落ちたもんだねぇ」

			「……」

			　オーリウスの言葉に、他の男たちも嘲笑を浮かべる。

			　ザキアはそんな男たちを無視しながら、再び先へ行こうとするが、オーリウスはザキアの肩に腕を回し、耳元で囁いた。

			「平民風情が調子に乗るから、そんなことになるんだ。お前ら平民の寄せ集めである第二部隊は、所しよ詮せん俺たちが相手を叩き潰しやすいように相手を消耗させるための、駒に過ぎねぇんだよ」

			「……」

			「まあ、お前らが下手なことして、尻しり拭ぬぐいをさせられるのはごめんだからよ。せいぜい陛へい下かを怒らせないようにするんだな。お前らがいなくなっちまうと、俺らが大変だろぉ？　フハハッ」

			「……」

			　どれだけ馬鹿にされようと、ザキアは眉まゆひとつ動かすことなく無表情を貫つらぬく。

			　その態度が気に食わなかったオーリウスは、大きく舌打ちをすると、ザキアを突き飛ばした。

			「チッ！　つまんねぇ野郎だな。……行くぞ、お前ら」

			『はい』

			　結局、オーリウスは絡むだけ絡み、そのまま去って行った。

			　一人残されたザキアは、壁にもたれかかると、小さく呟つぶやいた。

			「……俺の剣は、何を護るための剣なんだ……？」

			　自身の手を見つめても、そこに答えは書かれていない。

			　そして、逃がした《死煙》の言葉がよみがえってきた。

			「……アイツの言う通りだな。人を殺して喜ばれるなんて……狂ってる。命を育てることのほうが、くらべものにならないほど難しい」

			　ザキアには、剣を握ることしかできなかった。

			　そのことで、救われた命もたくさんある。

			　ゆえに、結局は相手を殺すことでしか命を救うことができないのだと、ザキアは悟った。

			　だが、ザキアにはそれしかなかった。

			　そして今、その存在価値が、揺らいでいる。

			「――――駒、か」

			　オーリウスが意図した意味とは異なるが、それでもザキアの胸に、その言葉は深く突き刺さるのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　俺――――高たか宮みや翔しよう太たは、同じ学校の連中と、バーバドル魔法学園で魔王討とう伐ばつに向けての日々を過ごしていた。

			　ザキアさんや俺たちが知らない間に、他の生徒たちが勝手に決断し、あのローブ姿の爺さん……たしか、ヘリオってヤツだったか？　ソイツと交渉していたのだ。

			　そのせいで、俺たちはこの魔法学園に来て、いろいろな魔法を学び、剣術の指導を受けていた。俺としては微妙なところだが、他の連中は、ザキアさんの基礎訓練が相当嫌だったようで、そのストレスを発散するかのごとく暴れまわっていた。

			　そして今は、幼おさな馴な染じみの荒木賢治と神無月華蓮先輩の三人で、このバーバドル魔法学園でのこれからについて、学園の中庭で話し合っている最中だった。

			「……神無月先輩は、このままでいいと思いますか？」

			　そう訊きくも、神無月先輩の表情を見れば、すぐ分かる。……いいとは思っていないのだ。

			　なぜ、こんなことを話し合っているのかと言えば……。

			「このままだと、完全にこの学園から孤立してしまう」

			　現在、もともとバーバドル魔法学園に在籍していた生徒たちとの関係が、どんどん悪化しているのだ。その理由は、やはり俺たち勇者側の増長だろう。

			「……いったい誰が原因でこんな事態に……」

			「んなもん、誠一と同じクラスだった青山たちのせいだろ」

			　吐き捨てるように賢治がそう言うが、神無月先輩は静かに首を横に振った。

			「確かに、彼らも原因の一つかもしれないが、一番の原因は他にある。それは――――」

			「おや？　君たち、そんなところで何をしているんだい？」

			　唐とう突とつに投げかけられた声。

			　俺たちが揃って視線を向けると、そこには三人の男たちが立っていた。

			「……如月きさらぎ正まさ也や」

			　忌いま々いましげにそう呟つぶやく神無月先輩。その様子だけで、俺はすべてを悟った。

			　……この三人が、神無月先輩の言う一番の原因なのだろうと。

			「そう睨にらまないでくれよ、神無月さん。せっかくの美人が台無しだよ？」

			　サラッと浮いた台詞を言ってのけるこの男は、神無月先輩と同じ三年生で、日本だけでなく、世界でも活躍していたアイドルグループのリーダーだ。

			　如月先輩は、サラサラの茶髪に、甘いマスクで、数多くの女性を魅了し続けていた。

			　そして何より、前サッカー部キャプテンでもある。確か、さっきの話題に出た、青山にキャプテンを譲って退部した理由も、遊ぶ暇ひまがなくなるからとか、ふざけた理由だったはずだ。

			「それで？　一体何のお話をしてたのかな？　僕たちも混ぜてほしいなぁ」

			「……貴様らには関係ない」

			「うはっ！　おっかねぇ～！　ただ、そんな強気な女を屈服させるってのも、乙だけどなぁ」

			　神無月先輩に睨まれ、獰猛な笑みを浮かべるのは、大おお山やま剛つよし。

			　筋肉質な日焼けした茶色い肌に、赤色に染めた髪をソフトモヒカンにしている。

			　以前は、賢治と同じボクシング部だったはずだけど、この先輩も適当な理由で部活を辞めていた。

			　如月先輩と同じアイドルグループに所属しており、野性味あふれる見た目が、とても女性受けがいいらしい。

			　そんな大山先輩の後ろから、ホストのような髪型をした男が声をあげる。

			「剛、女性を怖がらせるもんじゃねぇぜ？　ほら、すっかり怯えてるじゃねぇか」

			　如月先輩並のキザな台詞を吐くのは、東とう郷ごう蓮れん人と。

			　長めの金髪を、鬱うつ陶とうしいくらいに派手にセットしている。

			　この人も同じアイドルグループにいただけあり、やはりイケメンだ。

			　しかし、女性関係については、いい噂は聞かない。……いや、それは目の前の男たち全員か。

			　これらの男たちを前に、神無月先輩は冷ややかな視線をぶつける。

			　しかし、そんなことを気にした様子もなく、如月先輩が話しかけてくる。

			「まあまあ、そう警戒しないでよ。純粋な興味として訊きいてるんじゃないか。ほら、教えてくれないと……また、問題起こしちゃうよ？」

			「っ！」

			　女子のグループで悪わると噂されるのが野島たちだとすれば、男子グループでは間違いなくコイツらだろう。

			　そして、その傘下に誠一のクラスメイトである、青山も入っている。

			　野島たちは、地球では悪い噂ばかりだったが、この学園に来てからも特に問題行動を起こしてないし、なにより話してみれば、噂なんか嘘に思えるほどいいヤツらである。

			　如月先輩の台詞に、苦い表情を浮かべた神無月先輩だったが、すぐに表情を戻すと、ハッキリと言い切った。

			「なら、話してやろう。話していたのは、この学園で、私たちが孤立しつつある原因についてだ」

			「なぁんだ、そんなことか」

			　神無月先輩の言葉に、如月先輩はつまらなさそうな声を出した。

			「んなの僕たちに決まってるじゃん」

			　そして、当たり前のように自分たちだと告げやがった。

			「孤立しつつあるって言うけど、あのお爺ちゃん……ヘリオさんだっけ？　あの人がこの腕輪を僕たちにつけること以外に、もう一つ命令してたじゃん。それを実行しただけだよ」

			「……何？」

			「だーかーらー……勇者の力を見せつけて来いってこと」

			「それは……」

			　確かに、そう言われていた。

			　だが、腕輪とは違い、それは絶対に守らなければいけないという命令ではなかったはずだ。まあ、この腕輪の意味もよく分かっていないんだが……。

			「しかも、この学園の生徒どころか、この世界の基準では、魔法の属性が二つ使えるだけでもすごいって言うじゃん。それなのに、僕たちは四つも使えるんだよ？　ほら、この時点で周りの連中と差が開いているワケ。授業のなかで教わった魔法だって、僕たち勇者は少し練習すれば、大抵できるようになるしね」

			「そーそー。模も擬ぎ戦とか何度かしたけどよ……アイツらザコすぎじゃね？　マジでウケたわ。この調子だと、魔王とかマジ余裕だろ」

			「あと、ヘリオさんも言ってたじゃん。獣じゆう人じんとか亜人は下等生物だって。魔族の連中に至っては、魔王の配下だし、生きてる価値ねぇってさ」

			「それでも……！　お前らはやりすぎだ！」

			　賢治が、とうとう先輩たちの言葉にキレた。

			　……最近、勇者たちにはあからさまに周囲を見下す傾向が出てきて、地球では考えられないような強い力を手に入れたこともあり、苛烈な差別意識が芽生え始めていた。

			　先輩たちが直接何かをしている場面を見たわけじゃないが、青山たちが他の生徒に暴力を振るっていた場面を見かけ、止めたことがあった。

			　聞いた話だと、力にモノを言わせて、女生徒に迫ったヤツまでいたらしい。幸い、ことには及ばなかったそうだが……。

			　賢治にキレられた先輩たちは、不快な表情を浮かべる。

			「は？　何言ってるの？　僕たちは勇者だよ？　何したっていいに決まってるじゃん。なんせ、世界を救うために戦うんだし」

			「賢治ぃ……あんま調子乗ってると、潰すぞ？」

			「マジ寒いわぁ……つか、その熱血ウゼェ」

			「ああ!?」

			　まさに一触即発の雰囲気。

			　だが、そこに神無月先輩が割って入った。

			「……もういい。賢治、翔太、行こう」

			「いや、でも……！」

			「いいから」

			　神無月先輩に強く言われ、渋々といった感じで引き下がる賢治。

			　そして、如月先輩たちの前をすぎようとした、そのとき。如月先輩が俺たちに聞こえるように言った。

			「弱者が強者に従うのは自然の摂せつ理りでしょ？　地球の社会だって、そうやって他人を蹴け落おとして、利用して、使い潰してきたわけだし。だから、僕ら強者はその特権を使ってるだけなんだよ。なぁんでそこんとこ分かんないかなぁ」

			　神無月先輩はその声を無視して、俺たちと一緒に校舎へと歩いて行ったのだった。

		

	
		
			キャラスティ絵画大会

			　

			　――俺こと柊誠一がランゼさんを助け、ルイエスたちにスキルと魔法の訓練を見てもらうことになって、早一ヵ月。

			　その一ヵ月を、俺はサリアやアルと買い物をしたり、採取系の依頼やスライムなどの簡単な討とう伐ばつ依頼を受けたりして過ごしていた。

			　サリアとアルには、王城内での出来事は伝えていない。そういう約束だからだ。

			　だが、王都カップの景品として、俺のスキルや魔法の訓練を手伝ってもらうことになったとは伝えておいた。

			　その際、なぜかアルが険しい表情を浮かべ、サリアは複雑そうな表情を浮かべていた。どうしたんだろうか。

			　ルルネは、あれからロバに戻ることはせず、よく俺と一緒に露店で食べ歩きをしている……。お金の心配はないが、ルルネの食欲がヤベェ。軽く俺の倍以上食うからな……俺もお腹が膨ふくれるわけじゃないんだが、それでも『人間』としての節度があると思う。『人間』としてのねっ！

			　何はともあれ、充実した日々を過ごしていたのだが、今日はとある用事のため、出かけることになっていた。

			　その用事とは、キャラスティ絵画大会である。

			　この大会には、クレイとメイの二人が参加するので、見に行かないわけにはいかない。

			　サリアとアル、そしてルルネに伝えると、三人ともついて来てくれると言ったので、一緒に会場まで向かっている最中だった。

			「絵ねぇ……オレにはよく分からねぇ世界だからなぁ……」

			　アルが頭の後ろで手を組みながら、そうこぼした。

			「うーん……私もよく分からないかも。誠一は分かる？」

			　そんなアルの言葉に反応したサリアが訊きいてきたので、俺は素直に答えた。

			「いや、正直俺もよく分からないんだ。ルルネも分からないだろ？」

			「え？　私は分かりますよ？」

			「は!?」

			　思わぬ返しに、思わず声を出す。ロバなのに……芸術を理解できるだと……!?

			　すると、ルルネは胸を張って答えた。

			「芸術……つまり、食事ですね」

			「よし、分からねぇんだな」

			　相変わらずのルルネで安心する。

			　それから、他愛のない話をしながら歩いていると、大会の会場に辿たどり着いた。

			「ここでやるのか……」

			　キャラスティ絵画大会が開かれる場所は、俺が初めてメイと出会った広場だった。

			　いつもは多くの露店が開いているのだが、今日は一つも開いていない。代わりに、巨大なステージと、多くの人であふれかえっていた。

			「スゲェな……これ全部が参加者じゃないんだろうけど、このなかに何人も画家がいるんだろうなぁ」

			「なぁ、誠一。メイってヤツと会わなくていいのか？」

			　会場に集まった人の多さに驚いていると、アルがそう訊きいてきた。

			「大丈夫だよ。それに、この人の多さじゃ見つけ出すのも難しいだろ？」

			「確かにな……」

			　アルも人の多さに苦笑いを浮かべる。

			　しかし……本当に人多いな。そのせいか、スゲェ変な人たちがたくさんいるけど。

			　例えば、ピエロのような格好をした人。これだけの人口密度が濃いなかで、さすがにパフォーマンスはできねぇだろ。

			　他にも、何とも言えないデザインの服を着た人や、ヘンテコな彫刻を持ち歩いてる人など、この街で見かけなかったような変人たちが多く集まっていた。

			「さすが芸術家……自己顕示欲がハンパねぇ……」

			　人知れず周りの人たちに戦せん慄りつしていると、突然王都カップのときのような、アナウンスが聞こえてきた。

			『――――大変お待たせしました。これより、キャラスティ絵画大会を開催します』

			「「「うおおおおおおおおおおおおお!!」」」

			　若い男性のアナウンスのあと、会場にいる皆が盛り上がった。

			「うわぁ！　すごい熱気だね！」

			「そうだな……さすがにここまで盛り上がるような大会だとは思わなかった……」

			　サリアの感心した声に同意する。

			　アルもルルネも似たようなもので、周囲からの歓声に戸惑っていた。

			『さて、それでは今大会の審査員の方をご紹介させていただきます。今大会の審査員を務めてくださるのは、数々の画法を確立してきた、絵画の天才――――レオン・ベルガー様です』

			　そんなアナウンスの声が聞こえた後、周囲から驚きの声が聞こえてきた。

			「う、ウソだろ!?　あの【画聖】レオンか!?」

			「今でこそ有名になった抽象画を広めただけでなく、遠近法や陰影画法などの開拓者でもあるんだよな……」

			「あの人は、現代の絵画を１００年は進歩させたって言われてるような方だぞ……」

			　小さな声で囁かれている内容に、俺は驚く。

			　地球の画家にとっては当たり前の技法でも、この世界じゃ違うわけで、俺でも知っているような技法をこの世界で作り出したんだとすれば、それは相当すごい人だよな。

			　って言うか、ベルガーって家名、どこかで聞いたような……。

			　どこで聞いたのか思い出せないでいると、王都カップと同じように、空中に魔力投影機によって、一人の老人が映し出された。

			　柔にゆう和わな笑みを浮かべるその老人こそ、レオンさんという人なのだろう。年老いているが、昔はイケメンだったことが顔立ちから分かる。

			　すると、レオンさんは優しげな声で一言。

			『君たちの情熱が注ぎ込まれた、最高の作品を楽しみにしているよ』

			「「「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」」」

			　さっき以上の熱気が、会場を包み込んだ。

			　すげぇな。それだけこの老人は、画家にとって憧れの存在なんだろう。

			『レオン様、ありがとうございました。それでは、さっそく審査のほうに移りたいと思います。ナンバー１の方、よろしくお願いします』

			　こうして、キャラスティ絵画大会が始まった。

			　しかし、一つ残念なのが、あまりにも人が多いためステージに近づくことができず、きちんと作品を鑑賞することもできないので、上空に映し出された映像で確認するしかないことだった。

			　これは、仕方がないことだと割り切るしかない。

			　何とか俺たちは上空の映像を眺めていると、いろいろな絵が登場していた。それらは、本物と間違ってしまいそうになるほどリアルな風景を描いた絵もあれば、クレイのように、よく分からないモノが描かれた絵まで、実に様々だった。

			　そして、レオンさんは、それら一つ一つの作品を丁てい寧ねいに評価し、良いところと悪いところの両方を伝えていた。

			　悪いところだけを指摘するのではなく、良いところも指摘してくれるので、評価された参加者は全員、感激した様子だった。

			『――――さて、残すところ、あと二人となってしまいました。それでは、次の方。よろしくお願いします』

			　そして、アナウンスがそう告げたあと、ステージに登場したのは、堂々とした足取りのクレイだった。

			　……ああ、そうか！　どこかで聞いた家名だと思ったら、クレイの家名と一緒じゃねぇか！

			　今さらそのことに気付き驚いていると、周囲からの声が聞こえてきた。

			「彼が、【画聖】の孫……」

			「堂々とした姿はさすがといったところだな」

			「うぅむ……どのような作品を出してくるんだ……？」

			　みんな、クレイの作品に注目している。

			　俺にはクレイの絵がよく分からないのだが、周囲の芸術家たちにとっては、違うのだろう。

			　そんなことを思いながら、上空に映し出されたクレイの姿を眺める。

			　すると、縦横ともに、クレイの身長の倍ほどの作品が、布に被せられた状態で登場した。

			「で、デカくねぇか？　他の絵って、もっと小さかったよな？」

			　あまりのデカさに、隣でアルが訊きいてくる。

			　……短い間だが、クレイが自分に大きな自信を持っていることを知っているので、俺的にはあまり驚かなかった。

			『クレイ・ベルガーさん、作品名をどうぞ』

			　アナウンスにそう促されると、クレイは堂々としながら、作品にかけられた布を取り払った。

			『僕の作品名……それは、【芸術】だっ！』

			　布の下から出てきたのは、真っ白な画板に描かれた、真っ赤な太陽。

			　そう、『太陽』である。

			「あ、あのクレイの絵が……まとも、だと……!?」

			『……なぜだろう。今、すごくバカにされたような気が……』

			　映像に映し出されたクレイが、複雑そうな表情で呟つぶやくのをしり目に、俺は心の底から驚いていた。

			　何せ、ただの三角形を【夕焼けのなか、浜辺で夕日を見つめ彼を想う乙女の絵】とか言ってたようなヤツだぞ？

			　それが、今目の前に投影されている絵は、真っ赤に燃え上がる、巨大な太陽だった。

			「誠一。お前の友だち、スゲー絵を描くじゃねぇか」

			「うんうん！　綺き麗れいな太陽だね！」

			　アルとサリアもクレイの絵に驚いている。

			「うーん……私にはリンゴに見えるのだがなぁ……」

			　ルルネさん。それはアナタだけだ。

			　それにしても、真っ白な画板に描かれた太陽って……まるで日本の国旗だな。

			　ふとそんなことを思ってしまったが、それが分かる人間はこの場にいないだろう。

			『クレイさん。それでは、作品の紹介をどうぞ』

			『いいだろう！　まず、この作品に込めたのは、僕の芸術に対する想いさ！　熱く燃え滾たぎるこの想い……まさに、マッチの火のようだろう？』

			　なんて小さな想いなんだ……！

			　つか、太陽じゃないわけ!?　あの大きさでマッチの火!?　見るからに太陽なんだけど!?　ご丁てい寧ねいに太陽フレアまで描いてるのに！

			『そんなわけで、僕の絵は他のみんなとは違い、余計なものを一切描かなかった。この真っ白な画板が、僕の体で、真ん中のマッチの火が、僕の芸術に対する熱意だよ』

			『な、なるほど……私の目には、太陽のように見えるのですが……？』

			『マッチの火だ！　そこを間違えないでくれたまえ』

			『は、はぁ……』

			　クレイよ。お前はお前で、相変わらずだなぁ……。

			　まともな絵だと思ったのに、結局微み塵じんも変わっていなかったクレイに、俺はある意味で安心してしまった。

			　そして、レオンさんの審査に入る。

			　レオンさんは、少しの間、黙っていたが、やがてゆっくりと口を開いた。

			『――――僕も、マッチの火に見えるよ』

			　アンタもかいっ！

			　俺はレオンさんの発言に心のなかでツッコんだ。

			　今までまともな評価を下してきたのに、ここにきてクレイと同じ血を示さなくてもいいでしょ!?

			　愕然とした表情を浮かべていると、再び周囲からの声が聞こえてきた。

			「……難解だ」

			「ああ……難解だ」

			「さすが、【画聖】の孫、だな……」

			「あれをマッチの火と言い切るとは……」

			　何で戦せん慄りつしてんの!?

			　一般人の俺がおかしいんだろうか？　芸術家ってコワイ。

			　一人勝手に芸術家に怯えていると、レオンさんは優しい声音で言った。

			『クレイ……君は、昔から素直に絵を描く子だったね。確かに、周囲には理解しにくい作品ばかりではあったけれど、それでも君の描く絵には、何か一つ、想いが込められていた。今回の作品だって、太陽に見えるそれを、君が太陽と言わずマッチの火と言い切ったのは、いつかは燃え尽きてしまうその一瞬を表現したかったからなんだろう？』

			『さすがです、お爺様……僕の人生は、太陽のように大きくはない。でも、その小さな人生のなかでも、僕の想いは太陽と見紛うほどに激しく燃え盛っている……これが、僕の芸術です』

			　深い……！

			　スゲー深いよ、二人とも！

			　いや、その絵を描いたクレイがすごいんだな。

			　レオンさんの説明を受けて、俺はなんとなくクレイが表現したかったモノが分かった気がした。

			　……やっぱり、凡人の俺には理解できない領域だったんだな。

			　ということは、あの三角形の絵と呼んでいいのかさえ分からないアレも、本当に【夕焼けのなか、浜辺で夕日を見つめ彼を想う乙女】を描いていたってことか？　……ヤベェ、全然分からん。

			『ふふ。クレイ……君の情熱は、よく伝わってきたよ。だから、君はその想いを、僕だけじゃなく、もっと多くの人に伝えられるように努力すること……それが、君の課題だよ』

			『っ！　はいっ！』

			　こうして、クレイの作品の審査は終わった。

			　ということは、次が最後の人となるわけで――――。

			『……さて、いよいよ最後の方の登場です。メイ・チェリーさん、よろしくお願いします』

			　――――メイの出番である。

			　アナウンスのあと、見るからに緊張した様子のメイが、ステージに登場した。……メイ、手と足が同時に出てるよ……。

			　そんなメイに続く形で、クレイと同じレベルの大きさの作品が、布を被せられた状態で登場した。

			　ガチガチに緊張した様子のメイを見て、隣のアルが心配そうな声を出す。

			「お、おい……大丈夫か？　あの子。見てるこっちが心配になるくらい緊張してねぇか？」

			「あー……うん、そうだな。でも、俺たちにはどうしようもできないし……」

			　そう、俺たちにはどうすることもできないのだ。

			　だからこそ、メイ自身で頑張ってもらわないとダメなのだ。

			　俺は心のなかで応援しながら、メイを見つめる。

			『それではメイさん。作品名と紹介をどうぞ』

			『はっ、はひっ!?』

			　緊張しまくってるな。

			　アナウンスに声をかけられたメイは、犬の尻尾しつぽをピンと伸ばし、さらに硬直してしまった。

			　だが、メイは自力でその硬直を解くと、ゆっくりと深呼吸をして、気持ちを落ち着かせた。

			　そして――――。

			『こ、これが……私の作品ですっ！』

			　メイが布を取り払った瞬間、そこには――――。

			「へ!?」

			　かの英雄ナポレオンの肖像画として有名な、ジャック・ルイ・ダヴィッド作【サン＝ベルナール山からアルプスを越えるボナパルト】と同じポーズをした、ロバのルルネに跨またがる俺の姿が描かれていたのだった……！

		

	
		
			英雄

			　

			　凛り々りしいロバ姿のルルネに跨またがり、ナポレオンと同じポーズをとる俺の絵。

			　…………ナンダコレ。

			　しかも、フードを被ってないのだ。……Ｗｈｙ？

			　黒髪黒目で普通に描かれているし……王都に来て、一度も黒髪黒目の人物を見かけていないので、どう考えても俺だろ。ロバ姿のルルネはそっくりそのままだし。

			　……もしかして、俺の気付かないうちにフードが脱げてたのか？　そんなバカな……。

			　そう思ってみたが、俺の両手はルルネの手た綱づなを握るので精いっぱいだったわけで、あの激しい動きのなか、フードを押さえるなんてとてもじゃないができないことに気付いた。

			　……俺の今までの苦労はいったい何だったんだ……？

			　まあ、黒髪黒目が珍しいとはいえ、いないわけではないことを知っているので、そこは問題ではない。

			　そう、一番問題なのは――――。

			「な、なんて雄々しい姿なのだ……」

			「ああ……これこそが、物語に登場する英雄の姿なのだろう……」

			「惚ほれ惚ぼれするな……」

			「ウホッ！　いい男！」

			　――――ルルネに乗る俺の姿が、異常なまでに美化されていることです。というか、最後に聞こえた台詞に悪寒が……。

			　絵に描かれていた俺は、キリッ！　という擬態語がつきそうなほど凛り々りしく、とんでもないイケメンとして描かれているのだ。

			　…………。

			　誰だよお前!?

			　確かに痩やせたけどさ!?　なに？　その無駄な美化！　メッチャイケメンに描かれてるんですけど!?

			　……あ、もしかして、俺じゃなくて、違う人がモデルなのか？

			　よくよく考えれば、俺がモデルに選ばれるなんてあるはずがねぇもんな。偶然ルルネに似たロバに跨またがった、黒髪黒目のイケメンがいたかもしれないじゃないか。

			　なるほど、そう考えれば納得だ。

			　しかし、ロバに跨るイケメンって……いやぁ、変わった人がいたもんだぜ！

			『それではメイさん、作品の紹介をどうぞ』

			『は、はい……この絵は、私がこの大会に出場するための勇気をくれた、ある人物を描いたものです。その人は、先月行われた王都カップにロバで出場し、優勝したすごい人なんです。あのときの光景は、今でも忘れられません』

			　やっぱり俺かよおおおおおおおおおおおっ！

			　俺はその場に崩れ落ちた。

			　先月の王都カップって言っちゃったし！　ロバで優勝とか俺しかいねぇじゃん！　逃げ道ねぇよ！

			　第一、ロバに乗ってキメ顔するイケメンなんていねぇよっ！　いや、ナポレオンが跨またがってた馬も実はロバって言うし、ある意味俺も英雄なんじゃね？　……やめよう。言ってて悲しくなってきた。

			　しかし、大きなダメージを負う俺に、メイは追い打ちをかけてきた。

			『なるほど……それで、作品名は何でしょうか？』

			『作品名は、【英雄】です！』

			　ヤメテっ！　恥ずかしくて死んじゃうよ!?　というか、案の定【英雄】だったし！

			　恥ずかしいだけじゃなくて、罪悪感で押しつぶされそうになるから！　ゴメンね!?　こんな英雄で！

			　フードをさらに深くかぶり、羞しゆう恥ち心しんに身を捩っていると、サリアとアルが言う。

			「誠一カッコイイね！」

			「ああ……その、カッコいいよ」

			　眼科に行ってください！　てか、アンタら俺の素顔見たことあるでしょ!?

			「さすが主様ですね。惚ほれ惚ぼれするほど英雄です」

			「どんなコメントだよ！」

			　思わずルルネの台詞にツッコむが、すぐに恥ずかしくなる。

			　とんだ羞恥プレイだよ……！

			　しかし、俺の顔はこの際置いておくにしても、メイはすごい絵を描いたと思う。

			　この世界では、あのナポレオンの絵を知っている人間がいるはずもないので、確実にメイが見たまま、感じたままに描いた作品なのだろう。

			　ただ、ナポレオンの絵と明らかに違うのは、馬で山登りをしている絵じゃなくて、ロバが狼を蹴け散ちらしている絵ってところかな！

			　半ば自じ暴ぼう自じ棄きになりつつあると、審査員であるレオンさんが静かに口を開いた。

			『――――素晴らしい』

			　もう許してください。

			　レオンさんのその一言に、俺は心の底からそう思った。

			『人物の配置、ポーズ、周りの状況……すべてにおいて、これは完かん璧ぺきです。これだけで、アナタが才能あふれる人物だと分かりますね』

			『そ、そんな……』

			『ただ、まだまだ色の配色などは粗さが目立ちます。ですが、それは成長の余地が十分にあるということです。メイさん、これからも素晴らしい絵を描き続けてください』

			『！　は、はいっ！』

			　レオンさんから、高評価をいただいたメイは、笑顔を浮かべた。

			『――――これで、参加者の作品紹介は終了です。これから、レオン様に、最優秀賞を選出していただきます。選考する時間がございますので、発表は30分後とさせていただきます』

			　そんなアナウンスが聞こえ、会場に集まっていた人々は、それぞれが休憩を始めた。

			　こうして、無事クレイとメイの作品発表は終了したのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　結果を言うと、メイが最優秀賞に選ばれ、クレイは優秀賞となった。

			　そのときのメイは、嬉しさのあまり泣き崩れていたし、クレイは素直にメイの作品を称賛していた。

			　なんだかんだ言って、クレイはいいヤツだよな。イケメンだし。

			　そんなことを考えながら、俺はメイとクレイのいる場所まで向かっていた。

			　サリアたちは宿屋に帰ったので、今は俺一人だ。

			　人ごみを避けながら、何とかクレイたちの場所まで辿たどり着くと、向こうも俺の姿に気付いたようだった。

			「ん？　ああ、誠一か」

			「あ、誠一さん！」

			「お疲れ。二人ともすごい絵だったな」

			　素直にそう言うと、メイは照れたように笑い、クレイは当然といった様子で胸を張った。

			「当たり前だろう？　この僕が描いたんだからな！」

			「相変わらずの自信だな。もう少し悔しがってるかと思ったんだが……」

			　苦笑い気味にそう言うと、クレイが真面目な表情になった。

			「もちろん、悔しいさ。でも、それ以上に、彼女……メイの絵が素晴らしかった。だから、僕はある意味満足してるよ」

			「ふぅん……まあ、クレイが満足してるなら、俺はそれでいいと思うけどな。ただ、今回の絵画大会を見てて感じたのが、やっぱり芸術家の考えてることは理解できんってことだな」

			　もうね、まったく話についていけないんですよ。

			　俺から見て上手いと思う絵でも、芸術家の人たちは斜め上の感性でその絵を捉とらえるし……本当に、俺みたいな凡人とは違う存在だと感じさせられたね。

			　だが、俺の言葉を受けたクレイは、首を横に振る。

			「それは違うぞ、誠一」

			「え？」

			「そもそも、音楽も絵画も人生のなかにおいて、なくても生きていけるモノであるから、それを追求する僕たち芸術家が理解されない存在であるのは確かだ」

			「……」

			「でも、その無駄なもので感動させ、理解されて初めて、僕たちの作品は【芸術】になるんだ。人に理解されない作品は、どれだけ優れた作品であっても、結局はガラクタに過ぎないんだよ」

			「……」

			「そういう意味では、僕の作品はまさにそうなのさ。お爺様に言われ、ようやく気付くことができたよ。僕が絵を描き始めたキッカケも、お爺様が僕の絵を褒ほめてくれたからなんだ。それからは、正直なところ、他の人から絵を褒められたことはなかった。ただ、お爺様の孫という僕の絵に興味を持った人たちが、買っていくだけ。僕の絵そのものに価値を見出していなかったんだよ」

			　そう言うクレイの表情は、初めて見る少し寂さびしげなものだった。

			　だが、次の瞬間には、再び自信にあふれる強気な表情へと変わっていた。

			「だからと言って、僕は絵を描くことを止めないし、自分の絵にだって誇ほこりを持ってる。僕の作品を【芸術】にする最初の鑑賞者は、描き上げた僕自身なんだからね。他の誰でもない、僕が自分の作品を理解しなきゃ、誰にとっての【芸術】にもなりえないんだから」

			「クレイ……」

			　俺はクレイの一本筋の通った考えに、素直に尊敬の念を抱いた。

			　コイツは、強いな。そして、天才ってのも、間違いじゃないと思う。

			　すると、隣で話を聞いていたメイも、同じことを思っていたらしく、小さく呟つぶやいた。

			「クレイさんって……すごいですね」

			「そうだな……」

			　そんな俺たちの様子を意にも介さず、クレイはハイテンションで告げる。

			「さて、僕はそろそろ失礼させてもらおうかな！　自分の作品に対する改善点が分かった今、僕は今すぐにでもこの気持ちをキャンバスにぶつけたいのでね！　では……さらばっ！」

			　それだけ言うと、クレイは颯さつ爽そうとその場から去って行った。本当に元気なヤツだなぁ……。

			　二人でその様子を見送ると、メイが俺に向き直る。

			「えっと……誠一さん。本当に、いろいろとありがとうございました！」

			「いや、俺何もしてないんだけど……」

			「そんなことありません！　誠一さんのおかげで、今回の大会に出場する勇気をいただきましたし、そして何より、誠一さんの活躍があったからこそ、私の絵も完成したんです！」

			「……俺なんかがメイの役に立てたならよかったよ……」

			　あの絵を思い出し、一人勝手に心しずむ俺。ホント、俺みたいなのが英雄でゴメンなさい。

			「何はともあれ、無事に終わって安心したよ。メイがステージに登場したときは、見てるこっちが緊張しちゃうくらい緊張してたしね」

			「そ、その……お恥ずかしい限りです」

			　メイはそう言うと、犬の耳をペタンとさせ、俯うつむいた。うん、子犬みたいだな。

			　勝手にそんなことを思っていると、メイは顔を上げ、さっき去って行ったクレイのように、決意に満ちた表情を浮かべた。

			「誠一さん。私、これから芸術の都【アムリア】に、絵のことを学びに行こうと思うんです」

			「アムリア？」

			「はい！　今回の審査員だったレオン様のような、有名な芸術家たちが集う街です。先ほど、レオン様に、そこで絵のことについて学ばないかと誘われまして……」

			「おお！　スゲーじゃねぇか」

			　これは、スカウトとかそんな感じなのだろうか。

			　クレイが言ってた通り、この絵画大会はすごいらしいし、そういう誘いがあってもおかしくはないか。

			「なので、近々この街とお別れすることになるんです……」

			「あ、そうか……それは寂さびしいな」

			「はい……あの、本当に誠一さんには感謝してもしきれません。あの広場で、最初に絵を買ってくれたのも、勇気づけてくれたのも、全部誠一さんのおかげです。だから……」

			「違うだろ。全部、メイの実力だ。俺が絵を買ったのも、大会で最優秀賞をもらえたのも、メイの絵が素晴らしかったからだよ。だから、胸を張っていいと思うよ」

			　俺がそう言うと、メイは嬉しそうに笑った。

			「なら、誠一さん。私がアムリアで、しっかり絵のことを学んだら、最初に誠一さんの絵を描かせてもらえませんか？」

			「え？　俺の絵を？」

			　……オヤジギャグじゃねぇからな？

			「はい！　誠一さんの絵を！」

			「……俺の絵なんて描いたところでつまらないと思うんだけどな……でも、嬉しいよ。なら、お願いしようかな？」

			「はい！　楽しみにしててくださいね！」

			　最後に、メイは一段と輝く笑顔を浮かべた。

			　――これが、後に【抽象画の鬼才】と呼ばれるクレイと【絵画の英傑】と称されたメイ、二人の始まりであり、まさか、あの【英雄】が世界中で有名になるだなんてことは、このときの俺は夢にも思わなかった。

		

	
		
			カツ丼

			　

			　――暗い部屋のなか、一人の男が水晶に話しかけていた。

			「んひっんひっんひっ……計画は進んでいるか？」

			　奇妙な笑い声をあげる男に対し、水晶から声が流れてくる。

			『こちらは計画通りじゃぞ。それよりも、そっちはどうなのじゃ？』

			　水晶から流れてくる声は、老人の声であった。老人の問いに対し、男は顔を赤くして怒鳴る。

			「どうもこうもないわっ！　あの小娘が余計なことをしたせいで、大きく計画を修正する必要が出たのだからなっ！」

			『……ああ、ウィンブルグ王国と同盟を結ぶという話じゃったのぅ……』

			「そうだっ！　これでは、我の悲願が……」

			『勘違いするでないぞ。お前だけの悲願ではない。これは我々の悲願じゃからな』

			「んふー……すまん」

			　老人の声に対し、男は素直に謝罪する。

			　すると、まるで気にした様子のない老人が、話を切り替えた。

			『よい。それで、計画の方はどうなのじゃ？　ワシのほうは、いつでも用意ができておるぞ』

			「んひっんひっんひっ！　こちらもだ。計画に大きなズレがあったとはいえ、目標は変わらない……たとえ、目標達成の過程として、悲惨なことが起きようともな！」

			『そうじゃな。もしものためということで、あらゆる地域の魔物を集めておいて正解じゃったのぅ……』

			「確かに……そう言えば、そちらは例の薬は完成しているのか？」

			　男の問いに、老人は喉で笑うと、自信満々に答えた。

			『ククク……できておるぞ。最高の出来じゃ』

			「ついにか……！　レベルを強制的に引き上げる【成長薬】は！」

			『ああ。効果は保証しよう。それで、どうする？　今回の計画で……魔物どもに使ってみるか？』

			　老人の言葉に、男は少し考えるそぶりを見せると、やがて邪悪な笑みを浮かべた。

			「……いや、まだだ。今回の計画では、まだ使わない。使うとすれば……小娘を消すときだな」

			『そうか……じゃが、仮にも魔王の娘じゃろう？　良いのか？』

			「我はお前と同じ、魔王なんぞとるに足らぬ至高の存在に仕えている身だぞ？　ザコなど消えて当然……まあ、利用価値があれば、利用してやってもよいがなぁ」

			　そう言うと、男は厭いやらしく笑った。

			『まあ、お前には何も言わんよ。……それでは、さっそく計画を進めるとするか』

			「ああ、そうしよう――――」

			　――――すべては、魔神様のために――――。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「そう……そのまま……その調子だよ……」

			「ぐぐぐぐぐ……」

			　キャラスティ絵画大会の翌日、俺は最近習慣になりつつある訓練のため、王城に来ていた。

			　……今思えば、身元不明のローブ男が、王城内を自由に移動できるってヤベェよな……いや、それ以前に、こんな簡単に王城に来ていいモノなのか……？

			　不意に頭をよぎる微かな疑問に首を捻っていると、フロリオさんから指摘が入る。

			「こら、誠一君。雑念が入ってきてるよ。魔法が崩れてきてる」

			「あ、すみません」

			　今、俺はフロリオさんに教えてもらう形で、魔法の制御を訓練している。

			　訓練内容は、魔法としては比較的安全なものが多い、水属性の初級魔法……『ウォーターボール』をバスケットボールサイズにとどめ続けるといったモノだ。

			　最初のうちは制御がまるでできず、テルベール全体を水浸しにするような、とんでもないサイズのウォーターボールだったが、今では集中さえしていれば、バスケットボールサイズにとどめることができていた。

			　……マジで、最初のころは焦った。だって、王都全体に被害が出る初級魔法なんだぞ？　初級の意味が分からなくなったよね。幸い、咄とつ嗟さに発動させた『マジック・ホール』の効果で無効化させたから被害はなかったんだけど……。ただ、しばらくは突然現れた水の塊が街中の噂を占めたのは言うまでもないだろう。

			　……いや、こういうときこそ進化の出番だと思うんですよ。

			　でもさ……まったく反応がないのよ。もうビックリするほど静かなの。これが噂のハイブリッドですか。……違うな。

			　あれだけチートスキルを習得したことを脳内アナウンスしてたくせに、今は無反応。新手のイジメですか？

			　まあ、何となくそのことについての予想はできているんだけどね。

			　憶測の域を出ないんだけど、『進化』のスキルは、強力な方向に発動するだけで、弱体化させるような方向には発揮されないんだと思う。

			　ただ、今俺が訓練しているように、反復練習を続けていれば、そのうち『手加減』というスキルが手に入ることをフロリオさんが教えてくれたので、悲観せず、地道に訓練を続けているわけだ。

			「はい、そこまで。もう魔法を解いていいよ」

			「はあああああ！　疲れたああああ！」

			　フロリオさんの許しを得た俺は、瞬時に魔法を解くと、その場に寝転んだ。

			　この魔法を解くという技術も、訓練を始めてから自分で身に付けたものだったりする。

			　肉体的な疲労はないものの、集中し続けていたため精神的な疲労が大きい。

			　いつもなら、このまま解散となるのだが、今日は普段と違うことが一つあった。

			　それは――――。

			「誠一っ！　見て見て～！」

			　炎の玉を、お手玉のように操るサリアの姿が。

			　その向こう側では、アルが五メートル級の氷の鳥を生み出し、操っている。

			　そんなアルとサリアの近くで、ルルネは興味深そうに二人を眺めている。

			　そう、今回の訓練には、サリアたちも来ていたのだ。
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			「おお、スゲー器用なことするなぁ……」

			「こんなこともできるよー！」

			　俺の感心した声に、サリアはますます笑顔を深めると、両手両足に炎を纏まとわせた。

			「じゃじゃーん！　カッコイイでしょ！」

			「俺はサリアたちのハイスペックぶりに驚きだよ……」

			　サリアとアルは、今まで魔法を使ったことがなかったらしいのだが、以前俺が手に入れたスキル……『指導』を発動させたところ、二人とも魔法が使えるようになった。それも、今日だけで。

			　……この『指導』のスキル、相当ヤバいのよ。

			　初めて発動させて分かったのだが、このスキルさえ使えば、その人の潜在能力を一瞬で引き出すことができてしまうのだ。

			　ただし、潜在能力と言うように、元々の伸びしろがなければ、引き出すことはできない。

			　だから、サリアは火属性の潜在能力が、アルは氷属性の潜在能力があったが、他の属性は一切使えなかったりする。

			　ちなみに、潜在能力を引き出そうとせず、単純に相手にモノを教えようとするときは、頭の中にどう説明すれば分かりやすいのかが浮かんでくる。

			「うーん……本当に誠一君のスキルはすごいねぇ。僕も、今まで【氷ひよう麗れいの魔人】なんて呼ばれてたんだけど……まさか、土属性にも親和性があったとはねぇ」

			　サリアと俺のやり取りを見ていたフロリオさんが、笑いながら土の塊を浮かばせ、様々な形に変形させていた。

			　実は、フロリオさんやルイエスから教わるだけじゃなく、俺も二人にできる限りのことを教えていた。

			　そのために、王城内にある図書室で、いろんな本を読み漁あさっては知識を増やしたし、今となっては魔法もスキルもある程度なら説明できるレベルにまでなっていたりする。

			　それで、サリアたちと同じように、『指導』のスキルをフロリオさんに発動させてみたところ、土属性の魔法の才能が開花したのだった。

			「これでまた、僕も精進するべき道が見えてきたよ。それに、誠一君を見ていて、氷属性のほうもまだまだ工夫や改善できる余地があることを痛感させられたしね」

			「ははは……」

			　フロリオさんの言葉に、思わず苦笑いを浮かべる。

			　図書室の本で新たに得た知識や、フロリオさんたちから聞いた話では、魔法の威力は、魔力や魔攻撃のステータスによってきまってくるらしい。

			　そして、俺がアクロウルフやサンドマンから魔法を奪ったとき、脳内にインプットされた各魔法の消費魔力や、王都の図書館で調べて知りえた他の魔法の消費魔力は、実はその魔法を発動させるための必要最低限度の魔力であって、上限は存在しないのだ。

			　もし、最低限度以上の魔力を込めれば、プラスされる形で、威力が倍増する。

			　だからこそ、魔力の制御なんてできない俺が放つ魔法は、過剰な魔力投与によって生み出され、アホみたいな規模や威力で発現されるのだ。

			　なので、俺が今やっている訓練は、魔法の制御というよりは、魔力の制御というほうが正しいのだろう。

			　ただ、俺の魔攻撃の高さは異常なので、最低限の魔力消費に抑えても、普通に放てば大惨事を引き起こす。

			　でも、最低限の魔力消費で発動した魔法は、自由自在に威力の変更が可能なのだ。逆に、過剰に魔力をつぎ込んでしまうと、もう威力の制御はできないのだが……。

			　ふと脳内で、そんな最近分かった知識を整理していると、アルとルルネの二人がやって来た。

			「ふぅ……魔法って難しいな」

			「アル、お疲れさん」

			「おう」

			　短く返事をしたアルは、手のひらサイズの氷を生み出し首筋に当て、体の熱を冷まし始めた。

			「魔法で動く鳥を作って、それと模も擬ぎ戦してみたんだけどよ……オレが作った魔法ながら、とんでもなく厄やつ介かいな相手だったぜ」

			「……難しいとか言いながら、サラッととんでもないことをしてるアルに俺は驚きだぜ……」

			「そ、そんな褒ほめるなよ……」

			「クソッ！　皮肉が通じねぇ……！」

			　才能が羨うらやましいぜ、コンチクショー！

			　俺なんて、進化の実の効果がなければ、ただの一般人……いや、それ以下のド底辺の人間だからなぁ。なぜだ？　言っててなんだか悲しくなってきたぞ!?

			　そんな風に一人で落ち込んでいると、今まで黙っていたルルネが、口を開いた。

			「……氷の鳥……美お味いしそうだった……」

			「お前は本当に変わらないね！」

			　てか、氷の鳥って言うけども、アルが生み出した魔法だし、何よりあのサイズの氷を食えば、腹を壊す……あれ？　ルルネが腹を壊す姿が想像できない!?

			　食べ物が絡んだ瞬間の、ルルネの無む双そうっぷりは尋常じゃねぇからなぁ。

			　王都カップのときに蹴け散ちらした黒色の狼の詳しよう細さいを後になって知ったのだが、Ａ級の魔物だったらしい。

			　ついでに、魔物のランクや、冒険者のランクとの関係性についても聞いたところ、魔物のランクと冒険者のランクは同じではないらしく、例えばＣ級の魔物を倒すには、Ｃ級の冒険者なら五人必要で、Ｂ級なら一人で倒せるといったように、魔物のランクと同じランクの冒険者がその魔物を狩るときは、最低でも五人は必要になって来るらしい。

			　そして、Ｃ級の魔物をＢ級の冒険者なら一人で狩れるように、ランクが一つ違うだけでも実力が桁けた違いになって来るそうだ。

			　ただし、Ｂ級やＡ級あたりから魔物の戦闘力が跳ね上がるらしく、Ｂ級の魔物を狩るのに、Ｂ級の冒険者を五人連れていても、全滅する場合もあるとか。

			　そう考えると、ルルネの蹴け散ちらした魔物は、アルが五人いても倒せるか分からないような化物だったことになる。

			　そして、ルルネが倒した魔物と同じＡランクに位置するも、より危険と言われるバハムートを簡単に捕獲してしまうルイエスは、よりヤバいってことだな。さすが王国最強の騎士。実力は、Ｓ級冒険者のなかでもトップレベルだとか。

			　そんなのと戦って無事だった俺も十分化物ですよ。なんか文句あるか！

			　荒んだ気持ちのまま、どこかどんよりとした気分でいると、城のなかから俺たちに向かってくる人が見えた。

			　たった今、俺が頭に思い浮かべていたルイエスだった。

			「こんにちは、師匠。今日の訓練はお終いですか？」

			「ああ、ついさっきね」

			「そうですか。……おや？　そちらの方々は？」

			　サリアたちに気付いたルイエスが、無表情に驚きを滲ませて、そう訊きいてきた。

			　フロリオさんには、今日の訓練に一緒に参加することを告げたとき紹介したのだが、ルイエスにはまだ紹介していなかった。

			　そう思い、サリアたちを紹介しようと振り向くと、サリアたちは驚いたような表情を浮かべていた。

			「わぁ……綺き麗れいな人だねぇ～！」

			「あ、ああ……彼女が【剣聖の戦乙女ワルキユーレ】の団長にして、【剣騎士ナイト・オブ・ソード】と名高いルイエスさん……」

			「主様、そちらの女性、なんだかフロリオさんに似ていますね」

			「あれ？　本当だ！　兄妹なのかな？」

			　どうやら、ルイエスの美び貌ぼうに驚いていたらしい。それに、フロリオさんとルイエスがどことなく似てることにも気付いたようだ。やっぱり似てると感じるのは俺だけじゃないんだね。

			　というか、確かに整いすぎてると言っていいくらいルイエスは綺麗だが、サリアもアルもルルネもまったく劣っていないため、ある意味で美少女耐性のついた俺は、二人ほど驚きはしなかった。

			　……いきなり模も擬ぎ戦を持ちかけられたのには、心底驚きましたけどね！

			　それに、見た目がいいに越したことはないんだろうけど、やっぱり心が綺麗な人が一番だと思う。そもそも、今でこそ痩やせたがデブでブサイクだった俺が、他人をどうこう言える立場じゃないのだ。

			　本当に、サリアたちは俺なんかにはもったいないよな……。

			　改めて自分の幸せを噛みしめていると、三人は自己紹介を始めた。

			「私はサリアですっ！　誠一のお嫁さんだよ～！」

			「お、オレはアルトリア・グレムです。えっと……その……誠一の彼女……です」

			「私はルルネだ。主様を護る騎士にして下僕だ」

			「なんて自己紹介してんの!?」

			　まさか自己紹介で爆弾投下されるとは思ってもなかったよ！

			　サリアが嫁であることや、アルが彼女であることは間違いじゃないのかもしれないけど、それでもルルネの下僕発言はマズいって！

			　ほら、フロリオさんもルイエスもポカンとしてるじゃん！

			　顔を青くし、どう言い訳したものかと考えていると、二人は何やら納得の表情を浮かべた。

			「さすが誠一君……僕の斜め上を行くね……」

			「師匠……私は貴方のような師を持てたことを誇ほこりに思います……」

			「君たちの俺に対する印象も大概だな！」

			　一度、俺の印象を知り合い全員から訊きいてみたくなったよ。俺はいったい何なんだ。

			　二人の反応に疲れた表情を浮かべていると、ルイエスがふと何かを思い出したように、俺に言った。

			「あ、そうでした。師匠、実は折り入ってお願いがあるのですが……」

			「え？」

			　間抜けな表情でそう訊き返すと、ルイエスは声を潜めた。

			「……陛へい下かを襲った暗殺者についてのことです。彼女の首には、【隷れい属ぞくの首輪】と呼ばれる魔道具が装着されており、下手に外すことができないのです。そこで、師匠のお力をお借りしたいのですが……」

			「隷属の首輪……」

			　ルイエスの言葉に、俺は眉まゆをしかめる。

			　いろいろと本を読み漁あさったので、【隷属の首輪】についても知識は得ている。

			　まず、【隷属の首輪】は、その名の通り、装着者を隷属させる道具だ。しかも、呪じゆ具ぐではなく、魔道具の部類に入る。

			　呪具は、誰にも制御できるものではないが、魔道具である【隷属の首輪】は、装着させた人間が、装着者に好きな命令を与えることができる誰にでも使えるモノだった。しかも、命令の数に限界はなく、装着者は、装着させた人間に危害を加えることもできないのだ。

			　また、装着者は自分で【隷属の首輪】を外すことができないし、他の人間が無理やり外そうとすれば、装着者に大きなダメージを与えることになり、最悪死んでしまうらしい。

			　ちなみに、この【隷属の首輪】の劣化版も存在し、それは【隷属の腕輪】と呼ばれ、命令数に限りはあるモノの、それ以外の効果はすべて【隷属の首輪】と同じモノだった。

			「今のところ、隷属の首輪の効果を封じ込める結界を張り、ローナが尋じん問もんをしているのですが……今張っている結界も、一時的に効力を失わせる程度の力しかなく、それも装着させた者からの命令を打ち消すだけの効力なので、無理に外そうとすれば、やはり……」

			「結界にも限界があるのか……」

			「はい。隷れい属ぞくの首輪は非常に強力な魔道具なので、結界も相当なものを用意しなければいけないのです。それでも、首輪を外せるだけの効果はないのです」

			「事情は分かった。俺も、できれば何とかしてみるよ」

			　この一ヵ月で、人の役に立てるのなら、化物のような力を使うことにも遠慮しないようになっていた。

			　それは、フロリオさんやルイエスと訓練をして、ある程度力を使いこなせるようになったからだ。

			　俺のアホみたいな力で、あの幼い女の子を救えるのなら、俺はいくらでも手を貸そう。

			「ありがとうございます、師匠。それと、もう一つ伝えておきたいことが」

			「伝えておきたいこと？」

			「はい。ですが、先に少女の件を済ませてしまいたいので、尋じん問もん室に向かいましょう」

			　そんなわけで、ルイエスについていき、ローナさんが尋問しているという場所まで移動しようとすると、サリアたちが反応した。

			「あれ？　誠一。どこに行くの？」

			「え？　あ、いや、ちょっと用事が……」

			「……ルイエスさんと二人っきりで、何の用事だ？」

			「別に二人っきりってわけじゃないんだけど……」

			「主様……私は連れて行ってもらえないのですか？　もう、私に飽きてしまわれたのですか!?」

			「ルルネ、お前はその誤解を招く台詞回しをやめろ！」

			　三人に行方を訊きかれた俺は、どう答えればいいのか困ってしまった。

			　素直に尋じん問もんする場所に行くと言えば、なぜ俺がそんな場所に行く必要があるのか分からなくなるし、それにランゼさんが襲われたってことも知られてしまう。

			　何か納得させられるような理由がないかと悩んでいると、ルイエスとフロリオさんが声を潜めて話し合い、まとまったのか、ルイエスが代表で口を開いた。

			「師匠。貴方の関係者ならば、秘密にする必要もないでしょう」

			「え？　でも……いいのか？　そんなに簡単に教えてしまって」

			「はい。ただ、三人には、今から見聞きする内容をすべて内密にするということを誓ってほしいのですが……」

			　ルイエスがそこで言葉を区切ると、サリアたちは一度顔を見合わせ、すぐに答えた。

			「うん、分かった！　秘密にするよ！」

			「お、オレも大丈夫です……」

			「私は最初から興味もないのでな。まあ、約束しよう」

			「……ありがとうございます。では、移動しながら説明しましょう。こちらへどうぞ」

			　こうして、ルイエスに連れられ、ローナさんが尋じん問もんしているという部屋まで案内されることになったのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「そんな……国王様が狙われただなんて……」

			　尋問室に向かう途中、一ヵ月前に起きた出来事を簡単にルイエスから説明されると、アルは深刻な表情を浮かべた。

			「でも、誠一のおかげで助かったんでしょ？　さすが誠一だね！　カッコイイよ！」

			「お、おう。ありがとう」

			　だが、逆にサリアはまるで心配していない様子で、ルルネは最初から興味なさそうだった。……このロバは、本当に食べ物のこと以外に興味を示さないんだな。

			　一貫して変わらない様子に呆れるような、尊敬するような……微妙な気持ちでいるとルイエスが足を止めた。

			「ここが、尋問室です。ですが、私たちが入る場所は、尋問の様子を見るための部屋で、尋問が行われている部屋はそのさらに奥にあります」

			　簡かん潔けつにそう告げられたが、実際尋じん問もん室とやらは、よく刑事モノのドラマで事情聴取をしているのを他の刑事が見るための部屋と似ており、尋問をするための部屋に続く扉が一つあるだけだった。

			　ただ、刑事モノのドラマで見る、事情聴取の部屋とは違う点が一つだけ存在した。

			　それは、ドラマのように、マジックミラーやガラスの向こうから事情聴取の様子を見るのではなく、王都カップで使用された魔導カメラによる映像が部屋に投影され、それを見るといった形だったことだ。

			「ちょうど尋問を再開したようですね」

			　ルイエスがそう言ったので映像に視線を向けると、ローナさんと俺が捕まえた黒猫の獣じゆう人じんだと思われる女の子が、向かい合う形で椅子に座っていた。

			　ローナさんは、以前会ったときと同じ鎧よろい姿だが、女の子は忍び装しよう束ぞくのような格好から、簡素な服装に変わっていた。

			『……お嬢ちゃん、いい加減吐いちまったほうが楽ですぜ？』

			『……』

			　ローナさん、その質問の仕方はどうなんでしょうか。

			　わざわざ声を低くして、いかにもな雰囲気を醸し出す姿に、俺は内心ツッコんだ。

			『だんまりですかい……でもな？　お嬢ちゃん。ネタは上がってるんだよ！』

			　バンッ！　と、強く机を叩きつけたかと思えば、その体勢のまま、一言。

			『……カツ丼、食うか？』

			　それ言いたかっただけだろ!?

			　思わず口に出してそう叫びたかったが、必死に理性で抑え込んだ。ていうか、なんでローナさんは地球の刑事モノみたいなやり取りを知ってるんだろうか……いや、知らないでやってるんだろうなぁ。

			　生暖かい目で二人のやり取りを眺めていると、ローナさんがカツ丼を持ってきた。

			　そして、そのカツ丼を自分の前に置き――――。

			『いっただっきま～す！』

			『!?』

			「アンタが食うんかいっ！」

			　結局我慢ならず、そうツッコんでしまった。てか、ひでぇ！

			　女の子は、ローナさんが目の前で美お味いしそうにカツ丼を食べる姿を、唾液を飲みながら見つめていた。

			　しかし、ローナさんはそんな女の子の様子もお構いなしに、見せつけるようにしながら、美味しそうにカツ丼を頬張り続ける。

			『ん～、美味しい！　いやぁ、残念ですなぁ～！　素直に教えてくれれば、こんなに美味しい食べ物も食べられたのになぁ～！』

			『……』

			『ほら、見てくださいよ！　見てるだけでもお腹が空いてきますし、何より匂いが……むふー！』

			『……』

			『うほぉ!?　このトロトロ卵と、サクサクのカツの組み合わせがたまりませんなぁ！』

			「アンタは鬼かっ！」

			　俺は我慢ならず扉を開け、そう言った。さすがに我慢できねぇよ！　いくらなんでも可哀想かわいそうだ！

			　俺が扉を開け放ち、尋じん問もん中の部屋に乱入したことでローナさんは驚きの表情を浮かべたが、ルイエスは俺を咎めることをせず、静かに入室すると、ローナさんに告げた。

			「ローナ」

			「はい？　何ですか？　ルイエス様。というより、なんで誠一さんが……」

			「アナタの今日の夕食は抜きです」

			「何でですか!?」

			　どうやら、ルイエスもローナさんの行いは酷ひどいと思ったようで、冷徹にもそう言い放った。

			「あのですね……尋問するにしても、もう少しやり方というモノがあるはずです。なぜ、このような方法を？」

			「えっと……お腹空いてるところに、美お味いしそうなものを食べてる姿を見せて、その料理を食べたければ情報を教えな！　って言えば、簡単に教えてくれると思ったんで……」

			「相手はまだ幼い少女ですよ？　少しは思慮というモノを――――」

			　ルイエスがローナさんを説教している姿を眺めていると、ルルネが恐れおののきながら言った。

			「な、なんて恐ろしい拷問なんだ……」

			「お前は大げさすぎるだろ」

			　どれだけ食べ物に対して執しゆう着ちやくしているんだ、このロバは！

			　フロリオさんは、そんな光景に苦笑いを浮かべているものの、サリアとアルの二人は完全に呆気にとられた様子で、ポカーンとしていた。

			「はぁ……フロリオさん、カツ丼をもう一つ用意してもらえませんか？」

			「ん？　それは構わないけど……」

			　俺がそう言うと、フロリオさんは部下の人を呼び、カツ丼を持ってくるように告げた。

			　そして、しばらくするとカツ丼が用意されたので、それを持って女の子のもとに行く。

			「あのお姉さんがイジワルしてごめんね？　ほら、同じモノを用意してもらったから、好きなだけ食べな」

			「……」

			「あれ!?　なんで私が悪者になってるんですか!?」

			「ローナ、まだ話の途中ですよ」

			「もう許してください！　私が悪かったからあああああああっ！」

			　ローナさんの悲痛な叫びを無視し、女の子に優しくそう告げると、女の子は半眼気味の目に涙をいっぱいため、俺を見上げてきた。

			　そんな様子に苦笑いしつつ、頭を撫なでる。

			「大丈夫、何もしないから。好きなだけ食べな」

			「！」

			　俺の言葉を受けた女の子は、少し躊躇ためらった様子だったが、やがて少しずつだがカツ丼を食べ始めた。

			　他の食べ物でもよかったのだが、目の前でああも美お味いしそうに食べられたら、そりゃあカツ丼が食べたくなるよなぁ。人が食べてるものほど、なぜか美味しそうに見えるよね。

			　俺がそんなどうでもいいことを思っている一方で、女の子は幸せそうにカツ丼を食べるのだった。

		

	
		
			兄妹

			　

			　女の子にカツ丼を食べさせた後、俺はルイエスに頼まれた本来の目的を完遂することにした。

			【隷れい属ぞくの首輪】は、他者が無理に外そうとしたりすれば、装着者を尋常じゃない痛みで苦しめ、最悪殺してしまうような極悪な効果を持っている。

			　だからこそ、世界各国で使用の禁止が叫ばれているのだが、どうやらカイゼル帝国はそう言った制約を設けていないらしい。

			　ともかく、今は目の前の女の子の首輪を外すことが先決であった。

			　俺は、少しでも女の子を安心させようと、目線の高さまでしゃがみ、なるべく優しい口調で語り掛けた。

			「今から、君の首についている首輪を外そうと思う」

			「っ!?　……そんなこと、できるわけない」

			「うん、君の反応は正しいと思う。だって、【隷属の首輪】は装着させた人間以外、外すことは不可能って言われてるからね」

			「なら――――」

			「大丈夫！　お兄さんに任せなさい！」

			　諦あきらめきった様子の女の子に、少しでも希望を与えられるよう、自信満々にそう答えた。

			　大きな力は身を滅ぼすと言うように、俺自身、俺の化物じみたステータスは怖い。

			　でも、俺の力で人を助けられるのなら、俺はいくらでも自重をやめよう。

			　俺に人を救える力があることを、こんなときだけは誇ほこりに思う。

			　俺は女の子に装着された首輪に手をかざした。

			　おそらく、この首輪に対しては、俺のオリジナル魔法【良くなれ】は効果がないだろう。

			【良くなれ】の効果は、『呪のろい』を『呪まじない』に変える魔法だからな。呪じゆ具ぐではなく、魔道具に分類される【隷れい属ぞくの首輪】には意味がない。

			　それに、【隷属の首輪】を外せるのは、装着させた本人だけなのだ。外すための魔法などというモノも存在しない。

			　なので、必然的に俺が新たに魔法を創造しなければいけないのだ。

			　……もう【良くなれ】と同じ失敗はしないからな!?　フリじゃねぇぞ!?

			　とはいえ、【隷属の首輪】からの解放をどうイメージすればいいんだろうか？

			　そこまで考えて、俺は停止した。

			　…………あっれぇ？　【良くなれ】のとき以上にイメージできねぇぞ？

			　ま、まだだ！　諦めるのは早いぞ！　そ、そうだ、奴ど隷れい、隷属、解放という、単語ごとにイメージするモノを思い浮かべていけばいいんだ！

			　えっと……ど、奴ど隷れい？　隷れい属ぞく？　……イメージできねぇええええええええ！

			　いや、まったくないわけじゃなくて、一つだけあるのよ？

			　でもさ？　俺の知識にある奴隷解放って――――。

			「リン○ーン大統領なのよ……！」

			『…………』

			　しまったああああああああああああっ！

			　またやらかした！　ほら、見てよ皆の顔！　『えっ……リン○ーンだいとうりょう？　ナニソレ？』って顔してんじゃん！

			　俺は今すぐ逃げ出したくなった。この思わず口に出ちゃうクセ、治したい……いい医者知らない？

			　だが、その直後、俺のかざした手が輝くと、その光は女の子の首輪に飛んでいき、光が触れた瞬間、首輪が弾け飛んだ。

			「うおっ!?　危ねぇ！」

			　俺は、すごい勢いで飛び散った破片を避ける。

			　ちなみに、ルイエスとスキルを扱えるようにする訓練を積んだ俺は、ある程度自分の意志で体を動かせるようになり、完全ではないにしろ、こうしてスキルに振り回されることも少なくなってきていた。

			　幸い女の子に被害はなく、どうやら破片が当たりそうになったのは俺だけらしかった。……なぜだ。

			　それはともかく、女の子は、首輪が外れたことに少しの間気付かず、やがてそっと自身の首に触れ、首輪がないことを確認した。

			「っ!?」

			「ほら、できた！」

			　……結局、盛大にやらかしたとはいえ、解放できたんだからいいよね！　いや、いいんです！

			　そういう意味で、無駄に胸を張ってそう言うと、脳内に声が聞こえてきた。

			　

			『スキル【魔法創造】が発動しました。解放魔法【リ○カーン大統領】が創造されました』

			　

			　スミマセン、やっぱりよくありませんでした。

			　あれだけ気をつけようと思ったのに、やっぱりおかしな名前の魔法が創造されちまったじゃねぇか！

			　第一、魔法名って言うか、人名だよね!?　いや、俺がそう叫んだからなんだけども！

			　胸を張った状態のまま脳内で悶もだえていると、新たに創造された魔法の説明が表示される。

			　

			『解放魔法：リ○カーン大統領』……ありとあらゆる拘こう束そくやしがらみから解放する魔法

			　

			　そんでもって例に違わずトンデモねぇ効果だしな！

			　これ、隷れい属ぞくだけじゃなくて、他にもいろいろな束縛系統の魔法とかにも効果を発揮しそうな勢いだよね!?

			　ヤベェ……さすが自由の国の大統領だぜ。……誰が上手いこと言えと？　俺ですね。

			　一人悲しいノリツッコミをしていると、後ろからルイエスが声をかけてきた。

			「師匠。これは……成功、ということでいいのですか？」

			「ああ、多分な」

			　首輪は外れたし、スキル『世界眼』で確認したところ、【状態：隷属】の項目も綺き麗れいになくなっていた。

			「……そんな……本当に……」

			「ん？　どうした？」

			　不意に、女の子の様子がおかしいことに気付いた俺は、そう声をかけたのだが、次の瞬間、女の子は泣き出してしまった。

			「う……うぅ……ぐすっ……」

			「は!?　ちょっ……なぜに泣く!?」

			「やーいやーい！　誠一さんが女の子を泣かせてるぅ！」

			「ローナさん、アナタは黙っててくれ！」

			　妙な煽りを入れてくるローナさんにツッコみつつも、どうすればいいか分からない俺は、ただひたすらオロオロとすることしかできなかった。

			　すると、今まで黙って成り行きを見ていたサリアが近づき、女の子を抱きしめる。

			「よしよし、大丈夫だよ～。嬉しくって、泣いちゃったんだよね～？」

			「……ぐすっ……うん」

			「そうだな……何があったのか知らねぇけど、こんな女の子が【隷れい属ぞくの首輪】なんていう外道が使うような道具の被害にあってたんだ。それから解放されて、嬉しくないわけがねぇよな」

			　気付けばアルも、女の子に近づいて、頭を撫なでている。

			「モグモグ、なんだかよく分からないですが、よかったですね、モグモグ」

			「お前はいつの間にカツ丼を!?」

			　ルルネは、いつもの調子だった。

			　しばらくの間、サリアとアルの二人に慰められた女の子は、やがて泣き止むと口を開いた。

			「……ん、ありがとう」

			「気にしないで！」

			　目元をぬぐい、素直にお礼を言う女の子の姿を見て、サリアは優しい笑顔を浮かべる。

			「……私の名前、オリガ・カルメリア」

			「オリガちゃんって言うんだ？　私はサリア！　よろしくね！」

			　何ということでしょう。

			　サリアは、いとも簡単に女の子と打ち解けてしまった！

			「……ん、サリアお姉ちゃん」

			「お姉ちゃん？　私が？　えへへ、孤児院でもそう呼ばれたけど、やっぱりくすぐったいなぁ」

			　しかもお姉ちゃん呼びだと!?

			　サリアの持つ天然の母性に、俺はただただ戦せん慄りつするしかなかった。

			　すると、女の子――――オリガちゃんは、アルに視線を向けた。

			「……お姉ちゃんの名前は？」

			「あ？　オレか？　オレはアルトリアだ」

			「……アルトリアお姉ちゃん？」

			「――――」

			　お姉ちゃんと呼ばれたアルは、呆然としたかと思うと、今度は目に見えて狼狽うろたえ始めた。

			「ど、どどどうしよう、誠一。なんか、このオリガって子にお姉ちゃんと呼ばれると……胸の内側から、こう……あったかい何かを感じるんだが!?」

			「それ、嬉しいって気持ちじゃね？」

			　何でそんなに回りくどい表現をするんだ。

			　冷静なツッコミを俺がしていると、なぜかルルネが無駄に胸を張った状態で名乗り出た。

			「オリガとやら。私は主の騎士にして下僕のルルネだ！」

			「…………食いしん坊？」

			「なぜだ!?　なぜあの二人はお姉ちゃんと呼ばれるのに、私は呼ばれないのだ!?」

			「日ごろの行いのせいだと思う。てか、お姉ちゃんって呼ばれたかったのかよ……」

			　そんなやり取りをしていると、オリガちゃんはサリアのもとから離れ、ルイエスのそばに向かった。

			「……お姉ちゃん」

			「ん？　何ですか？」

			「……名前」

			「ああ、そう言えば自己紹介がまだでしたね。私はルイエスです。よろしくお願いします、オリガ」

			「……うん、ルイエスお姉ちゃん」

			「っ!?」

			　オリガの言葉に、ルイエスはこれでもかというほど目を見開き、相当な衝撃を受けたようだった。

			「……お姉ちゃん、ですか……兄しかいない私にとって、この響きは……いいですね」

			「ははは。確かに、ルイエスには僕しか兄妹はいなかったもんねぇ」

			　ルイエスも妹だからこそ、姉と呼ばれたい願望があったらしく、予想以上の反応を示していた。

			　その様子に苦笑いを浮かべていると、俺のローブをオリガちゃんが引っ張った。
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			「……名前」

			「俺？　俺は誠一。よろしくね、オリガちゃん」

			「……ん、誠一お兄ちゃん」

			　そう言うと、オリガちゃんは小さく笑った。

			　……何だろう、この感覚。

			　翔太の妹である美羽からは誠一お兄ちゃんと呼ばれていたが、オリガちゃんに呼ばれると、何とも言えない衝動が体を駆け巡るな。

			　俺も、アルのことを大げさだって言えねぇな……。

			　そんな風に思っていると、ローナさんが興奮気味にオリガちゃんに話しかけた。

			「お、オリガちゃん！　私はローナって言います！」

			「……」

			　すると、オリガちゃんは俺の後ろに隠れ、呟つぶやく。

			「……あの人嫌い」

			「なんでぇぇぇぇぇえええええええ!?」

			「……いじわるだから」

			　ローナさんに対するオリガちゃんの第一印象は、どうやら最悪なようでした。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　それぞれが自己紹介を済ませた後、再びオリガちゃんに対する尋じん問もんが始まった。

			　ただ、ローナさんが尋問をしようとすると何もしゃべらないので、仕方なくルイエスが担当することになった。

			　そして、そこに俺たちも参加することにもなった。……ローナさんって優秀な尋問官らしいけど、嘘じゃないかって疑っちゃうよね。

			「それで……オリガ。貴女は、どうして陛へい下かを襲ったのですか？」

			「……私、本当は襲いたくなかった。でも、体が言うことをきかなくて……」

			「やはり……」

			　オリガちゃんの返答に、ルイエスは眉まゆをしかめる。

			　予想はできていたが、オリガちゃんは好きでランゼさんを襲ったわけではないのだ。

			　それもこれも、すべて【隷れい属ぞくの首輪】による命令である。

			　命令は、基本的に背そむくことができない。なぜなら、体が勝手に命令通りに動き出すからだ。

			　それでも無理をして命令に背こうとすれば、激痛がオリガちゃんの体を襲う。

			　思わず顔を顰しかめていると、オリガちゃんが俺のほうに悲しげな目線を送ってきた。

			「……誠一お兄ちゃん、ゴメンね。【目撃者は抹殺】の命令を受けたからって、誠一お兄ちゃんを襲っちゃって……」

			「俺のほうこそ、ゴメンな」

			「え？」

			　オリガちゃんは、まさか俺から謝られるとは思っていなかったようで、目を丸くしていた。

			「軽く小突いたとはいえ、すごい衝撃だっただろ？　痛くなかったか？」

			「……ん、大丈夫。痛いのには、慣れてるから……」

			　そう言うオリガちゃんの表情は、どこまでも切なくて、悲しげだった。

			　その表情に俺たちが息を呑んでいると、オリガちゃんは小さな声で語り出す。

			「……私は、見ての通り猫の獣じゆう人じん。でも……忌子だった」

			「……」

			「……猫の獣じゆう人じんにとって、黒は不幸や災さい厄やくの象徴。だから、お母さんからいっぱい叩かれた。『要らない子だ』って、何度も言われた」

			「……」

			「……でも、私は見てほしかった。撫なでてほしかった。笑顔を向けてほしかった。可愛かわいがってほしかった……！　……もう、それは叶かなわない。私は、カイゼル帝国に奴ど隷れいとして売られたから」

			「……」

			　オリガちゃんの口から語られる衝撃的な言葉の数々を、俺はただ黙って聞くことしかできなかった。

			　生んでくれた親に、要らない子扱いされるのは、どうしようもなく辛つらいことだ。

			　俺の家族は、それこそ仲が良かった。

			　それが当たり前だと思っていたけど、そうじゃない。

			　どんな俺でも変わりなく愛してくれた両親。俺は本当にすごく、何よりも恵まれていたんだ。

			「……それから私は、すぐに買われた。買われた先は、王族直属の暗殺部隊。そこで私は――――人を殺す術を身に付けた」

			「…………」

			　こんな幼い子供が、人を殺す術だなんて……。

			「……私は小っちゃいから、男の人を喜ばせるようなことはさせられなかった。でも、その代わり、たくさん人を殺させられた。それだけが、私の存在価値だったから。だから、私はもう……汚れてる。命令とはいえ、私の手は……汚いままだから」

			　そう言うと、オリガちゃんは俯うつむいてしまった。

			　……この子は、人を殺すことでしか自分の価値を見出せなかったのか。

			　それは、幼いころから親に暴力を振るわれ、まともな愛情を知らないまま、カイゼル帝国が人を殺す技術という『価値』を与えたからだろう。……いや、それしか与えられなかったのか……。

			　そう思った俺は、何の考えもなく自然と体が動いていた。

			　折れてしまいそうなほど華きや奢しやなオリガちゃんを正面から抱きしめる。

			「大丈夫。オリガちゃんは汚くないよ。だって、本当に汚れてる人間は……泣くことなんてできないからね」

			　オリガちゃんは、泣いていた。

			　さっきとは違う、悲しい涙。

			　嬉しい涙は、いくらでも流せばいい。

			　でも……悲しい涙なんて、誰も見たくねぇよな。

			　ゆっくり頭と背中を撫なでながら、俺は語り掛ける。

			「ほら、撫なでてほしいなら、俺がいくらでも撫でてあげるから。笑ってほしいなら、いつまでも笑っててあげるから。それに……見て」

			「？」

			　俺はフードを脱ぐと、自分の髪の色を見せる。

			「……あ……」

			「な？　俺も、オリガちゃんと同じで、髪の毛、黒色なんだぜ？　おまけに、瞳ひとみまで黒いんだ。こうしてみると、本当に兄妹に見えるかもな？　顔似てないけど……」

			「きょう……だい……？」

			「そうそう。それに、オリガちゃんは、これからどうするの？」

			「……何も、することなんてない。もう、私に居場所はないから……」

			「なら、俺たちと一緒にいればいいじゃん」

			「え？」

			　その提案に、オリガちゃんは驚きの表情で俺を見上げる。

			　しかし、すぐに顔を伏せ、首を横に振った。

			「……ダメ。もし、私が誠一お兄ちゃんと一緒にいれば、誠一お兄ちゃんもカイゼル帝国に狙われちゃう。裏切り者は、どんな理由であれ、許されない」

			「そうか。なら、俺が全力で守ってあげるよ」

			「！」

			　再び顔を上げ、俺を見つめるオリガちゃん。

			　……正直な話、相当気分が悪い。

			　カイゼル帝国といえば、俺の友だち……翔太たちを勇者召しよう喚かんした国だ。

			　その国が【隷れい属ぞくの首輪】を平気で使っているこの状況に、焦りを感じる。

			　翔太たちは無事なんだろうか。確か、学園に通い始めたと耳にしたけど……。

			　それも含めて、もし俺の友だちに何かすれば、俺は――――絶対に許さない。

			　たとえ、本当に化物と呼ばれようが、俺は一切の遠慮を捨てて、暴れまわる自信がある。

			　……だけど今は、目の前のオリガちゃんをカイゼル帝国から守ってやることが、俺にできる唯一のことだ。

			「……ホントに、いいの……？」

			「おう」

			「……また、さっきみたいに撫なでてくれる……？」

			「いくらでも撫でてやるぜ。髪の毛がぐしゃぐしゃになっても、気にせずにな！」

			「……私に、笑顔を向けてくれる？」

			「そんなの当たり前だろ？　ていうか、俺は基本的に騒がしいからな。覚悟しろよ？　笑うのは俺だけじゃなくて、オリガちゃんもだからな？」

			「……うん……うん！」

			　オリガちゃんは、俺の言葉に、再び泣き出してしまった。

			　でも、これは悲しい涙じゃなくて、嬉しい涙だ。だから、たくさん泣けばいい。

			　オリガちゃんの体を、もう一度抱き寄せ、背中を小さく、優しく叩きながらルイエスのほうに視線を向ける。

			「……というわけなんだが……ルイエス。このオリガちゃん、俺に預けてくれないか？」

			　勝手に話を進めたはいいが、オリガちゃんはランゼさんを襲った張本人であり、カイゼル帝国の情報を知る重要な存在でもあるわけだ。

			　だから、簡単に預けてくれるわけは――――。

			「いいですよ。師匠ですから」

			「コワイよ!?　最近ルイエスが師匠の一言で何でも片づけようとしてるのが！」

			　簡単に許された。アレ？　オカシイ。

			「そもそも、私は師匠に預かっていただきたかったのです」

			「そうなのか？」

			「私自身も陛へい下かも、オリガについては保護するつもりでいたのです。こんなに幼い子どもを罰するだなんてできませんよ。そこで、私がオリガを保護するという意見が出ていたのですが、私は陛下を護る騎士なので、オリガの面倒をそこまでは見ることができません。兄に任せてもよかったのですが、兄も何かと忙しい身ですので……」

			「うーん、確かに忙しいかなぁ」

			「だから、できることなら師匠に任せたいと思っていたのです。師匠なら、カイゼル帝国からの刺客という点では、まず絶対的な安全があるでしょうから」

			「絶対的な安全って……君は俺をどういう目で見ているんだい？」

			「？　師匠ですが？」

			「訊きいた俺がバカでした！」

			『師匠』って単語が、どんどん万能化していってやがる。

			「はぁ……まあいいや。とにかく、これからよろしくな、オリガちゃん」

			「……ん！　よろしく、誠一お兄ちゃん」

			「わーい！　オリガちゃん、私たちと一緒だねぇ！」

			　すると、サリアがオリガちゃんに飛びつき、抱きしめた。

			「……？　サリアお姉ちゃんも？」

			「サリアだけじゃねぇぞ。オレも一緒にいてやるからな」

			「フン、私はもともと主様の騎士だからな。行動を共にすることになるな」

			「……アルトリアお姉ちゃんと食いしん坊……」

			「おいっ！　いい加減食いしん坊と呼ぶのはヤメろ！」

			「いや、本当のことじゃねぇか」

			「主様まで!?」

			　俺までが食いしん坊だと思っていることを知ったルルネは、目に見えて落ち込んでしまった。

			「……そうか。私は、ただの食いしん坊だったのか。そうか、そうか……」

			「そんなに落ち込まなくても……なんだかんだ言って、俺はルルネの美お味いしそうに食べてる姿が好きなんだけどなぁ」

			「ほ、本当ですか？　主様……」

			「うんうん、だから元気をだしてくれよ」

			「……はい！　私、これからより一層精進して、食事をしていきたいと思います！」

			「精進する方向チガウ」

			　何だよ。どこまで行ってもルルネは変わる様子がねぇよ。いや、それはいいことなんだけどさ。だいたいなんだよ、精進して食事をするって。

			　さっきまでがウソのように、俺たちの間には和なごやかな雰囲気が流れていた。

			　ただ――――一名を除いて。

			「わ、私も混ぜてくださいよぅ！」

			「……や。この人嫌い」

			「どうしてええええええええええ!?」

			　ローナさんは、本当にオリガちゃんから嫌われてしまったようだ。

			　……と思ったのだが、項うな垂だれるローナさんの姿に、小さな笑みを浮かべているから、本当に嫌いってわけじゃないと思うんだけどな。

			「……食べ物の恨うらみは、コワイよ」

			「……」

			　訂正。やっぱり本当に嫌われてるのかもしれない。ローナさんに、合がつ掌しよう。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「そう言えば、結局ルイエスは俺に何を頼みたかったんだ？」

			　オリガちゃんの件が一通り片付いたところで、俺はルイエスに尋ねた。

			「そうでした。頼みたいことというのは、師匠に私がいない間、陛へい下かの護ご衛えいをしてもらいたいのです」

			「へ？　俺がランゼさんの護衛？　というか、お前どこかに行くのか？」

			「はい。実は、私の同期に【黒の聖騎士ブラツク・パラデイン】と呼ばれる者がいるのですが、その者は私とは違い、主にウィンブルグ王国内を巡回しながら、様々な問題を解決しているのです。そして、つい最近、その【黒の聖騎士】から、どうも国境付近で魔物の動きが活発化しているとの報告が入り、今巡回している人数だけでは手が足りないとのことでして……」

			「なるほど……それで、ルイエスも助っ人として呼ばれたってわけなのか？」

			「そういうことです。【黒の聖騎士】は守護の天才と呼ばれているのですが、あの者の体も一つですから。一つの場所に集中すれば、他の場所に行くことができなくなってしまいます。そこに私が【剣聖の戦乙女ワルキユーレ】を率いて向かうわけなのです」

			「そういうことか……でも、そんな大事なことなら、俺なんかじゃなくて、もっと他のお城に勤める優秀な兵隊さんに頼めばいいんじゃないか？」

			「いえ、どうしても、師匠と比べてしまうと心もとないので……。それに、護ご衛えいと言いましたが、陛へい下かのそばに付きっきりでいてもらいたいというわけではないのです」

			「そうなのか？」

			　意外なルイエスの言葉に、ちょっと驚く。

			　てっきり、四六時中一緒にいろって言われるのかと思った。

			「私がお願いしたいのは、私がいない間、このテルベールから移動してほしくない、ということなのです。師匠がこの街にいるというだけで、私の安心さも格段に上がりますから」

			「ずいぶんと俺を買ってくれているようだけど、俺はただの冒険者なんだけどなぁ……」

			「師匠。ただの冒険者に、私……【剣騎士ナイト・オブ・ソード】を倒すことはできませんよ」

			「ハイ、スミマセン」

			　やべぇ。俺の感覚と、周囲の感覚に大きなズレが生じているぞ。

			「まあいいや。そういうことなら、任せてくれ。と言っても、本当にテルベールから移動しないってだけの話なんだが……」

			「それで結構です。ありがとうございます、師匠」

			「気にすんな。それで？　いつごろ帰って来るんだ？」

			「そんなに時間はかけないつもりですが、移動するだけで最低でも一週間はかかると思います」

			「なるほど……移動で一週間なら、魔物を倒したり後始末をしたりの時間を考えると、一ヵ月とかそれくらいで考えてたほうがよさそうだな」

			「重ね重ね、すみません、師匠」

			「俺のことはいいから。ルイエスも、気を付けてな」

			「はいっ！」

			　ルイエスは、小さくだが、目に見える形で微ほほ笑えみ、俺の言葉に答えた。

			　それからほどなくして、ルイエスはワルキューレのみなさんを伴い、出発した。

			　でも、何事もなく終われるほど、世のなかは上手く回ってねぇなぁ、と、しみじみと感じずにはいられなかった。

			　それは、ルイエスたちが出発して、一週間後のことだった。

		

	
		
			異変

			　

			　ルイエスたちが出発して、早一週間が経過した。

			　しかし、だからと言って、何かが起こるわけもなく、俺は王城で魔法の訓練を続けていた。ちなみに、今日はサリアたちはそれぞれ依頼を受けたりしているので、この場にはいない。オリガちゃんも、サリアたちと行動を共にしている。

			　そして今、俺はついにとある境地に到達したのだった。

			「っ！」

			「おお！」

			　突然、俺は集中力を持続させることなく、水属性の初級魔法『ウォーターボール』をバスケットボールサイズで留めることに成功したのだ。

			「すごいよ、誠一君！　まったく魔法にブレが感じられないし……これは、スキル『手加減』を手に入れられたんじゃないかな？」

			　俺の監督を務めてくれているフロリオさんがそう言ってくれた。また、何より俺自身も『手加減』のスキルを手に入れたと確信していた。

			　これでもう、無駄な破壊をせずに済む……！

			　俺は嬉し涙を流し、この一ヵ月ちょっとの間、ずっと頑張り続けてきた俺を褒ほめた。よく頑張ったな、俺！

			　すると案の定、脳内にアナウンスが流れた。

			　

			『スキル【無む間げん地じ獄ごく】を習得しました』

			　

			　何が起こった。

			　ちょっと待て、落ち着け、大丈夫だ。早まるんじゃねぇぞ。

			　深呼吸を繰り返し、たった今、脳内に流れたアナウンスを思い出す。

			　

			『スキル【無間地獄】を――――』

			　

			「どっせいっ！」

			「!?」

			　俺は、自分の正気を確かめるため、地面に頭を叩きつけた。

			　そんな俺の奇行に、フロリオさんが驚く。

			「ど、どうしたんだい？　誠一君……」

			「いや、何でもないんですよ？　ただ、どれだけ思い出しても、『手加減』のスキルを習得したと聞こえない俺の頭がおかしいんだと思ったので、こうして体に直接訊きいてみてるだけです。ええ、ナニモ、オカシク、アリマセン」

			「うん、大丈夫じゃないよね」

			　フロリオさんが、苦笑いを浮かべる。

			　もう耐えられねぇよ！　何!?　『無間地獄』って！　スキル『手加減』はどこに消えたの!?

			　何が起これば地獄だなんて物騒なスキルに変身するんだ……！

			　今まで手に入れたスキルのなかで、ダントツに物騒な名前を持つスキルだぞ、これ！

			　……いや、ちょっと待て。冷静になるんだ。

			　まだ希望を捨てるのは早いんじゃないか？

			　ほら、結果的に手加減できるようになったわけだから、名前が物騒なだけで、内容はそこまで酷ひどいものじゃないかもしれないじゃないか！

			　そうだよ、名前が物騒でも、中身までが物騒だとは限らねぇもんな！

			　俺はわずかな希望を見出し、早速手に入れたスキルを確認した。

			　

			『無間地獄』……対象者に無限の苦痛を与えるスキル。このスキルを発動させている間、対象者にどれだけ攻撃を加えても、絶対に死ぬことはない。その結果、死ぬほどの痛みを与えることになる。普通の手加減も可能。任意発動

			　

			　名前通りじゃねぇかああああああああああああああ！

			　コワイよ!?　何このスキル！　俺みたいな化物級のステータスを誇ほこるヤツが、手に入れちゃダメなスキルだよね!?

			　そして最後にちょろっと書かれた手加減可能という説明！　本当にオマケ扱いじゃねぇか！

			　……どうしよう。全然俺の求める方向に成長してくれない。俺の明日はいずこへ？

			　とはいえ、求めていたスキルとは違いながらも、一応手加減ができると分かった俺は、何とか気持ちを持ち直すことができた。もし根本的に違ってたら、立ち直れない……。

			　そんなことをしていると、本来この城で見かけることのない人物を目の端に捉とらえた。

			「あれ？　ガッスル？」

			「む？　おお、誠一君じゃないか！」

			「あら？　本当ですわね」

			　何と、王城内で出会ったのは、ギルドマスターであるガッスルと、受付嬢のエリスさんだった。

		

	
		
			[image: p_105.jpg]
		

	
		
			　エリスさんは受付嬢の格好だが、ガッスルは相変わらずブーメランパンツ姿で、裸体を惜しみなく晒さらしている。非常識にもほどがあるだろ！　てか、門番さんも止めろよ！

			「どうして誠一君がここにいるんだい？」

			「俺は、王都カップで優勝した賞品として、ここに勤めているフロリオさんとルイエスに稽古をつけてもらっているんだ」

			「……君は知らないところでいろいろなことをしているんだね」

			　俺の言葉に、ガッスルが苦笑いを浮かべる。

			「逆に、ガッスルたちは何でここに？」

			「わたくしたちは、あるお方を陛へい下かのもとへお連れするため、ここに来たのですわ」

			「あるお方？」

			　誰のことを指しているのか分からず首を捻っていると、ガッスルたちの後ろから、一人の老人が姿を現した。

			「ホッホッホ。初めましてじゃな？　お若いの」

			「え、あ、どうも……」

			　その老人に対する俺の第一印象は、仙人だった。

			　長い白色の眉まゆ毛げと、長い白髪。さらに長く伸ばされた白い髭。オマケに白色のローブを身に纏まとっているので、全身白ずくめである。

			　身長はそこまで高くないが、腰は曲がっておらず、それなのに俺の身長ほどもある巨大な杖をついている。

			　優しげな目元と全体の雰囲気から、包み込まれるような安心感を感じさせる老人だった。

			「ワシはバーナバス・エイブリット。気軽にバーナと呼んでくれて構わんよ」

			「あ、俺は誠一です」

			　なんとも気さくな雰囲気で挨あい拶さつをしてくれたバーナさん。

			　俺は自分の名前を告げたのだが、そこで今まで黙っていたフロリオさんが、感極まった様子で呟つぶやいた。

			「あ、あの【魔ま聖せい】、バーナバス様に会えるだなんて……！」

			「え？　フロリオさんは、バーナさんを知っているんですか？」

			「当たり前じゃないか！　バーナバス様と言えば、この世のありとあらゆる魔道を極めたと言っても過言じゃない、世界一の魔法使いなんだよ！」

			「へ、へぇ……」

			　珍しく興奮しているフロリオさんに、俺は気圧されながらそう返すしかできなかった。

			　それにしても……フロリオさんがここまで言うんだから、相当すごい人なんだろうなぁ。

			「ホッホッホ。そんなに褒ほめても何もでんぞ？　【氷麗の魔人】殿」

			「ぼ、僕のことを知っているんですか!?」

			「うむ。実に優秀な魔法使いじゃということを、よくランゼのヤツから聞かされておるよ」

			「っ！」

			　バーナさんの一言に、とうとうフロリオさんは泣き出してしまった。

			　……これは、有名アイドルと会話できた熱狂的なファンと同じ心境なのだろうか。ともかく、フロリオさんの意外な一面が見れたことは、純粋に面白いのでよかったと思う。

			「それに、ワシはまだ魔道を極めたと思っておらんよ。エルフであるからこそ、長い時を生きておるが、それでも未だに魔道の先は見えてこんでのぅ……」

			「え？　バーナさんは、エルフなんですか？」

			「そうじゃよ。ほれ、耳が長いじゃろ？」

			　そう言いながら、バーナさんが耳を見せてくれた。

			　すると、バーナさんの言う通り、普通の人間とは違い、先が尖った長めの耳がそこにあった。

			　てか、異世界初のエルフだよ。しかも、すごい有名人っぽいし。

			　密かにそのことについて感動していると、王城のほうから、こっちに向かってやって来る人の姿が見えた。

			「おう、誠一。訓練の調子はどうだ？」

			「あ、ランゼさん！」

			「おう、てか、なんでガッスルたちがいるんだ？」

			　なんと、城のほうからやって来たのは、この国の国王であるランゼさんだった。

			　そして、俺とフロリオさんの他に、ガッスルたちがいることに気付いたランゼさんは、怪け訝げんな表情を浮かべた。

			　そのランゼさんに、バーナさんは軽い調子で話しかけた。

			「元気にしておるか？　ランゼ」

			「ん？　……って、バーナバス先生!?」

			　ランゼさんは、バーナさんに気が付くと、これでもかというほどに驚き、そして姿勢を正した。

			「ご、ご無沙汰しております！　先生もお変わりないようで……」

			「そんなに緊張せんでもいいじゃろ？　お主はすでに一国の主。ワシのような老いぼれに、いちいち気を使う必要はないぞ？」

			「そ、そんな滅相もない！」

			　……バーナさんって、何者？

			　あれ？　これ、俺も様付けしたほうがいいパターン？　めっちゃ普通に会話しちゃったんだけど……。

			　国王であるランゼさんがこうしてビックリするほど畏まっている様子を見れば、そう思ってしまうのも無理はないだろう。

			「えっと……ランゼさん。このバーナさんとはどういう関係なんですか？」

			「え？　ああ、バーナバス先生は、先生って言ってる通り、俺の恩師だよ」

			　なるほど。それで、ランゼさんは頭が上がらないのか……。

			　バーナさんの正体に納得していると、ガッスルがさらなる情報を教えてくれた。

			「ちなみにだが、バーナバス様は、バーバドル魔法学園の学園長も務めておられるんだよ」

			「バーバドル魔法学園!?」

			　俺はその名前に驚いた。

			　なぜなら、その学園こそが……今、翔太たちが通っているという学園なのだから。

			　その事実に驚いていると、ランゼさんは不思議そうな表情でバーナさんに訊ねた。

			「それで、先生。なぜこちらに？　特に面会の約束などはしていなかったと思うのですが……」

			「うむ、実はお主に伝えておきたいことがあってのぅ……」

			「伝えておきたいこと？」

			「お主の息子たちのことじゃ」

			「！」

			　バーナさんの言葉に、ランゼさんの表情が変わる。

			　……そう言えば、オリガちゃんがランゼさんを襲ったとき、クラウディアさんが第一王子やら第二王子がどうとかって言ってたな……。

			　以前聞いた言葉を思い出していると、バーナさんはさらに続けた。

			「今、ワシの学園は少々特殊な状況下におかれておる。なぜか分かるか？」

			「……勇者の存在、ですか？」

			「そうじゃ。そのせいで、ワシの学園内がちと面倒なことになっとってのぅ……」

			「面倒なこと？」

			「それが――――」

			　バーナさんが、まさにその内容を伝えようとした瞬間だった。

			　訓練場に一人の兵士が、必死の形相で駈け込んで来た。

			「へ、陛へい下か！　大変です！」

			「どうした？　そんなに慌てて」

			　ランゼさんは、兵士さんの様子に驚きそう訊ねた。

			「魔物が……魔物の群れが、このテルベールに向け、侵攻してきています！」

			『!?』

			　兵士さんの口から飛び出た情報に、全員が顔色を変えた。

			　でも、ルイエスは国境付近で魔物の動きが活発って言ってたと思うんだが……。

			「どういうことだ？　魔物が活発化していたのは国境付近だったはず……それに、その魔物の討とう伐ばつにはルイエスと【黒の聖騎士ブラツク・パラデイン】が当たっているはずだが……」

			　ランゼさんも俺と同じことを思ったらしく、そう訊きくと、兵士さんはさらに続けた。

			「それが、先ほどルイエス隊長に連絡したところ、あちらはあちらで魔物の侵攻があることを逆に伝えられました！　【黒の聖騎士】様のほうも同じです！」

			「どうなっている？　こんなにも一度に魔物が活動するものなのか……？」

			　兵士さんの言葉に、ランゼさんは考え込む仕草をしたが、それをバーナさんが咎とがめた。

			「これ、ランゼ。そういう原因の詮索は後にして、先にこの状況をどうにかすることこそ大事じゃと思うぞ？」

			「先生……そうですね。おい、魔物の数は把は握あくできているか？」

			「はい！　偵察部隊の話ですと、約五千との話です」

			「五千だと!?　バカげた数だな……！」

			「いえ、陛へい下か。あまりの数に、偵察部隊も迂う闊かつに近づけないため、確認できたのはこれでもごく一部かと……」

			　兵士さんからの情報に、ランゼさんは舌打ちすると、すぐに指示を出した。

			「おい、今すぐ招集できる部隊はいくつある」

			「それが……他の部隊は皆、各地域に遠征中でして。動ける部隊は、このテルベールにある兵士たちだけです」

			「そうか……よし、ならお前はすぐに王城内にいる兵士を集めろ。偵察部隊には、一度テルベールまで戻るように伝えてくれ。行け！」

			「は、はい！」

			「フロリオ」

			「はっ！」

			「偵察部隊が戻り次第、偵察部隊から魔物の位置情報を聞き出し、魔導カメラを飛ばせ。人数は、映像を維持し続けられる最低人数にとどめろ。残りは、他の兵士と共に、魔物の討とう伐ばつに当たれ」

			「御意」

			　フロリオさんは、ランゼさんから指示を受けると、すぐに移動を開始した。

			　とたんに慌ただしくなった王城内で、ガッスルたちも表情を引き締めた。

			「これは、我々ギルドの力も必要ですかな？」

			「すまないが、そうなるな。協力してくれるか？」

			「戦争などは御免ですが、こうして純粋な緊急事態に、我々が手を貸さぬ道理はないでしょう」

			　そう言うと、ガッスルはマッスルポーズを決め、エリスさんに指示を飛ばす。

			「エリス君！　君は至急、ギルドにて魔物討伐の呼びかけを行ってくれたまえ！」

			「分かりましたわ」

			「感謝する。報酬に関しても、しっかりと国が負担しよう」

			「ハハハ！　それは、他の冒険者たちもやる気になりますな！　私も、久々に大暴れすると致しますか！」

			「わたくしも、今回は前線で戦わせてもらいますわ」

			「えっ!?　二人とも戦えるの!?」

			　いや、エリスさんは鞭むち振ってたけど、あれはＳＭ用の技術であって、戦闘向きじゃねぇだろ。

			　まあガッスルは、こういう場面で筋肉を活用しなければ意味がないとは思うけど。

			「見くびっては困るよ、誠一君！　こういうときこそ、私のマッスルパワーが火を噴くのだよ！　それに、私の筋肉を皆に見てもらえるチャンスじゃないか！」

			「最後のが本音だよな!?」

			　ナンテコッタイ。ガッスルの筋肉は、見せ筋なのか……。

			「わたくしも、受付嬢になる前はイケイケでしたのよ？」

			「それも想像できない……」

			　てか、イケイケって……表現おかしくねぇか？

			　なんとも微妙な表情を浮かべる俺をよそに、ガッスルたちはそのままギルドへと戻ってしまった。

			　そして、残されたのは俺とバーナさん、そしてランゼさんだけとなった。

			「ホッホッホ。どれ、ワシも力を貸してやろうかのぅ」

			「え!?　先生も戦っていただけるのですか!?」

			「教え子のピンチじゃ。当たり前じゃろう？」

			「あ、ありがとうございます！」

			　そう言うと、ランゼさんは頭を下げた。

			「《超越者》である先生に力を貸していただけるなんて……こんな状況ですが、今回は運がよかった」

			「超越者？」

			　聞き慣れない単語に首を傾げていると、ランゼさんが教えてくれた。

			「知らねぇか？　超越者ってのは、限界を超えた者たちのことを指す言葉だ。ルイエスなんかは人類の最高到達点であるレベル５００だが、そういう連中が、稀にレベルの限界を超えて、さらに強くなることがあるんだよ」

			「あの天才児じゃな？　あの娘なら、ワシと同じ超越者になるのも時間の問題じゃろう」

			　まさか、レベルの上限を稀とはいえ越える人間がいるなんて……。

			　……あれ？　なぜだろう。俺も超越者になっちゃいそうな雰囲気がすごいんだが……。

			　だ、大丈夫だよな！　レベルだって、未だに15だしな！

			　……レベル15がレベル５００を倒しちゃう時点でおかしいけど、気にしない。気にしないの！

			「それで？　誠一。お前さんはどうする？」

			「え？」

			「ガッスルが言ってた通り、今回の事態は緊急とはいえ、冒険者にとっては、依頼という形で参加してもらうことになる。だから、強制というわけじゃねぇが……」

			「俺も戦いますよ？　だって俺、この街が好きですから」

			　素直に思ったことを言うと、ランゼさんは一瞬目を見開いたあと、嬉しそうに笑った。

			「そうか……なら、俺に手を貸してくれ！」

			「了解！」

			　こうして、俺はこの街に押し寄せる、魔物の群れと戦う決意をしたのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　――――時は少し遡る。

			　水晶が置かれた暗闇が支配する部屋のなかで、奇妙な声をあげながら、男が愉快そうに笑っていた。

			「んひっんひっんひっ！　やってやったぞ！　これでまた……魔神様の復活に近づく……！」

			　そんな男の声に、水晶から別の声が聞こえてきた。

			『フン、準備をしたのはこっちじゃぞ？　いったい誰がテルベールの【山】付近まで近づき、転移魔法を設置したと思っている？』

			「きちんとそのことについては感謝しているさ。だが、我はそのための魔物を集めたのだ。結果的に見れば、同じだけ苦労したということであろう？」

			『……フン』

			　男の言葉に、水晶からの声は不機嫌そうに鼻を鳴らした。

			「まあいい。テルベールに棲みつく【山】は、大量の兵士どもを送れば動くが、魔物ならいくら送ろうが決して動かない。いくらテルベールを囲むように存在する【山】とはいえ、あれは同じ魔物なのだからな」

			『まあ、さすがに【海】の付近に転移魔法は設置できなかったが……』

			「それは仕方がないだろう。設置型の転移魔法は、きちんと陸に座標指定をしなければ効果を発揮しないからな。とはいえ、テルベールに空間魔法を使える人間は存在しないと聞く。おかげで、国境付近で【剣騎士ナイト・オブ・ソード】と【黒の聖騎士ブラツク・パラデイン】を引き付けておけば、その間にテルベールを蹂じゆう躙りんできるというわけだ。人の死、絶望は魔神様の糧となるからな」

			『じゃが、あそこには【氷麗の魔人】や【鉄人】がおるぞ？』

			「フン。個人がいくら優れていようが、限界というモノがある。質は決して量に勝ることはできんのだ」

			『まあ、何でもいい。今回の計画が成功すれば、それだけ魔神様の復活に近づけるのだから』

			「失敗などするはずがないだろう？　お前が調べ上げ、一番兵士たちの少ないときを狙ったのだ。確実に成功する」

			『そうだな……失敗する道理はないか』

			　水晶の声も、男の言葉に納得した。

			「んひっんひっんひっ！　すべては、魔神様のために――――」

			　男は、男自身と水晶の声の主が所属する組織において、絶対の忠誠を誓う言葉を呟つぶやいた。

			　だが、まだ男たちは知らない。

			　――――テルベールには、魔神を越える【人間バケモノ】がいることを――――。

		

	
		
			開戦

			　

			「これは……」

			　私――ルイエス・バルゼは、目の前に広がる光景に、思わず眉まゆをひそめました。

			「うひゃー……とんでもない数ですねぇ」

			「そうだね……まさに埋め尽くされたって感じだね」

			　私の部下であるローナと、クラウディアの二人が、そろって目の前の光景に圧倒されます。

			　私たち『剣聖の戦乙女ワルキユーレ』が、『黒の聖騎士ブラツク・パラデイン』の要請を受け、こうしてウィンブルグ王国の国境付近である小高い丘に辿たどり着いてみれば、すぐそこに丘の下を埋め尽くすほどの魔物の群れが迫っていたのです。

			　さらに、王都の兵士から連絡が入り、王都にもなぜか魔物の軍勢が押し寄せているとのこと。

			　そのことを知ったときは、急ぎ戻ったほうがよいのでは？　とも考えたのですが、陛へい下かの恩師であるバーナバス様がおられることや、多少難のある方々とはいえ、実力的には信頼できるギルドの冒険者たち、そして何より、私の師匠が王都に構えていることを思い出し、私の不安は一切なくなりました。本当に運がよかったです。

			『フム、なかなか圧巻であるな』

			「……そうですね」

			　男とも女ともつかない、魔法によって加工された声がかけられました。

			　その声の主は、私の隣に並び立ち、同じように迫りくる魔物の群れを眺めていました。

			　ふとそちらに視線を向ければ、目に飛び込んでくるのは『黒』。

			　二メートルを越える巨体に、武骨で威圧感あふれる漆しつ黒こくの全身鎧よろい。

			　背負っている大剣は、私の身長を優に超えています。

			　私の隣にいる人物こそ、私と並び立つ騎士の一人――――『黒の聖騎士』その人でした。

			　ちなみに、私どころか、陛へい下かですら『黒の聖騎士』の本名はもちろん、性別も年齢も何もかも知らないという謎の多い人物です。ただ、身長を考慮すると、男性だとは思うのですが……。

			「それで？　もう他の魔物は倒し終えたのですか？」

			『無論。魔の眷属どもは、我が漆黒の炎にて輪廻の輪にすら還れぬほどに焼き尽くしてくれたわ』

			「……」

			　何を言っているのか分かりません。

			　他の場所にいた魔物を完全に倒してここに来た、と解釈していいのでしょうか？　……まあ、ここにいる時点でそうなのでしょう。

			『ときに、ルイエスよ。主ぬしは陛下のもとへ戻らなくてもよいのか？　王都に魔の眷属どもが進軍しているのであろう？　主がいなければ、王都は混沌の底へ堕ちるやもしれぬぞ？』

			「……それについては大丈夫です。たまたま陛へい下かのもとを訪れていたバーナバス様をはじめ、ギルド本部に在中の冒険者たちが手伝ってくれるでしょうから」

			『ほう？　あの超越者たるバーナバス様がおられるのか。それなら安心であるな』

			「それに……」

			『ム？』

			「私の師匠もいますから」

			『なんと……ルイエスの師匠だと……？』

			　私の言葉に、黒の聖騎士は驚いた声を出しました。

			『ルイエス。主に師匠がいたのか？　我はてっきり、主は一人地獄の修練の果て、その力を手に入れたと思っていたのだが……』

			「いえ、つい最近の話です。師匠は、本当にお強いですから」

			『ルイエスがそこまで言う者か……』

			　黒の聖騎士はそう言うと、腕を組み、唸りました。

			　そんな雑談を軽くしていると、クラウディアが私に告げました。

			「ルイエス様。そろそろ動かなければ、近くの集落などに被害が……」

			「そうですね。そろそろ動き出しましょう」

			　私はそう言うと、腰に差した細剣を静かに抜き放ちました。

			『相変わらず美しい剣身であるな……』

			　私の剣を見て、黒の聖騎士が感嘆のため息をもらします。

			『水神の細剣』。それが私の神話ミソロジー級武器であり、魔法が使えない私でも、水属性に限り、最上級まで魔法が使えるようになるといった効果を持っていました。

			　いえ、この剣の場合、魔法が使えるという言葉は合っていないかもしれません。

			　単純に魔法が使えるようになるのではなく、魔力を剣に流すことで、最上級レベルの威力を持つ水を剣身に纏まとわせることができるのです。

			　早速私は剣に魔力を流し始めます。

			『……魔法の使えない者の魔力量ではないな、ルイエス』

			「黒の聖騎士。アナタも戦う準備をしてはどうですか？」

			　いつまでも見られているというのは居心地が悪いもので、私は思わずそう返してしまいました。

			『すまないが、思いのほか魔の眷属どもが多かったため、そこで力を多く使ってしまった。故に、さほど活躍はできぬぞ？　もちろん、我の漆しつ黒こくの炎で主たちのことを護ってやる程度のことはできるが……お主には必要ないかもしれんな』

			「いえ、助かります。――――では、参ります」

			　私はそう言うと、丘を一気に駆けおりました。

			『あれは走るというより、飛んでいるような……まあ良い。我も行こうか』

			　背後でそんな声が聞こえると、突とつ如じよ、丘の上を覆おおい尽くすように、漆しつ黒こくの炎が吹き荒れました。

			　丘の上にはワルキューレの隊員たちや他の兵士たちがいるのですが、まったく心配ではありません。

			　なぜなら、その漆黒の炎は、我々には一切害がないのですから。

			『さあ、魔の眷属ども。死の足音は聴こえるか？』

			　そう言うと、黒の聖騎士も漆黒の炎を纏まといながら、魔物の群れへ突っ込みました。

			「ワルキューレ……突撃！」

			　背後でクラウディアの掛け声も聞こえ、その声をきっかけに、すべての兵士たちが一斉に丘を駆け下りるのが気配で分かりました。

			「さて、早く終わらせて、師匠たちのもとへ帰りましょうか」

			　まだまだ学ぶべきことが、たくさんあるのですから。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　俺――――柊誠一は、サリアたちとともに、王都の門付近に、他の冒険者たちと同じように集まっていた。

			「すごい人数だな……」

			　その場に集まった人の数に、俺は驚く。

			　つい先ほど、この国の王であるランゼさんによる放送が行われ、魔物の群れが侵攻してきていることが伝えられた。

			　だが、驚くほどにこの街の住人は焦っていなかった。

			　王城内へ避難を開始するときも、国の兵隊さんたちの指示にきちんと従って、緊急事態とは思えない落ち着きと速度でスムーズに移動が完了したのだ。

			　移動する前、俺たちの泊まる宿屋のオーナー……フィーナさんたちにそのことを訊きいてみると……。

			『だって、この国の兵士は優秀だもの。それに、私たちができることなんて、兵士たちの言うことを速すみやかに実行するくらいでしょう？』

			『そうよ！　焦ったら兵隊さんたちに迷惑がかかるもの。ギルド本部もあるし、そこまで不安じゃないわ。だって、兵隊さんたちがダメだったら、結局私たちも助からないんだもの。騒ぐだけ無駄よ』

			『ははは。メアリは少し極端すぎる気もするけど、だいたいそんな感じかな？　それよりも、誠一君たちは冒険者だから魔物と戦うことになると思う。でも、無理をしちゃいけないよ？　ダメだと思ったら、ちゃんと逃げること。いいね？』

			　と温かい言葉をもらった。ライルさん、男性なのに、一番母性を感じましたよ。

			「しっかし、魔物の侵攻か……なんだかピンとこないな……」

			　思わずそう呟つぶやくと、近くにいたアルが答えた。

			「オレも、そこそこ長い間冒険者として活動してるけどよ、五千だなんて数の魔物を相手にするのは初めてだぜ。それに、この五千ってのも、全体のほんの一握りって話だろ？　ますます体験したことも、聴いたこともねぇ状況だな」

			「やっぱり珍しいことなのか？」

			「そりゃあな。もちろん、群れを作る習性がある魔物ならおかしくはねぇけどよ、それだってせいぜい数十匹が限度だ。何千って単位で群れを作る魔物なんざいねぇよ。それに話を聞けば、多種多様な魔物がいるらしいじゃねぇか。だから、珍しいし、不思議なんだよ」

			「ふーん……」

			　そんなものかと思っていると、サリアが握り拳を作って俺に言った。

			「誠一っ！　頑張ろうね！」

			「おう、そりゃあもちろん！」

			　サリアは俺の言葉を受けると、笑みを深め、シャドーボクシングのようなことを始めた。……本当に拳で戦うんですか？　いや、人間状態のサリアで、戦っている姿は見たことないんだけども……。

			　そんなことを思いつつ、不意に視線を移すと、何やら異様な雰囲気を漂わせているルルネの姿が。
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			「お、おい。どうした？　ルルネ……」

			　その雰囲気が尋常ではなかったため、俺は思わず気圧されながらそう訊きいた。

			「……主様。私、気付いたんです」

			「な、何に？」

			「魔物どもが、この王都を襲えばどうなるのか……」

			「どうなるんだ？」

			「王都には、まだまだ主様と一緒に食べていない、美お味いしい食べ物がたくさんあります。それなのに、魔物どもが王都を襲ったりなんかすれば……その美味しい食べ物が、食べられなくなってしまうんですよおおおおおおおおおお！」

			「結局食事が第一なのね」

			　俺の後悔ベスト10のなかに、ルルネに人間の食べ物を与えたことがランクインする日も遠くないかもしれない。

			「美味しい食べ物のためならば、私は神をも蹴けり殺そう」

			「本当にできそうなところが怖いよね」

			　神様がコイツから食べ物奪ったら、力ずくでぶっ飛ばしに行きそうだよね。アレ？　コイツ、ロバダヨネ？

			　顔が引きつるのを止めることができずにいると、突然俺のローブが引っ張られた。

			　ローブを引っ張ったのは、オリガちゃんだった。

			「ん？　どうした？　オリガちゃん」

			　実は、今回の魔物の群れを討とう伐ばつする依頼に、オリガちゃんも参加していたのだ。

			　それも、オリガちゃん本人がやりたいといったのである。

			「……誠一お兄ちゃん。私、頑張る」

			「おう、そうか。でも気を付けてな？　頑張ってくれるのは嬉しいけど、オリガちゃんが傷つくほうが、俺は悲しいからさ……」

			「……ん。でも、頑張ったら、なでなでして？」

			「お、おう!?　よ、よし、任せなさい！」

			　不意打ちであるオリガちゃんの上目遣いに、どもりながらも何とかそう答えると、オリガちゃんは微かにだが、嬉しそうに笑った。

			「ハハハ！　誠一君、準備はできたかい？」

			　他の冒険者たちに紛れそんな会話をしていると、ガッスルが俺たちのもとにやって来た。

			　今から戦闘のはずなのだが、相変わらずブーメランパンツ一丁である。……海かプールにでも行くのかな？　冗談です。分かってます。

			「ガッスルも本当に戦うのか？　ギルドマスターなのに……」

			「もちろんではないか！　この王都テルベールの危機に、私がただ座っているだけのはずがないだろう？」

			「本音は？」

			「私の肉体美を見せつけるチャンス……！」

			「そんなことだろうと思ったよっ！」

			　いや、でもギルドマスターだからこそ、前線で戦うことに意味があるのかもしれないな。肉体美がどうとかって言うのも、冗談なんだろうし。……冗談じゃねぇかも。

			「まあ、個人がどうであれ、皆の根本的な気持ちは同じだと思っているよ。このテルベールの危機を救いたい……それは、変わらないはずなのだ。だからこそ、迫りくる害悪を共に倒そう！」

			「ガッスル……」

			「この騒動が終了すれば、より一層我々ギルドの冒険者たちは欲望を解放することになるだろうがな！」

			「ナゼに!?」

			「国から多くの報酬がもらえるのだ。それに、国を救った英雄的扱いにもなるわけだよ？　それはそれは、日ごろ兵隊さんたちによって取り締まられていた欲望を解放しやすくなるというモノだよ！」

			「魔物よりお前らのほうがよっぽど害悪じゃねぇかっ！」

			「ハハハハハッ！　諸君！　欲望を解放するのだ！　イッツ、マイ、ジャスティィィィイイイイイス！」

			「あっ、ちょっ……逃げんなよ！」

			　ガッスルは、言うだけ言うと、うさぎ跳びをしながらその場から去って行った。

			　……この騒動が終わったら、次の討とう伐ばつ対象はギルド本部の冒険者たちだな。

			　俺は、そう心に決めた。

			　そのあとも、サリアたちと会話をして過ごしていたときだった。

			　突然、魔法による放送が、その場に響き渡った。

			『魔物の群れが、姿を現しましたッ！』

			　放送により、場の雰囲気が徐々に盛り上がっていくのが分かった。

			　そして、先ほどの放送に続ける形で、新たな情報が飛び込んできた。

			『そ、それと……推定ではありますが、魔物の平均ランクは……え、Ａランク、だそうです……』

			　その放送が流れた瞬間、一瞬にして、その場を静寂が支配した。

			　それもそうだろう。Ａランクは、アルと同レベルの実力者が五人いて、やっと討伐できるレベル。

			　しかも、この街には、唯一のＡランク冒険者のアルを除けば、Ｂランクすらおらず、あとはすべてＣランク以下の冒険者たちなのだ。

			　これは、さすがに絶望するしか……。

			「なお燃えてきたぜええええええええ！」

			「よおおおおおおおおし！　魔物どもに制裁をおおおおおおおおおおお！」

			「俺たちの住む街を狙って、無事でいられると思うなよ……！」

			「破壊だ……俺に壊させろおおおおおおおおお！」

			　オカシイ。絶対にオカシイ。

			　コレ、魔物ノ群レニ襲ワレル街ノ雰囲気ジャナイヨ。

			　思わず内心でツッコみながら呆然としていると、バーナさんが俺のもとへやって来た。

			「ホッホッホ。さすが、ギルド本部の冒険者たちと言ったところかのぅ。Ａランクの魔物でも、恐れもせぬか」

			「バーナさん。あの……それって、どういう意味ですか？」

			「どういう意味、と言われてものぅ……おっと、どうやら先鋒隊として、ガッスルたちが突撃するようじゃぞ？」

			「え!?」

			　驚いて門の外側を見ると、ガッスルやエリスさんといった、見知ったギルドの冒険者たちが仁王立ちしていた。

			　しかも、いつの間にか、魔物の群れすら目視できる距離に近づいている。

			「フム……やはり五千以上はおるようじゃのぅ……」

			　不意に、バーナさんが上空を眺めながらそう呟つぶやいたので視線を向ければ、王都カップで使用されたカメラと同じもので撮影された映像が投影されていた。

			　そこには、大量の魔物の軍勢が、一斉に駆け抜けてくる映像が映し出されていた。

			「圧巻じゃのぅ。Ａランクどころか、Ｓランクも多くいるではないか」

			　厳しい状況だというのに、なぜかバーナさんの声音にはまったく焦りが感じられなかった。

			「あの……どうしてそんなに落ち着いていられるんですか？」

			　やっぱり、バーナさんが超越者という数少ない化物的存在だからだろうか？　まあ、俺も化物なんですけどね！

			「なに、ガッスルたちを見ておれば、分かることじゃよ。先ほどの質問と一緒に、その答えも教えてあげよう」

			「？」

			　頭に大量の疑問符を浮かべながら、ガッスルに視線を向ける。

			　すると、ガッスルはその場でマッスルポーズをとりながら、言い放った。

			「私の筋肉に、傷をつけられるかな？」

			　その言葉を発した瞬間、ガッスルはその場で飛び上がり、上空から魔物の群れへと突っ込んでいった。

			「なっ!?」

			　その光景に思わず絶句していると、ガッスルが飛び込んだ周囲の魔物たちが、一斉に打ち上げられた。その数、約十体。

			「ハハハハハハハハハ！　高ぶる筋肉！　唸る筋肉！　荒ぶる筋肉！　私の筋肉が、多くの人に見られ、歓喜しているぞ！」

			　ガッスルは、高笑いしながら、その流れで、他の魔物を次々と殴り飛ばしていった。

			　しかし、さすが高ランクの魔物というだけあり、知能も高いらしい。他種族同士でありながら、連携をとり始め、ついにガッスルの体に牙や爪といった、凶悪な攻撃が与えられた。

			　だが――――。

			「ぬるいぬるいぬるいぞ！　そんな攻撃で、私の筋肉に傷をつけられると思うなッ！」

			　ガッスルは再びいとも容易く、攻撃を加えてきた魔物たちをなぎ倒していった。しかも、ガッスルの体には、切り傷一つ付いていない。

			　デタラメなその光景に唖あ然ぜんとしていると、バーナさんが冷静に教えてくれた。

			「ガッスル・クルート。彼は、今でこそギルド本部のギルドマスターとして冒険者たちを取り締まってはいるが、かつてはその高い防御力と圧倒的力によって、数々の高難易度の依頼を完遂してきた元Ｓ級冒険者じゃよ。その戦い方から、人々は彼を【鉄人】と呼んだのじゃ。今でこそあんな格好をしておるが、昔はちゃんと服を着ておったからのぅ。それより、映像を見てみなさい」

			　バーナさんに促されるまま再び映像に視線を向けると、エリスさんの姿が映し出されていた。

			　エリスさんは受付嬢の姿ではなく、ボンデージ姿で、牛追い鞭むちと呼ばれる、長い一本の鞭を構えていた。

			「オーホッホッホッホッ！　さあ、卑しい化物たち！　わたくしの前に跪ひざまずきなさいっ！」

			　そう高らかに叫ぶと、エリスさんは鋭く鞭を振るった。

			　パアアアアアアンッ！

			　そんな激しい破裂音が聞こえると、次々と魔物の体が弾け飛んでいく。

			「んんっ！　いいですわっ！　もっと、もっと悲鳴をくださいなっ！」

			　パアン！　パアン！　パアン！　パアン！

			　連続で鳴り響く破裂音。エリスさんが鞭を振るうたびに、必ず魔物の体のどこかが吹っ飛んでいた。

			「つまらないですわね。わたくし、Ｍでもイケますのに……」

			　エリスさんは、残念そうな表情を浮かべながらも、頬は上気し、恍こう惚こつとしているようにも見えた。

			「エリス・マクレーヌ。彼女も受付嬢として働く以前は、【受じゆ攻こうの令嬢】と呼ばれ恐れられた元Ｓ級冒険者じゃ。受付嬢として活動を始めるも、その実力は未だ衰えておらぬようじゃのぅ」

			「な……なっ……」

			　俺は、開いた口が塞ふさがらなかった。

			　いや、あの、うん。ヤベェ、全然頭のなかが整理できてない。

			　だが、そんなことを知らないバーナさんは、追い打ちをかけてきた。

			「ほれ、あの二人も見てみるのじゃ」

			　次に映し出されたのは、あのロリコンと露出狂の二人組だった。

			　ちょっと待て。まさか、この二人も――――。

			「まったく、不届きな連中ですな」

			「そうですな、スラン氏。幼女たちが、怯えてしまうではありませぬか」

			「私も、こんな事態ですから、誰も私の裸を見てもらえないのですよ」

			「それはそれは……何はともあれ、ヤツらさえ倒してしまえば……」

			「ええ、あとはいつもの日常が……」

			　二人は一度顔を見合わせると、魔物の群れに向かって、言い放った。

			「「だから、貴様らは死んでくれ」」

			　まず、ロリコンのオッサンは、両手にそれぞれ片手剣を握り、素人しろうと目に見ても分かる流麗な動きで次々と魔物を切り刻み始めた。

			「貴様らのせいで、幼女が怖くて眠れなくなったらどうするのだああああああああっ！」

			　まさに、剣の舞。

			　高ランクの魔物たちでさえ、その動きにはついて行けず、どんどん数を減らしていく。

			「では、私も……とうっ！」

			　そして、露出狂のオッサンは、なぜか服や装備をすべて脱ぎ去り、魔物の群れへとダイブした。

			「フレイム……ボディィィィイイイイイイ！」

			　すると、魔物の群れと衝しよう突とつする瞬間、オッサンの体が激しく燃え始めた。

			　炎を受けた魔物は、次々と灰かい燼じんと化していく。

			「まだまだ！　私の体を見ろおおおおおおおおお！」

			　その後も、雷を纏まとったり、氷を纏ったり、光を纏ったりなど、様々なモノを全裸に纏いながら、オッサンは魔物を駆逐していった。

			「【幼子の守護者】ウォルター・ベラットと、【包み隠さぬ者】スラン・アルガード。彼らは、二人でパーティを組んでおり、ウォルターはその流麗な剣術で、スランは斬新な魔法で、次々と依頼をこなす実力者じゃよ。ただ、上のランクに上がれば上がるほど、冒険者には品性が求められるため、彼らは常にＣランク止まりなのじゃ」

			　もう、お腹いっぱいです。

			　俺は白目になりながら、バーナさんの話を聞くしかなかった。

			　他にも、いろいろなギルド本部にいる冒険者のことを聞いた結果、ランクこそ低いが、実力的にはＳ級に匹敵する者が数多くいるらしい。

			「どうじゃ？　ワシが焦る理由などないじゃろう？」

			　ニヤリと笑うバーナさんだが、俺の感想を一つ言わせてくれ。

			「お前ら何なの!?」

			　変態ギルドは、最強ギルドでした。

		

	
		
			終戦

			　

			　ガッスルたちが大暴れしたことによって、他の冒険者たちも次々と魔物を倒しにかかる。

			　だが、大暴れしているのは、ギルドの冒険者たちだけではなかった。

			「魔物風情が、調子に乗ってんじゃねぇぞおおおおおおおおお！」

			「こちとら、毎日毎日変態の相手でストレス溜まってんじゃあああああああ！」

			「大人しく滅ぼされろおおおおおおおおおおおおおおおお！」

			　日ごろ、変態の巣窟であるギルド本部の連中に苦労させられている兵隊さんたちも、ここぞとばかりに大暴れしていたのだ。ご苦労様です。

			　そのなかの一人に、俺の知人でもあるクロードの姿もあった。

			「おおおおおおおおおっ！」

			　クロードは、片手剣を鋭く振るい、近づく魔物たちを次々と切り倒していく。

			「ハッ！　あの変態共に比べりゃ、魔物のほうがずっと可愛かわいいじゃねぇか！」

			「「「俺らのほうが可愛いだろっ！」」」

			「張り合ってんじゃねぇよ!?」

			　クロードの言葉に張り合い始めた冒険者に、すかさずクロードはツッコんだ。……クロードは普通ですごく安心した。

			　そんな光景を眺めていると、バーナさんが感心したように言う。

			「フム……クロード君か。彼は中々やるようじゃな。ウィンブルグ王国には、優秀な兵士たちが多いのぅ」

			「……その背景に、変態たちの姿がなければ素直に喜べるんでしょうがね」

			　認めたくねぇだろうなぁ……変態たちの相手をしてたら強くなってただなんて……。

			　思わず遠い目をしていると、すさまじい轟音があたりに響き渡った。

			　何事かと思い視線を向ければ、常に何かを壊したいと叫んでいた、あの男の姿があった。

			「イィィィィィィィィィイイイイイイイイヤアアアアアアアア！　楽しいじゃねぇかあああああああああああ！　もっとだ……もっと俺に、獲物を……壊せるモノをよこせええええええええええええ！」

			　男の姿は、オレンジ色の、確かコーンロウと呼ばれる髪型と、燃えるような赤い瞳ひとみで、胸元が大きく開いたシャツの上から、黒色のジャケットを羽織っていた。そして肩には、身長を優に超す巨大なハンマーが担がれており、周囲の魔物を威圧していた。

			「どうしたどうしたどうしたぁ!?　遠慮せずにかかって来いよぉ！　ソッコーでミンチにしてやんよ！」

			　そう言い、男が大きくハンマーを地面に振り下ろすと、男を中心に半径十メートル程度のクレーターが出来上がった。

			「つまんねぇなぁ!?　そっちから来ねぇんじゃあ……俺から行くぜええええええええええ！」

			　男は、腰を大きく捻り、ハンマーを振りかぶりながら魔物の群れに接近すると、溜めていた力を解き放ちながら魔物にぶつけた。

			　ズドオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン！！！！

			　その一撃だけで、百体近くの魔物が消し飛んだように見えた。

			　男は、返り血を存分に浴びながら、愉快そうに笑う。

			「ヒャハハハハハハハハハハハッ！　破壊ってのは、最っっっっっっっ高に健全だよなぁ!?」

			　どこが!?　どこが健全なの!?

			　全然健全じゃねぇよな!?　むしろ害悪だよね!?

			　あれ？　おかしいぞ。味方なはずなのに、むしろ敵に見える……！

			「【血で染まる破壊者ブラツデイ・クラツシヤー】グランド・ローゼン。彼こそ、まさしく実力はＳランク。じゃが、見ての通り破壊にしか興味がなく、依頼をこなしても、高頻度で周囲の建造物等を壊しては、高額の違約金を払わされておる、Ｄランク冒険者じゃよ」

			　ダメダメじゃねぇかあああああああああああ！

			　俺は、バーナさんの説明に頭を抱えた。

			　きょ、強敵すぎるぜ……ギルド本部……！

			「ふむ、誠一君。今度はあっちを見てみるといいじゃろう。あっちでは、人数の多いパーティが魔物と戦っておるぞ」

			「え？」

			　バーナさんに促されるまま視線を向けると――――。

			「げえっ!?」

			　そこには、俺を……否、俺の貞操を狙ってきた、男たちの姿があった！

			「彼らはＣ級のパーティ【薔薇の楽園ビー・エル】じゃな。先頭にいる男が、パーティリーダーのホモン・ゲイザーじゃよ」

			　名前が酷ひどぇぇぇぇぇぇええええええええ！

			　何なの!?　パーティ名から、本名まで……すべてにおいて、コイツらのためにあるような名前じゃねぇか！

			「彼らの恐ろしいところは、依頼を完遂するたび、同志が増えることにある。今となっては、貴族界のなかにも彼らの仲間は多くおるし、世界各地に散らばっているというんじゃから、驚きじゃよ」

			　恐ろしいよおおおおおおおおおお！

			　ゾンビ以上のホラーなんですけど!?

			　てか、今気付いたけど、サリアをナンパした連中がアイツらと一緒にいるんだけど!?

			　こ、怖ぇ……餌え食じきになってんじゃねぇか……。

			　俺が全力で恐れおののいていると、パーティリーダーである――ホモンが、言い放った。

			「この街には、まだまだ俺たちが可愛かわいがってねぇ坊やたちがたくさんいるんだ。全力で魔物どもを殲滅するぞぉぉぉぉぉおおおおおおお！」

			「「「オウッ！」」」

			　守ってくれるのはいいんだけど、動機が不純すぎる……！

			　ホモンたちは、怪しげな腰使いで魔物たちを錯乱し、次々と打ち倒していく。

			　もうヤダ、コイツら。

			　現実逃避をし始めた俺だったが、不意に視界に映りこんだ人物に目を見開く。

			「えっ!?　ノ、ノアードさん!?」

			　何と、アルとの関係で悩んでいたとき、優しく諭してくれた喫茶店アッコリエンテのオーナーである、ノアードさんが戦場のど真ん中に姿勢よく立っていた。

			　しかも、その姿は出会ったときと変わらず、バーテンダーのようなスタイルである。

			「な、なんでこんなところに!?」

			「ん？　ああ、ノアードか。彼なら、心配は無用じゃな」

			　焦る俺とは対照的に、バーナさんが落ち着いてそう答える。

			　すると、ノアードさんに向かって、一体の巨大なライオンのような魔物が接近していた。

			「おお、あれはＳランクの『ビーストキング』じゃな」

			「Ｓランク!?」

			　よく観察してみれば、確かにビーストキングという魔物は、他の魔物より一回りも体躯が大きく、人間を軽く一飲みしてしまいそうなほど巨大な口には、ギラギラと鋭い牙が生えそろっていた。

			　ビーストキングは、雄叫びを上げると、ノアードさんを噛み千切らんと驚く速度で襲い掛かった。

			「……残念ですが、貴方の命――もらいます」

			　それだけ呟つぶやくと、ノアードさんは、いつの間にか両手に漆しつ黒こくの鎌を握っていた。

			　ノアードさんはビーストキングの噛みつきを、左足を半歩引くことだけで避け、瞬時に右手の鎌を逆手に持ち替え、人間でいう頸動脈に当たる場所をすれ違いざまに切り裂いた。

			　頸動脈を斬られたビーストキングは、尋常じゃない量の血を噴出させ、数歩よろめくと静かに倒れた。

			「……安らかな死を」

			　ノアードさんつえええええええええええええ！

			　てか、マジでカッコイイんですけど!?　ノアードさんって何者!?

			　顎が外れそうなレベルで驚いていると、バーナさんは当然といった様子で言った。

			「まあ、これくらいは朝飯前じゃろうな。なんせ【死】と恐れられた、伝説の暗殺者なんじゃからのぅ」

			　誰か助けてください。もう俺にはついて行けません。

			　俺が理解するには早すぎたんだ。腐ってませんけど。

			　何とか現実を直視していると、今度はサリアたちが戦っている姿が目に入った。

			「えいっ！」

			　サリアは、腕だけをゴリラに戻し、次々と魔物を殴り倒していた。

			　その光景に、周囲の冒険者や兵士たちが唖あ然ぜんとする。

			　……いや、無理ねぇよな。すごい美少女のサリアが、腕だけムキムキにさせて、魔物を倒してるんだから――――。

			「嬢ちゃんやるじゃねぇか！　俺らも負けてられねぇな！」

			「よっしゃあ！　やってやるぜぇ！」

			「クッ！　何という筋肉……！　サリア君が、まさかここまでだったとは……！　だが、私は私の筋肉を信じるぞ！」

			　いや、全然大丈夫そうでした。さすがだね。つか、ガッスルは張り合うなよ。

			　サリアは人間の状態だと力を発揮できないらしいから変身する必要があり、見たところ部分的な変身だけでも、強さは戻るようだ。

			　そんな考察をしていると、サリアが俺に気付き、元気よく手を振ってきた。……惚気のろけそうになるな。腕、ムキムキのままだけど。

			　次に視線を移すと、アルが自分の得物である大きな斧おのを振るっていた。

			「はあああああああああああっ！」

			　アルは、グランドさんほどではないにしろ、一振り一振りが強力で、魔物を的確に倒していく。

			　だが、魔物の数があまりにも多く、アルは魔物に取り囲まれた。

			「アル!?」

			「大丈夫だ！」

			　急いで向かおうとしたが、アルに止められる。

			　魔物たちは、次々と牙や尻尾しつぽなど凶悪な一撃をアルに浴びせようとするが、アルは冷静にそれらを見切り、最小限の動きでかわしていった。

			　そして、ある魔物の尻尾が地面に叩き付けられた瞬間、大きくジャンプ。足元にいる魔物の群れに向けて、最近習得したばかりの魔法を放った。

			「『アイス・プリズン』！」

			　その魔法は、最上級氷属性魔法であり、右掌から強烈な冷気が放出され、一気に魔物の群れが氷の檻おりに閉じ込められる。

			　すると、アルは上空で大きく斧おのを振りかぶると、スキルを発動させた。

			「『メテオクラッシュ』！」

			　真上から振り下ろされた一撃は、氷漬けにされた魔物を容易く粉砕し、地面に巨大なクレーターを作り上げた。

			「なっ？」

			　肩に斧を担ぐと、にこっと俺に笑いかけた。
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			　思わずその笑顔に見み惚とれると、アルはその様子に気付き、慌てた様子で他の魔物を倒しに向かった。……結局惚気のろけてんじゃねぇか、俺。

			　そうしてため息をついていると、今度は気の強そうな声が耳に飛び込んでくる。

			「私と主様が、笑って美お味いしい食べ物を食べるためにも、貴様らには消えてもらうぞ」

			　声の主は、ルルネであった。

			　ルルネは、迫りくる魔物の群れに怯むどころか、腕を組んで仁王立ちで待ち構えていた。

			　そんなルルネに、魔物の群れがまさに接触すると思った瞬間、ルルネは長い足をゆっくりと上げ、空手の蹴けりのような構えをとった。

			　そして、鋭い蹴りを先頭の魔物に放った。

			　ズパアアアアアアアアアアアアアアン！

			　先頭にいた魔物が砕け散る。なぜかルルネの放った蹴けりは、ソニックブームを生み出し、周囲にいた魔物をズタズタに切り裂いたのだ。

			　ルルネは、蹴りを放った姿のまま、一言。

			「私と対等に戦いたければ、神でも連れて来い」

			　ロバだよね？

			　何度記憶を掘り返してみても、ルルネはロバという記憶しか出てこない。

			　何なんだろうね。蹴りでソニックブームですか。それに今の、ロバの言う台詞じゃねぇな。

			　もう、俺は考えることを放棄した。現実逃避じゃないよ？　これは必要なことなんだよ？

			　また視線をずらせば、オリガちゃんがナイフを使い、どんどん魔物を倒している姿が。

			「……」

			　オリガちゃんは、危なげなく、先ほど見たノアードさんのように、的確に魔物の急所を突いて倒していた。

			　悲しいことだが、オリガちゃんはそう言う技能を徹底的に叩き込まれている。

			　本職は暗殺者なんだろうが、普通の戦闘でもレベル通り、圧倒的な力を見せつけていた。約束通り、終わったらなでなでしてあげよう。

			　こうして、いろいろな冒険者たちの様子を見ていた俺は、小さく呟つぶやく。

			「これ……俺いらなくね？」

			　そう思ってしまうのも無理はないと思うんだ。

			　だが、近くにいたバーナさんは、少し視線を鋭くし、遠くを見つめながら俺の言葉に反応した。

			「いや、そうも言ってられんようじゃのぅ……」

			　つられて俺もそちらに視線を向ければ、波のように押し寄せる魔物の姿が。

			「なんという数の魔物たちじゃ……しかも、今まではＳランクの魔物はちらほらとしか見かけなかったが、今度はそうでもないようじゃしのぅ」

			「え？　それはつまり……Ｓランクの魔物ばかりが押し寄せてるってことですか!?」

			「そう言うことじゃな」

			　ナンテコッタイ。

			　本当に、どうしてこんな状況になったのだろうか？

			　原因は分かっていないようだが、こんなに一斉に攻めてきて……どこかでこんなに集まっていたのなら、普通気付くはずだ。

			　だが、俺たちはまったく気付けなかった。

			　もしかして、これって人為的に引き起こされたモノなんじゃないか？

			　転移魔法っていう便利な移動手段まであることだし。

			　それに、ランゼさんは、魔族との共存を望んでいるらしいから、それが目障りな国からの差し金とか……。

			　まあ、所しよ詮せん素人しろうとの推理なので、当たっているとは到底思えないが。それでも、もしこの状況を生み出した人間がいるんだとすれば、一番の害悪はそいつだろう。

			　意味のない考察に頭を使っていると、バーナさんが前に出た。

			「どれ、ワシも参戦するとしようかのぅ……」

			　そう言うと、バーナさんは身長を越える大きな杖を前にかざした。

			　すると、赤色、青色、緑色、橙色、黄色、水色、白色、黒色の球体が現れ、バーナさんの目の前でサークルを描き出した。

			　そしてそれらの球体は一つずつ合わさり、やがて不気味な色の球体が一つ、その場に浮かび上がった。バーナさんは笑みを深め、魔法名を告げた。

			「ほれ、滅びなさい。『カオス・レイン』」

			　バーナさんが魔法名を唱えた瞬間、不気味な球体は、無数に枝分かれしながら上空に打ちあがり、やがて魔物の群れにおびただしい量となって、降り注いだ。

			　その魔法の威力はすさまじかった。

			　一つ一つの大きさは小さいのに、触れた瞬間、魔物たちが次々と消し飛んでいくのだ。

			「ちと、数が多いのぅ……なら、これならどうじゃ。『カオス・トルネード』」

			　今度は杖を構えることもせず、左掌を上に向け、まるでボールを放り投げるような動作をみせた。

			　すると、降り注いでいた魔法の軌道が変わり、やがて円を描くように無数の魔法が回転し始めた。

			　その光景は、まるでシャッターを開けた状態で撮影した、星の写真のように見えた。

			　魔法は回転速度を速めると、徐々にその間隔を狭くしていき、最終的には無数の魔法が高速回転する、竜巻のようなものが生み出された。

			　魔法でできた竜巻は、さっき以上の威力と範囲で、次々と魔物を殲滅していく。

			「ホッホッホ。まだ、若い者には負けてられんからのぅ」

			　この人もヤベェ。

			　俺より化物なんじゃねぇの？　超越者って言うくらいなんだしさ。

			　なんだ、こうしてみると、俺なんて全然大したことねぇじゃねぇか！

			　いつまでも見ているわけにもいかないし、そろそろ俺も参戦しないと。

			　よぉし、これだけ化物みたいな連中が揃ってるなら、俺が少し張り切っても大丈夫だろう。

			　ただ、今回はすごい数の魔物が押し寄せてきていることを考えなきゃな。

			　そう考えると、いちいち前線に出て、剣を振るうより、俺が広範囲の魔物を倒せる魔法を、新しく創り出して戦ったほうが効率がいいな。

			　まずはイメージだ。

			　広範囲かつ、無差別じゃなくて、魔物だけを倒せる魔法。

			　それなら、やっぱり頭上からの攻撃が一番安全だろう。今俺のいる場所から、極大のレーザーをぶっ放すよりはね。それと、【無間地獄】を発動させなきゃ、周囲が消し飛ぶだろう。

			　頭上からの攻撃で、広範囲……なんていうか、神様の裁き的なイメージが浮かぶなぁ。

			　まあいいや。中二的なネーミングになりそうだけど、今まで生み出した魔法に比べれば、何てことねぇな。

			　そう思った俺は、イメージをしっかりと固めると、右腕を頭上にかざし、考え付いた魔法名を口にした。

			「ジャッジメント！」

			　………………。

			　冷たい風が、俺の目の前を吹き抜けた。

			　アレ？　オカシイ。魔法が発動してくれない。

			　俺は顔を真っ赤にして、その場にうずくまった。

			　ぬああああああああああああああああああああ！　恥ずかしいぃぃぃぃぃぃいいいいいいいい！

			　何で発動してくれないの!?　あんなにふざけた魔法名のときは反応してくれたのに！

			　これじゃあ俺が痛いヤツじゃねぇか！　…………って今さらだな。

			　幸いなことに、誰も俺の奇行を目にしていなかった。……あれ？　なんだかより一層悲しくなってきた。

			　しかし、一人勝手に悲しんでいると、それは起きた。

			　突とつ如じよ、晴れていたはずの空が、黒雲に包まれる。

			　急にあたりが暗くなったことに驚き、空を見上げると――――極大な光が次々と、降り注いだ。

			　しかも、すさまじい速度で降り注ぐ魔法だが、味方の兵隊さんたちには何の被害もなく、的確に魔物たちだけを狙っていた。

			　さらに、忘れていたが俺のスキル『無間地獄』の効果で、魔物たちは死ぬことができない。いや、死ぬ寸前のダメージを与えるわけだから、結局放っておけば死ぬんだけども……。

			　そんなことを思いだしていると、魔物たちの絶叫が耳に入ってきた。

			『ＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！！！！！！！！！！』

			　その叫び声は、大地を震わし、周囲一帯に大きく響き渡る。

			　魔法はちゃんとすべての魔物に降り注いでいるようだ。

			　ただ、俺の魔法を見て、数多くの人が目を見開いている。

			　なかでも、バーナさんはこれでもかというほどに目を見開いて、俺を凝視していた。

			　ま、まあ、やりすぎた感はあるけども、これで一件落ちゃ――――。

			「「「「ぎゃあああああああああああああああああああ！！！！」」」」

			　アレ？

			　もう一度魔法が降り注いでいる場所を確認すると、何と、ガッスルたちにまで魔法が降り注いでいた。

			　……アレ？

			　魔法を中断する。

			　オカシイな……何でガッスルたちに？

			　首を捻りながら、もう一度同じ魔法を発動させた。

			「「「「ぎゃあああああああああああああああああああ！！！！」」」」

			　…………アレ？

			　もう魔物の群れは全滅したのか、今度はガッスルたちにだけ、魔法が次々と降り注いだ。

			　すると、脳内にアナウンスが流れる。

			『スキル【魔法創造】が発動しました。誠一魔法【ジャッジメント】が創造されました』

			　誠一魔法って何!?

			　すでにツッコミどころしかないが、取りあえず魔法の効果を確認した。

			『誠一魔法：ジャッジメント』……使用者の認識する害悪すべてに裁きの光を降り下ろす魔法

			　この一文を見て、俺はぽんと手を打った。

			「なるほど！　俺がガッスルたちを害悪だと思ったから、ガッスルたちにも効果があったのか！」

			「「「「納得してないで止めてえええええええええええええええええええ！」」」」

			　仕方がないので、魔法を中断させた。

			　すると、俺の魔法を受けた変態たちは、体中黒焦げで、頭はアフロになっていた。

			「いやぁ、最後の最後で強烈な一撃をもらってしまったな！　ハッハッハッハッハッ！」

			　体が黒焦げだからこそ、より一層歯が白く輝いて見えるガッスルは、爽さわやかに笑ってサムズアップしてきた。……タフすぎる。

			「ああん……いいですわ……久しぶりに、骨の髄までしびれましたわっ！」

			　エリスさんは、表情を蕩けさせながら、体をくねくねさせる。本当にＳでもＭでもいけたんだ……。

			「これはこれで、私の裸を見てもらうのもアリかもしれませんな」

			「私も、この格好のほうが、幼女からの受けもよさそうですな」

			　ウォルターさんとスランさんは、朗らかに笑ってそんな会話をしている。

			「おいぃぃぃ!?　俺の獲物がいなくなったじゃねぇかぁぁぁぁああああああ!?」

			「お前ら、よく頑張ったな！　あとでタップリと可愛かわいがってやるぜ」

			「「「ウホッ！」」」

			　グランドさんとホモンたちは、そもそも俺の魔法など気にしてすらいなかった。

			　……本当に、この変態たちオカシイ。

			　俺の魔法を受けて、ケロッとしてやがる。

			　そんな光景に戦せん慄りつするが、気付けば俺の魔法によって残りの魔物は全滅していた。

			　あまりにもあっさりとした幕引きとなってしまったが、本当なら、もっと苦戦して、絶望する場面だったのだろう。

			　だが、結局……最初から最後まで、ツッコミどころしかない戦いだった。

			　ま、いいか。みんな無事だしね。

			　――――魔物による被害人数、０。倒した魔物の数、たくさん――――。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　薄暗い部屋の中、一人の男が愉快そうに笑い声をあげる。

			「んひっんひっんひっんひっ！　今ごろテルベールは……」

			　そこまで言うと、男は笑い声を大きくした。そして、狂ったように言葉を紡つむぎ出す。

			「んひっんひっんひっんひっ！　苦しめ！　絶望しろ！　そのすべてが、魔神様の――――」

			　だが、その言葉が最後まで言い切られることはなかった。

			　なぜなら、突然、男の頭上から極大の光が降り注いだからだ。

			「んぎゃああああああああああああああああああああああ!!」

			　光が収まると、こんがりジューシーな男が一人、無様にその場に転がっていた。

			「な、何が起こって――――」

			　また、極大の光が男の頭上から降り注いだ。

			「んげえええええええええええええええええええええええ!?」

			　再び光が収まると、さらに黒焦げとなった男が、息も絶え絶えな状態で転がっていた。

			「んひっんひっ……んふー――――」

			　男は、結局訳も分からないまま、気を失った。

			　――――そんな悲惨な目にあっている人間がいることを、誠一は知らなかった。

		

	
		
			突然の依頼

			　

			　魔物を全滅させ、完全に勝利のムードが漂っていたときだった。

			『レベルアップしました』

			　――――俺の脳内に、不吉なアナウンスが流れた。

			「あ」

			　たったその一言だけで、俺の顔は真っ青になる。

			　ちょ、ちょっと待とうか。早まるんじゃねぇぞ。ほら、俺が魔法を放って虫の息にしたとはいえ、直接トドメをさしたわけじゃないじゃん？　だからさ、レベルが上がるのはおかしいとおもうんだ。それに、ドロップアイテムや、ステータスの玉だって――。

			「おい、魔物どもを見てみろ！　なんか光り始めたぞ!?」

			　一人の冒険者が、屍となった魔物たちを指さし、叫んだ。

			　それにつられ視線を向けると、確かに魔物たちは眩い光を放っていた。

			　そして、光が収まったあとには大量のドロップアイテムが散乱していた。

			　それだけならまだよかった。いや、ダメだけども……まだ許そう。

			　しかし、ドロップアイテムのなかから、無数の光の玉が浮かび上がり、俺めがけてすごいスピードで飛んでくるのが見えたあたりで、俺はいろいろ諦あきらめた。あっ、どうしようもねぇわ。

			　白目をむく俺に、光の玉は容赦なく飛び込み、俺の体内へと吸収されていった。

			　すべての光が体内に吸収されると、大量の魔物の情報が頭のなかに流れ込んできた……もしかしなくても、この魔物の情報って俺が魔法で全滅させたヤツらのだよね？　固有スキルの瞬間記憶と完全記憶のおかげか、膨ぼう大だいな量の情報が脳内に入り込んだというのに、まったく脳への負荷が感じられない。

			　そんな俺に、追撃は続く。

			『レベルがアップしました。レベルがアップしました。レベルがアップしました』

			　もうヤメテ！　これ以上俺を人間から遠ざけないで！

			　心のなかで絶叫する俺をよそに、脳内アナウンスに異変が起きた。

			『レベルが……』

			　……ん？　何で言葉が続かないの？

			　内心首を捻っていると……。

			『レベルが……お上がりになりました』

			　お上がりになりました!?

			　いきなりどうしたの!?　何が起こった!?

			　混乱する俺だったが、どうやらレベルアップはここまでだったようで、次いでスキルなどを習得したアナウンスが流れる。

			『大量のスキルを獲得されたため、それぞれの系統別にスキルを統合させていただき、新たなスキルを創造しました』

			　嬉しいはずのサービスが、今は全然嬉しくない……！

			　

			『《爪スキル》を習得しました。《拳スキル》を習得しました。《脚スキル》を習得しました。《刀剣スキル》を習得しました。《完全耐性》を習得しました。《移動スキル》を習得しました。統合スキルを複数習得したため、さらにスキルを統合させていただきました。《攻防スキル》を習得しました』

			　

			　おい、ちょっと待て。

			　何？　この明らかにチートな雰囲気しか漂わせていないスキルは。

			　手に入れたスキルを確認しようとすると、なぜか《攻防スキル》以外の攻撃っぽいスキルがなくなっていたので、おそらくこの《攻防スキル》に、《爪スキル》やら《刀剣スキル》といった、手に入れたばかりのスキルが統合されたのだろう。

			　てか、ちょっと待て。そんな攻撃系スキルが統合された《攻防スキル》って、どんな効果なんだ……？

			　俺は内心びくびくしながら、手に入れた《攻防スキル》を確認する。

			　

			『攻防スキル』……戦闘において、このスキル所有者の思い描く通りにすべての行動がスキル化される。ただし、即死させる、受けるダメージを無効化する、などといった効果は発動しない。常時発動

			　

			　とんでもねぇチートだったよッ…………！

			　つまり、これから先、俺が戦闘するとき、こんな動きができたらなぁとか、斬ざん撃げきを一つだけ飛ばしたあと、その斬撃が十個に分裂しないかなぁとか思えば、すべてその通りにできちゃうってことだろ？

			　しかも、スキルによる制限が、俺には意味をなしていない。

			　即死？　どんな攻撃も通さない？　すでに俺の基本的な攻撃力が即死級で、防御力は絶対防御並なんですけど？

			　…………。

			　もういいよぉぉぉぉおおおお……チートこれ以上要らねぇよぉぉぉおおおお……。

			　やっとルイエスとの訓練で手持ちのスキルをある程度使えるようになったって言うのに、俺はこのスキルを使いこなすために、またどれだけ特訓しなきゃダメなんだろうね。もう笑うしかねぇだろ。ＨＡＨＡＨＡ！　クソ野郎めっ！

			　そんなヤケクソ気味の俺だったが、それよりもステータスがどうなったのかが気になったため、俺は急いでステータスを確認した。

			　

			《柊誠一》

			　種族：人間（人間）

			　性別：男（男）

			　職業：謎（魔法剣士）

			　年齢：17（17）

			　レベル：20（20）

			　魔力：畏れ多くて表示できません（２００【固定】）

			　攻撃力：畏れ多くて表示できません（２００【固定】）

			　防御力：畏れ多くて表示できません（２００【固定】）

			　俊敏力：畏れ多くて表示できません（２００【固定】）

			　魔攻撃：畏れ多くて表示できません（２００【固定】）

			　魔防御：畏れ多くて表示できません（２００【固定】）

			　運：畏れ多くて表示できません（２００【固定】）

			　魅力：察してください（２００【固定】）

			《装備》

			　上質なシャツ。上質なズボン。上質な肌着。上質なパンツ。黒覇者のロングコート。賢猿の鎖。水霊玉の短剣。夜の腕輪。黒王石のチョーカー。果てなき愛の首飾り。憎悪渦巻く細剣。慈愛溢れる細剣

			《固有スキル》

			　瞬間記憶。完全記憶。瞬間習得。瞬間回復。完全解体。進化。業盗り。アレンジ。世界眼。我慢。喜怒哀楽

			《スキル》

			【攻撃系】攻防スキル

			【耐性系】完全耐性

			【移動系】刹せつ那な

			【特殊系】上級鑑かん定てい。超調合。道具製作：超一流。実力偽ぎ装そう。同化。千里眼。吸収。圧縮。全言語理解。透過。威圧。反射防衛。指導。無間地獄

			【魔法系】無む詠えい唱しよう。多数展開。合成魔法

			《魔法》

			【属性魔法】生活魔法。水属性魔法：極きわみ。闇やみ属性魔法：極。土属性魔法：極。空間魔法：極。火属性魔法：極きわみ。無属性魔法：極。風属性魔法：極。雷属性魔法：極。氷属性魔法：極。光属性魔法：極

			【固有魔法】煉れん獄ごく。反転魔法。解放魔法。誠一魔法

			【特殊魔法】魔法創造。刻印魔法：極。陣形魔法：極

			《奥義》

			　疾風。一いつ閃せん。雲霧。剣華繚乱。剣身一体

			《武術》

			　ゼフォード流守護剣術：開祖

			《称号》

			　臭い奏者。ゴリラの嫁を持つ男。総ての頂点。自重知らず。雄の王。滅龍士。神斬り。魔導の極致。瞬殺者。全魔物の悪夢。世界を屈服させた男

			《所持金》

			　５８３３億６１４７万５６０Ｇ

			　

			　とうとうステータスにさえ畏れられたあああああああああああああ！

			　いったい何なの!?　この世界は俺に何を求めてるの!?　そのくせ、なぜ未だに魅力の値が適当なんだ……！

			　つか、こんなステータスで未だに種族が『人間』ってオカシイでしょ!?

			　もういいよ！　覚悟はできてるんだからさぁ!?　いっそのこと『化物』にしてよぉ！

			　そんな風に思っていると、なぜか以前確認したように、種族の人間の部分だけピックアップされ、説明文が表示された。

			　

			『人間』……これぞ、未完成にして完成された個体。すべての行動で神にでも魔王にでも変化する。そして、完成しないからこそ、無限の進化を遂げることができるのだ

			　

			『化物』より酷ひどぇよおおおおおおおおおおおおおおおおおお！

			　怖すぎるだろ!?　人間って何なの!?　哲学的すぎてついて行けないよ!?

			　荒ぶる内心を必死に宥なだめながら、見慣れない固有スキルを確認する。お、オーケー……俺はいたって冷静だぜ……？

			　……てか、『世界眼』って固有スキルなんだね。

			　それにしても、『我慢』と『喜怒哀楽』って……なんか人間っぽいスキルだなぁ。

			　まあ、チートっぽいスキル名でもないし、この固有スキルは大丈夫だろう。

			　

			『我慢』……《人間》の種族で一定レベルまで達したことにより、解放されたスキル。あらゆる物理的ダメージや精神的ダメージを耐えた秒数×攻撃力が上昇する。耐えきって上昇した攻撃力は、その場で解放しなくとも、次の戦闘に持ち越せる。常時発動

			『喜怒哀楽』……《人間》の種族で一定レベルまで達したことにより、解放されたスキル。いろいろなものに触れ、心が動き続けることで、全ステータスが上昇し続ける。常時発動

			　

			　今回一番ヤベェスキルじゃねぇかあああああああああああああああああああああああああああ！

			　もう俺のなかで『人間っぽい』って言葉が信用できねぇよ!?

			　え、嘘でしょ!?　だって『我慢』なんて、秒単位で俺の攻撃力にかけられていくんだぞ!?

			『喜怒哀楽』にいたっては……って、今まさにこの感情の動きで全ステータスが上昇し続けてるってことだよねぇ!?

			　こんなにチートなスキルたちを手に入れて、本来なら喜ぶ場面なんだろうけどさ？　違うじゃん？　いや、もちろん誰かを護るためには何よりも強くなきゃいけないんだろうけど、これは過剰すぎじゃん？　度を越えてるじゃん？　オカシイじゃん!?

			　敵から守ろうと攻撃すれば、その敵だけじゃなくて世界すら消し飛ばしそうな勢いだよね！　勢いって大事だし好きだけど、これはやりすぎだと思うんだ！

			　他にも、なぜか『反射防衛』や『無間地獄』のスキルが攻撃系じゃなくて特殊系に分類されてたり、もはやすべての状態異常を無効化する『完全耐性』なんかを習得したことは些さ細さいなことだろう。うん……本当に些細なことだよ……。

			　崩れ落ちそうになりながらも何とか踏みとどまり、最後に称号の欄に目を向けた。

			　

			『瞬殺者』……大量の魔物を一瞬にして全滅させた者に与えられる称号。戦闘において、俊敏力と攻撃力に最大の補正あり

			『全魔物の悪夢』……すべての魔物にとっての悪夢である者に与えられる称号。魔物との戦闘時、ステータスに最大の補正あり。また、対たい峙じする魔物のステータス半減

			『世界を屈服させた男』……この世界を畏れさせた者に与えられる称号

			　

			　ついに、俺は膝から崩れ落ちた。

			「誠一!?　大丈夫!?」

			　すると、そんな俺の様子を見て、サリアが慌てて駆け寄ってきてくれた。

			「ハハ……ハハハハハ……ダイジョウブ、ダイジョウブ。ちょっと自分が人間か怪しくなってへこんでるだけだから……」

			「？　誠一は人間でしょ？」

			　首を捻りながらそう言うサリアに心が救われた俺は、思わず無言でサリアを抱きしめてしまった。

			　よかった……ちゃんと人間って言ってもらえたよ……。

			　サリアのおかげで心が軽くなった俺は、徐々に手に入れた称号に対するツッコミがあふれ出てきた。

			　なに？　『瞬殺者』って！　物騒すぎるんじゃない!?　『全魔物の悪夢』とか、明らかに普通じゃねぇよ！

			　そして『世界を屈服させた男』！　何のステータス補正もないくせに、ムダに仰々しいのはなぜ!?

			　まあ結局、俺は人間を辞めた人間ということですね。今回のレベルアップでそれがよく分かりましたとも。

			　……ちょっと待てよ？　もし、今回の魔物の侵攻が誰かの手によるものだとしたら……俺のレベルが上がったのも、そいつのせいってことだよな？　だって、魔物を倒さなきゃレベルも上がらないわけだし。

			　こんな状況を作り出したヤツがいるんだとすれば……よし、全力でぶん殴ってやろう。だって、そいつのせいで精神的ダメージが蓄積されてるんだからな！　今もすでに、『我慢』と『喜怒哀楽』のスキルが発動しちゃってるしね！

			　そんないるかどうかも分からない相手に黒い笑みを浮かべていると、一人の兵隊さんが全員の前に出て、声を張り上げた。

			「みんな、聴いてくれぇ！　たった今、陛へい下かから完全に魔物の脅きよう威いが去ったことが告げられた！　そこで、みんなには一度王城に出向いてもらい、報酬を渡したいと思っている！　あと、この魔物を全滅させた……誠一君！」

			「は、はい!?」

			　いきなり名前を呼ばれた俺は、驚いて間抜けな声を出してしまった。

			　つか、やっぱり魔物を全滅させたのが俺だってバレてる……。いや、あんなド派手な魔法をぶっ放せば分かるか……。

			　まあ、ルイエス倒したり、フロリオさんと魔法の訓練をするとき、だいぶやらかしちゃってるから、今さらではあるんだけども。

			「非常に言いにくいのだが……今回倒した魔物のドロップアイテムを、冒険者やこの国の兵士たちの報酬にしたいのだ。もちろん、タダでとは言わない。ドロップアイテムのなかでも強力なものは優先的に君に渡し、なるべく君の要望に沿う形の報酬も用意しようと思っているのだが……どうだろう？」

			「あ、別にいいですよ」

			「そうだよね……そう簡単に譲って――くれるの!?」

			「はい。まあ、今のところお腹いっぱいなので……」

			　これ以上チートを手に入れても、持て余すからね！

			「よ、よく分からないが……ありがとう！」

			　兵隊さんは、俺の言葉に嬉しそうに笑うと、今話したことを他の兵隊さんや冒険者へと伝えた。

			　それにしても……本当に被害もなく、無事に終われてよかった。……予想以上に変態どもが強かったおかげってのもあるけれど。

			「誠一！」

			「主様！」

			「……見つけた」

			　兵隊さんの言葉に、歓声を上げる冒険者たちを遠くから眺めていると、アルたちが俺たちのもとに帰ってきた。

			　俺も声をかけようとすると、それより先にアルが俺の首に手を回し、訊きいてきた。

			「おい、あの魔法は何だ!?　てか、お前やっぱり強ぇじゃねぇかよ！　お前のステータス表記とかウソだろ!?」

			「い、いやー……そこはほら、男の子の秘密ってことで……」

			「そんな乙女の秘密みたいに言われても誤ご魔ま化かされねぇからな!?」

			「ば、バカな!?」

			「逆に何でそれで誤ご魔ま化かせると思ったんだよ!?」

			　いや、アルに俺の秘密を言うのは特に構わない。それはサリアも同じで、この二人なら俺のステータスを見ても、怖がることなく普通に接してくれると信じてるから。なので、そういう意味での恐怖はまったくない。

			　ただ、説明するとなるといろいろ長くなるので、落ち着いたときにでも俺が勇者召しよう喚かんからはぐれた一人ということも含めて話そうと思っていた。ぶっちゃけて言えば、説明が面倒くさいというのもあるんだけどねっ！

			　次々と繰り出される質問の嵐を何とかはぐらかし続けていると、ルルネが苦し気な表情で俺に言った。

			「主様……」

			「おい、どうした？　もしかして、どっか魔物にやられたのか!?」

			　一度戦ってる場面を見たときはそんな様子はなかったけど、やっぱりキツかったのだろうか。　心配になった俺は、ルルネに駆け寄ると、怪我がないかしっかりと確認する。

			　すると、ルルネは頬を染め、恥ずかしそうに言葉を続けた。

			「あ、あの……怪我をしたというわけではないので……その……あまり近くで見られると恥ずかしいのですが……」

			「おわっ!?　す、スマン！」

			　普段のルルネからは想像できない苦し気な様子だったため、焦ってしまった。

			　再び落ち着くと、俺は再度ルルネに尋ねた。

			「それで？　どうしたんだ？」

			「それが――――」

			　ぐぅ～。

			　突然、そんな音が俺たちの間で響き渡った。

			　その音に、ルルネは恥ずかしそうに顔を俯うつむけ、逆に俺たちはルルネに視線を集中させた。

			　少し間を置いて、ルルネは顔を真っ赤に染めながら、上目遣いで俺に言った。

			「…………お腹が、すきました…………」

			　ルルネの言葉に、俺たちは一気に脱力した。な、何だ……お腹が空いただけか……って、いつも通りじゃね？

			　しかし、こうしていつも通りがあるという幸せに、俺は思わず笑みをこぼした。

			「あ、主様！　笑わないでください！　いつも食事のことばかりではしたないと自覚しておりますが、恥ずかしいものは恥ずかしいのです！」

			「自覚してたの!?」

			　逆にそのことに驚きなんだけど!?　ただひたすらに食い意地を張り続けてるだけかと思ってたのに……。

			　ルルネは、俺に笑われたことがショックだったようで、少し拗ねてしまった。

			　そんな様子に、思わず苦笑いする。

			「悪かったよ。今日の食事じゃなくて、また別の日に、美お味いしいモノを食べに行こう」

			「……本当ですか？　二人っきりで？」

			「？　なぜ二人っきりなのかは分からないけど、ルルネがそれを望むなら、それでいいよ」

			「なっ!?　そ、それじゃあオレも！　オレも二人っきりで食事に行きたいっ！」

			「ええっ!?」

			「私も私も～！」

			　なぜかルルネだけでなく、アルとサリアまでそう言いだした。

			　しかし、ルルネは俺と二人っきりで食事に行ければそれでいいらしく、アルもサリアもそれぞれ後日、二人っきりで食事に行くことになった。

			　……これ、もしかしなくてもデートだよね？

			　恋愛初心者の俺に、超美少女と二人っきりでお食事デートとか、なかなかハードル高いと思うんだ。

			　いや、今までも露店で食べ歩きしたり、買い物に行ったりはしてたけど、デートという意識で行動はしたことがなかったため、こうして突きつけられると戸惑いと恥ずかしさが込み上げてきた。

			　誰得でもないが赤面していると、不意にローブが引っ張られた。

			「……誠一お兄ちゃん」

			「ん？　どうした？　オリガちゃん。あ、もちろんオリガちゃんとも食事に行くよ？　えっと……オリガちゃんも二人っきりがいいの？」

			「……ん」

			「そ、そうか……」

			　ま、まあ、オリガちゃんとなら、妹と食事に行くくらいの気持ちなので、アルたちのような緊張はない。ただ、しっかり楽しんでもらいたいなとは思うけどね。

			「……それと、まだ話、ある」

			「え？」

			　てっきり、食事の話だけかと思っていた俺は、首を捻る。

			「……約束。頭、ナデナデ……して？」

			「っ！」

			　上目遣い気味にそう言うオリガちゃんの表情は、とんでもない破壊力を有していた。

			　今のオリガちゃんを、あのギルドのロリコン……ウォルターさんに見られたら大変なことになるなぁ……。

			　そんなことを思いながらも、約束をはたすため、俺はオリガちゃんの頭を撫なでてあげた。

			「よく頑張りました。でも、無理はしちゃダメだよ？　オリガちゃんが傷ついたら、俺は悲しいからさ」

			「……ん。ありがとう」

			　オリガちゃんは、俺に頭を撫なでられると、少し頬を染め、はにかんだ。

			　そうこうしているうちに、冒険者たちが王城に報酬をもらうためにそれぞれ移動を開始し始めた。

			　俺たちも雑談をしながらゆっくり王城に向かっていると、バーナさんが俺のもとにやって来た。

			　しかし、その表情は穏やかなものではなく、とても真剣なものだった。

			　その様子に気圧されながら、何とか声を出す。

			「あ、あの……ど、どうかしましたか？」

			「……」

			　バーナさんは何も答えず、さらに無言で俺に近づいてくる。え、ちょっと。スゲー怖いんですけど？

			　そして、俺の目の前まで来ると――――。

			　ガシッ！

			　突然、俺の両肩を力強くつかんだ。

			　あまりにも唐とう突とつな行動に、驚いて体を強こわ張ばらせていると、バーナさんは目を輝かせ、俺に言い放った。

			「誠一君！　ワシの学園に――――教師として来てくれんか!?」

			「……………………へ？」

			　その依頼に、俺は間抜けな声を出すことしかできなかった。

		

	
		
			動き出した歯車

			　

			「フッ……！」

			　私――ルイエス・バルゼは、象の見た目に、巨大な角を生やした魔物……『ドン・ホーン』を一刀両断しました。

			　斬られた巨体は、ゆっくりと地面に倒れ、大きな地響きを立てます。

			「ふぅ……こんなものでしょうか」

			　ふとあたりを見渡せば、大量に転がる魔物の屍が。

			　今倒した魔物が最後だったらしく、目に見える範囲で、他の魔物の姿はありません。

			　どうやら、無事に魔物の侵攻を食い止めることができたようでした。
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			『無事、事を終えることができたな』

			　ふと、隣に威圧感を放つ黒色の鎧よろいが現れました。私の同僚、黒の聖騎士です。

			「ええ。……それで、周辺の村々に被害はありましたか？」

			『案ずるな。どこにも被害は一切出ておらん。我々の兵たちにおいてもそうだ。怪我人は一人も存在せぬ』

			「そうですか。それはよかったです」

			『……しかし、相変わらずの戦闘力であるな。今回の魔物の侵攻は優に五千を超えていたと思うのだが、軽く三分の一は主が倒したであろう』

			「そうでしょうか？」

			　黒の聖騎士にそう言われるも、あまりそう言った実感はわきません。

			　ただ、師匠とともに訓練するようになり、新たに力をつけたことは確かでした。

			　急激な戦闘力の増加は望めなくとも、長時間にわたって戦闘する術を師匠との訓練で身に付けました。

			　長時間戦闘するために、無駄な動作をすべて切り捨てました。攻撃を避けるときも、必要最小限の動きで。攻撃するときも最速かつ最大威力を発揮する動きを、とことん追求したのです。

			　昔の私が今回のような数多くの魔物との戦闘を続けていれば、今ほど余裕を持って立っていることはできなかったかもしれません。

			　そう考えれば、先ほど感じられなかった実感もわいてきます。

			「まあ、すべてが無事ならいいでしょう。私は【剣聖の戦乙女ワルキユーレ】を率いて、王都に戻ります」

			『ぬ？　それは少し待ってくれぬか？　こちらもいろいろと後処理というモノが――――』

			「師匠を待たせているので」

			『主はそんなヤツだったか!?　いや、ほら……我々【奈落の黒兵団アビス・シユヴアルツ】だけではこの魔の眷属の落とす秘宝を集めるのも苦労するというかなんというか……』

			「みなさん、30分ほど休憩したのち、王都へ帰還しますよ」

			「「「はーい」」」

			『話を聴けぇいッ！』

			　後ろで何やら騒ぐ黒の聖騎士を無視し、適当な場所で腰を下ろします。

			　王都のほうにも魔物が侵攻しているという話でしたが、師匠がいますし、大丈夫でしょう。

			　そんな気を抜いた直後、レベルが５００になって以来、久しく聞いていなかった声が、頭のなかに響き渡りました。

			　

			『レベルがアップしました』

			　

			　……どうやら、私もバーナバス様と同様に、『超越者』の一人になったようです。

			　以前の私なら戸惑ったりしたでしょうが、今の私は、師匠の弟子です。この程度では驚くに驚けません。

			　せっかく『超越者』となったというのに、どこか驚ききれない私は、結局王都に帰還するまで誰にこのことを告げるわけでもなく、この場を後にしました。

			　あ……帰ったら、真っ先に師匠に教えてあげましょう。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　私――神無月華蓮は、バーバドル魔法学園で他の生徒たちとともに魔法についての講義を受け、魔物との戦闘を行っていた。

			　この学園に来て、一週間も経たないうちから、魔物との戦闘を経験した私たちだが、魔物を殺したというのに、私たちの精神に何ら変化はなかった。

			　全生徒が精神的に強いというわけでもなく、むしろ気の弱い生徒も少なくないのに、誰もが魔物を殺したことを気に病んだりしていないのだ。

			　むしろ、魔物を殺し、レベルアップによる戦闘力の強化で、興奮する者が多いくらいだ。

			　おそらくだが、私たちがカイゼル帝国に召しよう喚かんされた際、そこらへんの精神構造も変化させられたのだと、この学園に来て、魔法を学んだことで推測している。

			　そして今現在、私のステータスが……。

			　

			《神無月華蓮》

			　種族：人間

			　性別：女

			　職業：魔法騎士

			　年齢：18

			　レベル：20

			　魔力：１０００

			　攻撃力：５００

			　防御力：５００

			　俊敏力：５００

			　魔攻撃：５００

			　魔防御：５００

			　運：５００

			　魅力：測定不能

			《装備》

			　上質なシャツ。上質なスカート。上質なブレザー。上質な下着。上質な黒タイツ。上質な革靴。腕輪。鉄の剣。聖剣【待機中】

			《スキル》

			　鑑かん定てい。二段飛び

			《魔法》

			　火属性魔法：中。水属性魔法：中。風属性魔法：上。光属性魔法：上

			【固有魔法】聖属性魔法：極きわみ

			《奥義》

			　新月斬

			《武術》

			　神無月一刀流：皆伝

			《称号》

			　勇者。財閥令嬢。指導者

			《所持金》

			　２３８００Ｇ

			　

			　これである。

			　勇者である私たちは、この世界の人間に比べ、レベルアップ時のステータスの伸びが高いらしく、おまけに魔法も勇者全員が使える聖属性を除けば、最低でも三属性……この世界の魔法基準を大きく覆くつがえす力を身に付けていた。

			　……だから、多くの生徒が増長するのも仕方ないと言えば、仕方ないのだが……。

			「それにしても、この視線に慣れることはできないな……」

			「そうですね……」

			　隣を歩く、部活でも一緒だった後輩の高宮翔太が、私の呟つぶやきに答える。

			　私たちは、ただ学園の廊下を歩いているだけなのだが、怯えた視線や敵意のこもった視線といった、友好的ではない視線を向けられていた。

			　そんななかを歩いていると、向かい側からこちらへ歩いてくる三人が見えた。

			　先頭を歩く金髪碧眼の男はこちらに気付くと、軽く会釈をしてきた。

			　……ロベルト・イロアス・ウィンブルグ。

			　隣を歩く翔太もなかなかの男前だが、この男は、それを越える顔だちをしており、その立ち振る舞いは優雅で、地球で多くの重鎮たちと会ってきた私でさえ感嘆するほどだった。

			「これは勇者殿。ご機嫌は……麗しくないようですね」

			　私たちに近づくと、ロベルトはそう言った。

			　しかし、その言葉には皮肉も何も込められておらず、純粋に私と翔太の様子を見て、感じたままを口にしたようだった。

			「おい、兄貴。立ち話なんてしてたら、次の授業に遅れるぜ？　次はドルガー先生の授業だろ？」

			「……ジオニス。お前はもう少し口調をどうにかできないのか？」

			「あー無理無理。俺は兄貴みたいに頭がよくねぇからよ。そんな堅苦しい口調なんざ使えるか」

			「王族なのだから、そこはしっかりと……」

			「だあああっ！　兄貴が王になって、他国との交渉だのなんだのすべてするんだからいいだろ!?　俺は剣を振ってるほうが性に合ってるしな！　兄貴が王で、俺が将軍！　ほら、何の問題もねぇ！」

			「だから、そういう問題では……」

			　突然、繰り広げられた言い合いに、私も翔太も唖あ然ぜんとする。

			　ロベルトと言い合いをしているのは、ロベルトの弟であるジオニス・ガルディアン・ウィンブルグ。

			　ロベルトがいかにも貴公子然とした雰囲気で、サラサラの金髪を整えているのに対し、ジオニスはこのバーバドル魔法学園の制服を着崩し、ロベルトと同じ金髪を適当に切りそろえ、どこか荒々しい印象を受けた。

			　そんな二人に、とうとう黙っていた最後の一人が声を出した。

			「ロベルト兄様も、ジオニス兄様も……その辺にしたらどうかしら？　じゃないと……」

			「「!?」」

			　ロベルトたちと同じ金髪を腰まで伸ばし、勝気な青い瞳ひとみを持つ少女。高貴な雰囲気のなかにも、力強さを感じさせた。

			　人形のように整った顔ながら、無機質さはなく、人間味を感じさせる少女は、ロベルトたちの妹である、ラティス・デア・ウィンブルグだった。

			　ラティスが右手の拳を見せると、そこには紫色の雷が纏まとわれていた。

			「妹の手を煩わずらわせたいのかしら？」

			「い、いや……そんなことはないぞ。その……ジオニス、少々うるさく言いすぎたな。すまない」

			「あ、いや、俺こそ……もう少し、口調は気を付けるよ」

			　ラティスの言葉と拳に二人は焦った様子を見せると、素直にお互いが謝罪した。

			　もはや、目の前の状況について行けない私に、ラティスが心から申し訳なさそうにする。

			「すみません、私の愚兄どもが……」

			「ラティス。それはさすがに言いすぎではないか？」

			「そうだそうだ！　お前が一番口悪ぃじゃねぇかよ！」

			「それの何が問題なのかしら？」

			「「……」」

			　ラティスは開き直るという次元を超えて、ロベルトたちにそう返した。

			「まあいいわ。……勇者様。私たちも授業がありますし、これで失礼させていただきます。では……」

			「あっ、おい！　悪ぃな、俺らもこれから授業でよ。んじゃ！」

			「ラティスは相変わらずだな……では、勇者殿。私たちもこれにて……」

			　ジオニスとロベルトの二人も、私たちにそう告げると、ラティスを追って去っていった。

			「……変わった方々だな」

			「……そうですね。この学園で、珍しく俺たちに敵意を見せない人たちですし……」

			　そう、ロベルトたちは、この学園で貴重な私たちを相手に普通に接してくれる人物だった。

			　ロベルトたちも他の勇者の行いを知っているはずなのだが、それでもこうして普通に接してくれるということは、彼らが個人をしっかり見定める人物なのだろう。

			「そう言えば、彼らは王族だったな。確か、ウィンブルグ王国という名だったはずだが……」

			「ああ、そう言えば、地理学で習いましたね。俺たちを召しよう喚かんしたカイゼル帝国からだいぶ離れてて、ここ１００年は戦争もない平和な国……でしたよね？」

			「……そうだな。彼らのような者が王になる国だ。私たちを召喚した国などと比べ物にならぬほど、よい国なのだろう」

			「……」

			　どこかしんみりとした雰囲気になってしまったが、不意に翔太が声を出す。

			「ん？　……あれ、世渡か？」

			「？」

			　翔太が視線を向けた先を見ると、カイゼル帝国の帝王たちと謁えつ見けんした際、物申していた少女たちの一人がいた。

			　確か……世渡愛梨だったか？

			　世渡は、何やらキョロキョロとあたりを見渡しており、見るからに何かを探している様子だった。

			　そんな彼女に近づき、何をしているのか尋ねた。

			「どうかしたのかい？」

			「あっ、生徒会長さん！　ん？　あと翔っちも？　どうしたんスか？」

			「いや、何か探しているようだったからね……」

			「世渡、野島たちはどうした？　最近、大人しくなったのか全然姿を見ないんだが……」

			　私が質問し、翔太が不思議に思ったことを聞くと、世渡が笑った。

			「あ、優佳たちッスか？　なんか周囲から勘違いされがちっスけど、優佳は別に元々大人しくないわけじゃないっスよ？　地球のときも、トラブルに首を突っ込んだ結果、喧けん嘩か沙ざ汰たになったとかばっかりですし……。まあ、今はみんなと同じように、普通に授業を受けてるッス」

			　世渡の言う優佳という人物は、悪目立ちするグループの一人、野島優佳のことだろう……確か、レディースの総長をしていたんだったか？

			　とにかく、世渡が言う通りなら、野島たちは暴れる理由がないというより、元々危険の少ない少女たちだったのだろう。

			「なるほど。それで？　君は何をしているのかな？」

			「あっ、そうでした！　生徒会長さんに翔っちも、『せいちゃん』を知らないッスか？」

			「「せいちゃん？」」

			　私と翔太は、揃って首を傾げる。

			「そうッス。いや、この世界に来てから、ずっと捜してるんスけどねぇ……」

			「……えっと、それは物だろうか？　それとも、人かい？」

			「せいちゃんは人っスよ？　何言ってるんですかぁ！」

			　能天気に笑う世渡。……いや、唐とう突とつにせいちゃんと言われても、何なのか分かるわけないのだが……。

			　気を取り直して、一度咳ばらいをし、もう少し詳しく聞いてみる。

			「んん！　それで？　そのせいちゃんという人物は、私たちと同じように、この世界に召しよう喚かんされているのかい？」

			「同じ学校ですし、たぶん、そうだと思うんスけど……」

			「それじゃあ、本名を教えてくれるかい？　そうすれば、簡単に分かるんだが……」

			「本名ッスか？　えっと……あれ？　何でしたっけ？　生徒会長さん」

			「いや、私は知らないよ？」

			「んじゃあ、翔っち？」

			「何が『んじゃあ』なの!?　世渡が分からないのに、俺が分かるわけないだろっ！」

			「おかしいッスねぇ……翔っちは知ってると思ったんスけど……」

			「……その根拠がどこから来たのかぜひ聞きてぇよ……」

			　翔太が、疲れたように言った。

			「ふむ……そのせいちゃんとやらをこの世界に召しよう喚かんされてから、ずっと捜していると言ったね？」

			「はいッス。ウチの学校って人数多いですし、どこかですれ違いになってたりするのかなぁって……」

			　確かに、世渡の言う通り、召喚された人数が多いし、全校生徒が一度に集まったとしても、そのなかから捜している人物を見つけるのは難しいかもしれない。

			　おまけに、常に全校生徒が集まるわけでもないので、なお見つけるのは難しかった。

			　それでも、半年以上経ち、未だに見つけられないということはないと思うのだが……。

			「なぜ、そのせいちゃんを探しているんだい？」

			「せいちゃん、友達少ないッスから……こんなとき、困ってるんじゃないかと思って。それに、昔、助けられたッスから……ほら、その……恩返しッス！」

			　世渡は、なぜか頬を染め、そう言い切った。

			　……なぜだろう。今、私のなかで、強敵が目の前に現れたような気がしたんだが……。

			「まあいいッス。ウチは、まだこれからも捜してみるッス。生徒会長さんたちも、もしせいちゃんを見かけたら、『あいりん』が捜してたって伝えてほしいッス」

			「あ、あいりん？」

			「んじゃ、そう言うことで！」

			　世渡はそれだけ言うと、再びせいちゃんとやらを捜し始めた。

			「……何というか、元気だな。彼女は……」

			「……そう……ですね……」

			　翔太が妙に歯切れの悪い返事をしたので向き直ると、何やら思案顔でぶつぶつと呟つぶやいていた。

			「……まさかアイツのことじゃ……いや、でも……」

			「……」

			　よく分からないが、翔太には、せいちゃんとやらに思い当たる人物がいたのだろう。

			　未だに考え続けている翔太を連れ、私は次の授業へと向かった。

			　――――私と『彼』の再会が近いなど、このときは夢にも思わなかった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「えーっと……」

			「どうじゃ!?」

			　俺……柊誠一は、目の前で鼻息を荒らげるバーナさんを相手に、どうすればいいか悩んでいた。

			　バーナさんが俺に告げた内容は、俺をバーバドル魔法学園の教師として招きたいというものだった。

			「あの……どうして俺なんでしょうか」

			　そう、まずはそこが気になる点だった。

			　魔法だって、バーナさんは【魔聖】と呼ばれるくらい、すごい人らしいし……。

			　しかし、俺の質問がおかしかったらしく、バーナさんはきょとんとした表情を浮かべた。

			「何を言っておるんじゃ、誠一君。先ほどの魔物を全滅させた魔法は、君オリジナルの魔法じゃろう？　あそこまで強力かつ精密な魔法で、しかもオリジナルというのじゃから、君はワシを優に超越しておるよ。そんな人物が目の前にいるんじゃぞ？　ぜひともその力を伝授してもらえればと考えるのは当然じゃろう？」

			　ナンテコッタイ。

			　どうやら俺は、『超越者』を超越したらしい。もうソレ、なんて言えばいいの？　『超・超越者』？

			「ま、まあ、バーナさんの言いたいことは分かりました……」

			「それじゃあ、教師として来てくれるのか!?」

			「ち、ちょっと待ってください！　それはまだ、決められません！」

			「なぜじゃ？　お金なら、しっかり払うぞ？」

			　いや、正直お金はどうでもいいんだが、それでも今すぐこの場を離れるわけにはいかない理由がある。

			「まず、俺はルイエスに、彼女が王都に帰ってくるまでの間は、王都から出ないことを約束しています。ですから、最低でも……後一週間はこの王都から離れることができません」

			「むぅ……なるほど、ルイエスとそんな約束をしておったのか……誠一君の強さを信頼したからこそ、あの王の傍から離れることのなかったルイエスが、『黒の聖騎士』のもとへ向かったのじゃな……」

			　そう、ルイエスは俺に街の守護を任せた。

			　……まあ、俺の守りなんて必要ないんじゃね？　と思うくらい、変態どもが強かったわけだが、それはそれとして、ルイエスは俺を信頼してこの街を任せたのだ。なら、帰ってくるまでしっかり待っているのが、その信頼にこたえることだろう。

			「あと、俺は、ここにいるサリアたちと離れたくありません」

			　そう、一番の問題は、俺が教師として学園に行くことで、サリアたちと離れ離れになってしまうことだった。

			　正直、翔太たちのことも気になるし、学園に行きたいという気持ちはある。だけど、それでも、サリアたちを置いて行くという選択肢は、俺にはない。

			　誘われているのが俺だけなのだから、サリアたちを連れて行くわけには……。

			「そういうことか。なら、サリア君……でいいかのぅ？　サリア君は生徒として。そちらの冒険者の彼女は……先ほどの戦闘を見たところ、十分ワシの学園で戦闘を教えられる技量にあるし、誠一君と同じように教師として。魔物を蹴けり飛ばしておったお嬢さんは、生徒でもいいし、教師としてでもいい。ワシの学園は、常に優秀な人材を求めておるのじゃ。今さら、教師や生徒が何人増えようが、関係ないんじゃよ」

			　バーナさんの提示した内容に、サリアたちも目を見開いて驚いた。

			　ただ……。

			「あの……この子……オリガちゃんはどうですか？」

			「むぅ……少々幼すぎるのじゃが……そう言えば、魔物を倒す前ランゼに聞いたのじゃが、この少女はランゼを暗殺しようとしたんじゃったな？」

			「えっと……そうです」

			「ふむ……ルイエスの警戒を抜ける腕を持つか……。なら、オリガちゃんは、誠一君のお手伝いをすればよい。これならどうじゃ？」

			「えっと……そこまでしてくださるのなら、俺としては問題ないのですが……」

			　ふと後ろで話を聴いていたサリアたちに視線を向ける。

			「私は全然大丈夫だよ！　学校ってなんだか面白そうだし！」

			「オレも別に構わねぇよ。……まあ、誠一の居場所が、オレの居場所みたいなもんだしな……」

			「私はもとより主様の騎士。どこに行こうが、付き従うまでだ」

			「……ん。誠一お兄ちゃんたちがいるなら、私も行く」

			「なら決まりじゃな！　誠一君が言っていた通り、ルイエスが帰ってきてからの出発になると思うが、それでよいか？」

			「はい、大丈夫です」

			　何とか、サリアたちも学園に行けることになり、ルイエスたちが帰ってきたあと、出発することになった。

			　ただ、バーナさんはバーナさんで、ランゼさんにも用事があるらしいので、ルイエスが帰ってきたからと言って、すぐに出発できるかどうかは分からないそうだ。

			　出発するまでに、いろいろと準備をしないとな。

			　ルイエスとの訓練もあるが、講師の件を説明して、帰ってきたら再開というかたちにしてもらおう。

			　それこそ、お世話になった人たちに挨あい拶さつはしておかないと。

			「よし、それじゃあ、ワシらも報酬とやらをもらいに行くとするかのぅ」

			　バーナさんは、どこかほくほく顔で、王城へと歩いて行った。

			　……思いがけないところで、翔太たちと再会できそうな機会がやってきた。

			　カイゼル帝国には何やら不穏な動きがあるし、しっかりとこの目で翔太たちの安全を確かめないとな。

			　それとは別に、教師としてだが、半年ぶりの学園生活にも少し興味がある。

			　サリアたちも一緒なわけだし、地球のころ以上に充実した学園生活になることは間違いないと思うんだがな。

			　そんなことを考えながら、俺たちも報酬をもらうため、王城へと向かうのだった。

		

	
		
			ルルネと露店デート～大食い大会～

			　

			　国からの報酬として、魔物たちからドロップしたアイテムを貰った翌日。

			　まだ、ルイエスは帰ってきていないので、今日は以前ルルネと約束した美お味いしいモノを食べに行くことになった。

			　……ちなみに、俺が倒したことによって手に入ったドロップアイテムだが、やはりというか、普段なら手に入らないような貴重なモノばかりがドロップしていたらしく、報酬の選別をしていた兵隊さんたちが驚きよう愕がくしていた。

			　ただし、それらすべてが俺のせいだと兵隊さんたちだけでなく、国王様であるランゼさんも薄々気付いてはいるようなのだが、ランゼさんはラッキー程度の認識しか持っていないようふるまってくれた。

			　……王様としてはどうかと思うが、俺にとっては助かるので、本当にランゼさんには頭が上がらない。

			　それで、俺がもらったドロップアイテムはこれらだった。

			　

			『千せん手じゆ甲こう』……神話ミソロジー級装備品。自身が攻撃をするとき、その攻撃の数が倍になる。また、通常攻撃に光属性が付与される

			『空くう王おうのブーツ』……神話級装備品。空中に足場を展開し、自由自在に歩き回ることができる。また、足に風を纏まとわせ、攻撃することも、スピードを上げることも可能

			『水すい神じんの水筒』……神話級装備品。飲んでも飲んでも減ることのない水筒。なかの水は、一口飲めば状態異常をすべて回復させ、飲んだ者を健康体へと変える

			　

			　また、俺は神様を殺してしまったらしい。

			　もうね、ぶっ飛んだ能力のオンパレードだよな。

			　千手甲の効果は、例えるならどこかの化物が一度に１００の斬ざん撃げきを放つと、勝手に２００の斬撃に変わるってことだ。しかも、光属性が付与された状態で。……この化物ってのは、俺のことじゃないからね？

			　報酬でもらうまで気にしていなかったが、倒した魔物から手に入れた情報を整理していると、『サウザンド・ゴーレム』という魔物の知識があった。どうやら、そいつから手に入れたアイテムらしい。だって、それ以外に腕が千本もありそうな魔物の知識がねぇんだもん。

			　空王のブーツは、サリアが履はいている『蒼あおの靴』の上位互換。空中を歩くのに制限もないし、なおかつスピードもアップするっていう壊れ性能。

			　この装備は、どの魔物からドロップしたのか、よく分からなかった。だって、『スカイドラゴン』やら『天獅子』やら、いかにも空の王様っぽい名前の魔物が多すぎるんだもの。

			　防具とは違うが、水神の水筒もチートな性能を有している。

			　俺には関係ないかもしれないが、状態異常をすべて回復させるんだぞ？　しかも、水筒の中身は減らないし、健康体に変えるってことは病気まで治してしまうんだろ？　とんでもねぇじゃすまねぇよ。

			　このアイテムもまた、どの魔物からドロップしたのか分からなかった。『水蛇』やら『アクアロード』やら、それっぽいのが多すぎる。なんにせよ、【水神】というからには神様だったんだろうが、それすら俺は瞬殺しちゃったわけだ。

			　他にもいくつか装備品はもらったし、倒した魔物すべての部位を少しずつもらったりもしているが、それらを語っていたら時間がなくなってしまう。

			　今日はルルネと美お味いしいモノを食べ巡るのだ。朝食を抜いて、朝早くから露店をまわるコースを考えている。あの広場の露店は、朝早くからでもやってるからな。

			　サリアたちはギルドで依頼を受けたり、部屋でゆっくりしたりして過ごすらしい。

			　ともかく、ルルネが待っていたらあれなので、すぐに用意をして部屋から出た。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　宿屋の外で待っていると、少し時間が経ってから、ルルネがやって来た。

			「あ、主様、すみません！　あの……待たせてしまいましたでしょうか？」

			「いや？　そんなことないよ。そんなことよりも、今日は美お味いしいモノを食べに行くんだろ？　朝食べてないから、お腹がペコペコでさ……」

			「そ、そうですか！　では、早速行きましょう！」

			　ルルネは笑顔を浮かべると、そのまま急いで先を行こうとする。

			　お腹が空いているのは確かだが、今日はゆっくりと美味しい店を巡りたいので、手を掴み、ルルネを引き留めた。

			「ルルネ、そんなに急がなくても食べ物は逃げないよ。ゆっくり行こう？」

			「あ……そ、そうですね。……それで、主様……」

			「ん？」

			「手……」

			「あっ、ゴメン！」

			　ルルネが恥ずかしそうにそう言ったことで、俺はルルネの手を握ったままだということに気付いた。

			　慌てて手を離そうとするが、逆にルルネは俺の手を握ってきた。

			「ルルネ？」

			　怪け訝げんに思いルルネの顔を見るが、ルルネは顔を俯うつむけたまま言った。

			「……今日一日でいいので……このまま、手を握っていてもよろしいでしょうか……？」

			「……」

			　誰だ、この子。

			　食べ物が大好きで、凛り々りしいんだか天然なんだか分からないルルネはたくさん見てきたが、耳を真っ赤にして、ここまでしおらしく、そして恥じらうルルネは、今まで見たことがなかった。

			　いつもと違う雰囲気に戸惑いながら、思わず呆然としていると、ルルネが不安げな様子で声をかけてきた。

			「主様……？」

			「あ、だ、大丈夫！　えっと、俺なんかでよければ、いくらでも手を握ってくれ！」

			　どんな返しだよ、俺。

			　テンパっていた俺は、妙な返事をすることしかできなかった。

			　だが、ルルネはその一言で、少し頬が赤いままだが、ふわりと笑った。

			　唐とう突とつな笑顔に、今度は俺の顔が赤くなったが、それを悟られないよう顔を逸らす。

			「ほ、ほら！　いつまでもこの場所にいたら迷惑だろ？　適当に露店を回ってみようぜ」

			「はい！」

			　なんか出発まで時間がかかったが、やっと俺たちは歩き出した。

			　特に目的地を決めることもせずブラブラ散歩するのも楽しいが、今回は露店が多く集まる場所、ということで、まずは広場まで行くことにした。

			　そのあとは、ノアードさんの喫茶店にルルネを連れていけたらいいな。あそこのケーキと紅茶は美お味いしいからな。

			「あ、主様！　あれを見てください！」

			「ん？」

			　広場まで向かう途中、突然ルルネが立ち止まり、指をさした。

			　その方向に視線を向ければ……。

			「……大食い大会？」

			　大食い大会開催中と書かれた、大きな看板が出ていた。

			　なんと、目の前にある食堂が大食い大会を開催しているようだ。

			　食堂の名前を見てみると、【満腹食堂】と書かれている。……うん、まあ大食い大会を開催していてもおかしくなさそうな店名ではあるな。

			　露店で飯を食べようと思っていたが、こんなイレギュラーも面白い。

			　それに、看板によれば、優勝者は大食い大会で食べた料理の代金が無料になるという賞品付き。

			「ルルネ、参加してみるか？」

			「え？　ですが……いいのですか？」

			「おう。俺は後で食べればいいしな。ルルネが食べたいと思ったら、俺はそこについて行くよ」

			「そう、ですか……それでは……」

			　ルルネは、一瞬迷ったようだが、参加することに決めたようだった。

			　そして、食堂の店員にルルネが参加する旨を伝えると……。

			「あの……本当によろしいでしょうか？　この大会は、世界中の名だたる大食い家たちが集まる戦いです。女性の部門はないので、男性のなかに混じっての参加となりますが……」

			　名だたる大食い家ってなに？

			　しかも、世界中って、思ったより規模でけぇな。

			　一応忠告をしてくれる店員だったが、ルルネは構うことなく……。

			「構わん！　私は食べるぞ！」

			　もう食事に意識が向いていた。いつも通りのルルネだ。

			　その並々ならぬ熱意に引いた店員だったが、そこはプロとして参加を認めた。

			　食堂のなかに入ると、いわゆる大衆食堂的な雰囲気が感じられ、大きな丸テーブルがいくつも並んでおり、他にもこの店の店主と向かい合う形のカウンター席や、テラス席などがあった。

			　ルルネは、そのまま参加者のほうに向かったので、俺はルルネがよく見える位置のカウンター席に腰を下ろした。

			　すると、ふと隣から煙が漂ってきた。

			　思わず視線を向けると、ボロボロに擦り切れた黒色のローブを身に纏まとった人物が、隣に座っていた。

			「おっと、悪ぃな。どうしてもこれだけはヤメられなくてよぉ……」

			　隣の人物は、フードのせいで顔全体は分からなかったが、煙草を咥えた口元に無精髭が生えていることや声から、男性であることが分かった。……てか、煙草ってこっちの世界にもあったんだ……。

			「あ、いえ、大丈夫ですよ」

			「そうかい？　そいつはありがてぇな……おっちゃん！　エールを１つくれ！　それと、お前さんは、何がいい？」

			「え？」

			「煙の詫びだ。何飲む？」

			「そんな！　大したことじゃないんで！」

			「いいから奢おごられろ！　んで？　何がいい？」

			「あー……えっと、でしたら、何かジュースを……」

			「うし、おっちゃん、追加で美う味まいジュースも１つ！」

			「あいよっ！」

			　確か、エールってビールの一種だっけか？

			　ホップを加えて醸造してるかしてないかの違いだって、地球にいたころにテレビで見た気がするんだが……。

			　そんなどうでもいいことを考えていると、隣の男性にエールが運ばれ、俺の前にオレンジジュースらしきものが置かれた。

			　男性は、そのエールを一気に飲み干す。

			「っか～ッ！　うめぇなぁ！」

			「はい、美お味いしいです」

			　俺のはお酒でなくオレンジジュースだが、果汁百パーセントのような、濃厚で果実本来のうまみが凝縮されたモノだった。

			　そして、非常に気持ちのいい飲みっぷりを見せた男性が、また話しかけてきた。

			「それにしても……ここはいい国だねぇ……お前さんもそう思わねぇかい？」

			「え？　あ、はい。そうですね。俺、ここ出身じゃないんですけど、それでもいい国だと思いますよ」

			「そうだよなぁ……俺はよ、仕事柄、旅することが多いんだがな、この国は小さな村々までもがしっかり国に管理されてるんだよ。管理って言うと、なんか気持ちのいいモノじゃねぇが、悪い意味で言ってるんじゃねぇぞ？　しっかり国の目が行きとどいていて、騎士団が常に周囲の安全を確保してくれている。村が納める税に響くような事態に陥おちいれば、すぐに救援や対応策が施される……公共事業もしっかりしていて貧困層が少ねぇし、極わずかな貧困層に対しても、きちんと対応してくれる、まさに理想と言ってもいい国だぜ？」

			「そうなんですか……」

			「ここの国王さんがスゲェんだよ。他の国に行けば、当たり前のように人種差別があるし、安心して暮らせる場所なんてありゃしねぇ……そういや、お前さん、冒険者かい？」

			「えっと、そうです」

			「なら、いずれこの国を出ることもあるだろうが、他国で仕事をするときは、この国を基準に考えるのはヤメときな。ここは平和で尊とうとい場所であると同時に、それだけ危機感が薄れるってもんさ」

			　そうだろうな……ギルドもこの街にあるギルド本部を基準に考えるのはやめたほうがいいだろう。てか、他のギルドも変態だらけとか困る。この街だけで十分です。

			「そうですね、ありがとうございます」

			「いいってことよ。そういや、名前訊きいてもいいかい？」

			「あ、誠一です」

			「誠一か、いい名前じゃねぇか。響きからして、出身は東の国だろう？　俺は……スロウだ。ま、ここで会ったのも何かの縁だろう。また、どこかで会えるといいな。……おっちゃん！　金、ここに置いとくぜ！」

			　それだけ言うと、男性……スロウさんは、煙を体に纏まといながら、食堂を出ていった。

			「なんか、不思議な人だったな……」

			　いつの間にか知り合いとなったスロウさんと話し込んでいると、ついに大食い大会の準備が整ったらしく、司会の声が聞こえてきた。

			『さあ、やってまいりました！　【満腹食堂】名物の大食い大会！　早速選手紹介をしていきたいと思います！　まずはこの街一の大食い！　《ハラ・ヘッター》選手です！』

			「うぉぉぉぉぉ！　俺こそが真の大食いマスターだっ！」

			　最初に紹介された選手は、ガッスルほどではないにしろ、かなりの筋肉量を誇ほこるタンクトップ姿の男性だった。……つか、大食いマスターってなに？　それに、名前……。

			『続いては、カイゼル帝国からやって来た、大食い王！　《ソシャーク》選手！』

			「吾わが輩はいこそが、真の大食いマスターであーるっ！」

			　次に紹介されたのは、カイゼル髭を生やした、軍服らしきものに身を包んだ初老の男性だった。

			　……今度の名前は、『咀そ嚼しやく』からきてるの？

			『またもや他国からの挑戦者！　ヴァルシャ帝国一の美食家にして大食い家！　《ヨクタベール》選手！』

			「ふふふ……私の胃袋に勝てますかな？」

			　不敵な笑みを浮かべる中年男性は、綺き麗れいにセットされた白髪に、見るからによく食べそうなふくよかな体を豪華な服装で包んでいた。

			　……もうツッコむ気にもなれないけど、『よく食べる』ってそのままだよね？

			　そんなことよりも、初めて聞く国名だな。

			　カイゼル帝国は、何かと俺に関係深い場所なのだが、さっきまでスロウさんと会話していたように、当たり前だが、この国以外にもたくさんの国があるんだなと改めて実感した。

			『最後に！　今大会の紅一点！　挑戦者《ルルネ》選手！』

			「前置きはいい。とっとと食事をさせろ」

			　本当にルルネはブレねぇな。

			　まったく緊張している様子が感じられないルルネに、呆れるやら感心するやらしていると、司会が大会の説明に移った。

			『さて、それでは簡単に今大会のルール説明をさせていただきます。ルールは、こちらが用意した料理を順番に食べていただき、最後まで残っていた人が優勝となります。もちろん、料理の量や品目、順番は同じです！　優勝者は、今回の食事代が無料となるだけでなく、ウチの店主自慢の一品《グレートパフェ》がデザートとして進呈されます！　ただし！　食べきれなかった選手は、二倍の食事代を払っていただきます！』

			　おお、看板に書かれていなかった、デザートがもらえるのか。……って、大食い大会が終わった後にデザートって何のイジメ？　別腹の次元を超えてるよね？

			　もはやご褒ほう美びなどではなく。ただの拷問だった。

			　それに、食べきれなかったら二倍の値段を支払わされるってのも、なかなかえげつないな……。

			　しかし、司会はそんなことお構いなしに、どんどん進める。

			『さて、それでは最初の料理です！　料理名は……【ウマシカのステーキ】！』

			　まさかのウマシカ!?　つか、ルルネが食ったら共食いじゃね!?　……いや、ロバと馬でギリギリセーフか？　……セーフなのか？

			　驚く俺をよそに、選手たちの前に、美お味いしそうなボリュームあふれるステーキが並べられていく。

			『さて、それでは皆様、準備はよろしいでしょうか？　では……スタートッ！』

			　司会の合図とともに、一斉に選手たちがステーキに齧かぶり付きだした。

			　ルルネも、他の選手たちと同様に、ステーキを食べる。ああ……共食い……。
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			　どんどんステーキが選手たちの胃袋に収まっていくなかで、ハラ・ヘッター選手の食のスピードが落ち始めた。

			　そして――――。

			「ま、参った……！　うぷっ！」

			　ハラ・ヘッター選手は、脱落した。

			　おい！　まだ一品目だよ!?　確かにはたから見てボリューミーなステーキだなぁとは思うけど、せめてそれ一枚くらいは食べきれよ！

			　ハラ・ヘッター選手はステーキを半分ほどしか食べることができなかった。なぜこの大会に出場しようと思ったのか疑問だ。

			『おっと、早くも一人脱落です！　では、ハラ・ヘッター選手には、二倍の食事代と、残したペナルティーとしてこれだけの額を支払ってもらいます！』

			　そう司会が言うと、一人の店員がハラ・ヘッター選手に近づき、一枚の紙を渡した。……さっきの説明ではなかったが、ペナルティ料みたいなものまであるのね……これは、本格的にえげつないぜ……。

			「!?」

			　それを受け取ったハラ・ヘッター選手は、まるでムンクの叫びのような顔になった。……どんな金額が書かれてたのか、逆に気になるぞ。

			『さて、他の選手の皆さまは食べ終えたようですね！　それでは、ジャンジャン行きましょう！』

			　そして、次々と運ばれてくる料理を選手たちはどんどん消化していく。……ハラ・ヘッター選手、名前負けしすぎじゃね？

			　そうして二品目、三品目……と、品目が進んでく中で、とうとう二人目の脱落者が出た。

			「も……無理であーる……！」

			『はーい！　ソシャーク選手、脱落です！　では、こちらの金額をお支払いください！』

			　お腹を押さえ、いかにも苦しそうな様子のソシャーク選手のもとに、再び店員が現れ紙を渡した。

			「！！？？」

			　すると、二人目のムンクの叫びが出来上がった。だから、どんな金額が書かれてるの？

			『さあ、とうとう一騎打ちです！　まさか、ここまでルルネ選手が残るとは想像できませんでした！』

			　司会が言うように普通に見れば、ルルネのような美少女が大食いと言われても、疑うだろう。

			　だが、近くで見てきた俺は、疑うよりも、逆にどうしてあの体にあれだけの食べ物が収まるのかが、不思議で仕方がなかった。

			『さて、一騎打ちを行うにあたり、料理も最後の品目となっております。ですが、今までの料理とは、一線を画すものを用意させてもらっています。それは……こちらです！』

			　司会がそういった瞬間、店員がルルネとヨクタベール選手の前に、体長５メートルほどもある、巨大な鳥の丸焼きを並べた。

			『最後の料理は、【ブヨブヨ鳥の丸焼き】です！　最後の戦いにふさわしい一品ですね』

			　並べられた料理を見ての反応は、まったくもって正反対だった。

			「クッ……！　まさか、ここで超重量級の料理が待ち構えているとは……！」

			「おおおお！　美う味まそうな鳥ではないか！」

			　ルルネは、嬉々として料理に噛り付き、ヨクタベール選手も、スピードは遅いながらも何とか完食しようと頑張っていた。

			　だが――――。

			「～～～～っ！」

			　ヨクタベール選手は、両手で口元を押さえると、椅子ごと床にひっくり返った。

			『おおっと！　ヨクタベール選手ダウン！　ということは……何ということでしょう!?　優勝者は……今大会唯一の女性、ルルネ選手です！』

			「「「うぉぉぉぉぉ！」」」

			　突然上がった歓声に驚き周囲を見渡すと、いつの間にか店内は多くの見物客であふれかえっていた。……集中してて、気付かなかった……。

			　優勝したルルネ本人は……。

			「む？　優勝？　そんなことより、他に料理はないのか？」

			　まだ食べたりなかったらしい。お前の腹のなかはどうなってんの？　お腹のなかに化物とか飼ってないよね？　そんなの俺認めないからねっ！

			　呆れながらも、優勝したことを祝福するため拍手で迎えていると、苦しそうな様子のヨクタベール選手が起き上がった。

			「ふ……ふふふ……まさか、この私が負けるとは……それも、貴女のような可憐な女性に……」

			「私は食べることが好きだからな。それに、食事の前では、雄も雌も関係あるまい」

			「……男女、平等ですか……。一つ、お聞きしたい。貴女にとって、食事とは何なのですか？」

			　どこか哲学めいた質問に対し、ルルネは考えるそぶりすら見せず、即答する。

			「生と死の調和。そして、歴史だな」

			「……それは、どういう？」

			「食事は、生きるために他の命をいただくという行為だ。どちらかが欠ければ、『食』という概念は存在しえない。また、我々がこうして多くの料理を堪能できるのも、先人たちが残してきた『食』に対する探究があったからこそだ。そうでなければ、どの食材に毒があり、どう調理すれば美お味いしく食べられるのか分からないわけだからな。これらの行為に、雄も雌も、人種も宗教も、神と人ですら関係ない。『食』とは、神が侵すことのできない数少ない聖域の一つだと、私は思っている」

			　深いよ。深すぎるよ。

			　俺、ルルネがそこまで真剣に『食』について考えてるとは思ってなかったよ。

			　そんなルルネの答えを受けて、ヨクタベール選手は何かを感じ取ったのか、非常に晴れやかな表情を浮かべた。

			「そう、ですか……どうやら、私はまだまだだったようですね。祖国を出て、この大会に参加し、貴女の『食』に関する真理に触れることができて、よかった……」

			　ヨクタベール選手とルルネのやり取りを見ていた見物客たちは、何やら感動した様子で温かい拍手を送っていた。

			　すると、店員がいつの間にかヨクタベール選手のそばに寄り、そっと紙を渡した。

			「！！！？？？」

			　三人目の、ムンクの叫びが出来上がった。

			　ナンダコレ。

			　ただただ、俺は呆気にとられることしかできなかった。

		

	
		
			ルルネとデート～広場～

			　

			　大食い大会を後にした俺たちは、改めて露店の集まる広場へと足を向けていた。

			「いやぁ、それにしてもあのパフェ、美お味いしかったですね！」

			「そ、そうだな」

			　優勝者だけが食べられる《グレートパフェ》を、ルルネは俺にも分けてくれた。……いわゆる、『はい、あーん』という形で。

			　そのことに俺が戸惑っていると、ルルネが不思議そうな表情を浮かべる。多分、ルルネはよく分かってなかったんだと思う。

			　しかも、そのあとに俺が口をつけたスプーンで普通にパフェを食べ始めるのだから、本当に困った。俺だけ？　間接キスを気にするのって……。てか、俺が初心うぶすぎるんだろうか？　小学生レベルだったりして。

			　まあそんなことよりも……。

			「ルルネ、大食い大会であれだけ食べたのに、まだ食べられるのか？」

			「え？　どうして食べられなくなるんですか？」

			「いっぱい食べたからだよ!?」

			　この娘は何を言っているんだ。

			「ルルネの胃袋が、宇宙か異次元にでもつながってるんじゃないかって、本気で思えてきたよ……」

			「やだなぁ、主様。私の胃袋はどこにもつながってませんよ。ただ、底がないだけです」

			「もっとヤバかった……！」

			　せめてブラックホールとかのほうがまだ可愛かわいげがあったように思えるよ！　……いや、同じか。

			　冷静になって考えれば、どちらにせよヤバいことに変わりなかった。

			　そんなやり取りをしながら歩いていると、目的地である広場に辿たどり着いた。

			「到着！」

			「わあっ！　見てください、主様！　あそこに大きな肉の塊を焼いてる店がありますよ！　ああっ、あっちにはジュースのお店がっ！」

			　広場の露店を見て、早速ルルネは目を輝かせていた。本当に食べるのが好きなんだなぁ。

			「お金の心配はしなくていいから、食べたいものがあったら遠慮なくいってくれ。一緒に食べよう」

			「本当ですか!?　それならこの広場の店、すべてを買いましょう！」

			「限度をわきまえようか！」

			　ルルネの場合、冗談とかじゃなく、本気で言ってる気がする。……それを実現できる金を持ってる俺も大概だけどねっ！　お金って怖いっ！

			「特に決まってないなら、端から全部食べていこうぜ」

			「それはいいですねっ！　そうしましょうっ！」

			　テンションの高いルルネを連れて、一番端のお店に向かった。

			「いらっしゃいっ！　うちのハンバーガーは美お味いしいよっ！」

			「おっちゃん！　そのハンバーガーを二つくれ！」

			「はいよっ！　『ウマシカバーガー』二つだなっ！」

			「ここでもウマシカ!?」

			　ウマシカどんだけ汎用性が高いんだよッ！　本当に頭が良ければ素晴らしい馬だな！

			　そんなことを考えつつ、二つのハンバーガーを買った俺たちは、歩きながら食べ始める。

			「俺は初めてウマシカを食べるわけだが……美味しいのか？」

			「美味しかったですよ？　ハンバーガー」

			「もう食べたの!?」

			　ルルネって、大食いなだけじゃなく、早食いでもあったのかよ……。

			　買ったウマシカバーガーに齧かぶり付くと、なかから肉汁があふれ出し、シャキシャキのレタスにソースと一緒に絡み合って、とても美味しかった。ウマシカすげー。

			「主様っ！　次はあれを食べましょう！」

			「よし、あれだな」

			　次に向かったのは、焼きそば屋さんだった。

			「異世界の勇者からもたらされた焼きそばが食べられるのは、ここだけだよ～！」

			　そんな集客のための言葉を言っていることから、どうやら元々焼きそばはこの世界に存在しない食べ物だったらしい。

			　また二つ買って、歩きながら食べる。

			　味はやはり日本の焼きそばほどしっかりしていないが、それでも美お味いしいと言えるレベルのものだったので満足だった。ルルネは……言う必要ないだろう。

			　そのあとも、俺たちはひたすら広場の屋台の品々を食べ続けた。

			　たこ焼き、ケバブ、焼き鳥、ポップコーン……どれも地球の食べ物と遜色ないレベルで、その味をじっくり堪能できた。

			　……あれ？　ルルネは分かるけど、俺もかなり食べてね？

			　…………胃袋まで化物にしなくていいと思うなぁ。

			　そして、とうとう最後の屋台に辿たどり着いた。

			　クレープ屋という看板が見えたので、クレープが食べられるのだろう。

			　ただ、そこには行列ができており、俺たちは最後尾だったので、結構な時間待つことになった。

			　俺たちの番になり、クレープを注文しようとするが、なんと最後の一つしか残っていなかったらしく、仕方なく俺たちはその一つを買い、近くのベンチで休憩をとることにした。

			「残念だったなぁ、一つしか残っていないだなんて」

			「あの……主様？　本当によろしかったのでしょうか？」

			「え？　何が？」

			「その……私がこのクレープをいただいても……」

			「気にするなよ。俺も結構食べたし、何よりルルネが美お味いしそうに食べてるのを見るほうが嬉しいからさ」

			「……はい」

			　そう言うと、ルルネは少し頬を赤く染め、小さくクレープに噛かぶり付いた。

			　それにしても、本当に俺の胃袋どうなってんの？

			　メッチャ食べたはずなのに、お腹いっぱいにならなければ、お腹が空くこともない。いよいよ生理的現象にまで俺の化物加減が現れ始めたかなっ！　そのうちトイレにすら行かなくて済みそうな勢いだぜ！

			　改めて自身の変化に目から涙が止まらなかった。

			「あ……主様っ！」

			「ん？」

			　急に呼ばれ、ルルネに視線を向けると、ルルネが顔を真っ赤にしながらクレープを俺に向けていた。

			「ひ、一口……どうですか……？」

			　お前は誰だ。

			　私、こんな娘、知りません。

			　俺が思わず手を握ってしまったときも似たような反応してたけど、ルルネの気持ちがよく分からん。

			　食堂では普通に間接キスをしたくせに、今は恥ずかしそうだし。

			　まあ、食堂では単純にルルネがそのことに気付かなかったという可能性もあるんだが。

			「い、いや！　俺のことは気にするなよ！」

			「ダメ……ですか？　一緒に、この味を分かち合いたいと思ったのですが……」

			「……」

			　そうかもしれないが、また間接キスになるわけで、俺が気にしすぎというのもあるんだろうが……ルルネも俺なんかと間接キスなんて嫌だろうし、ここは男として断るべきだろう！

			「……いただきます」

			　無理でした。

			　悲しそうな顔で、そんなこと言われて断れると思う？　俺がそんな勇気ある野郎に見えるか!?

			　恐る恐る、俺はルルネの差し出したクレープに噛り付いた。

			　定番のチョコバナナ味。薄い生地と生クリーム、チョコ、バナナの組み合わせが絶妙で、とても美お味いしかったです。

			　俺が食べ終わると、ルルネは再びクレープに口を付けようとして、何かに気付くと顔を真っ赤にしながら急いでクレープを食べ終えた。……見てるこっちまで恥ずかしいっ！

			　思わず赤面し、顔を両手で隠していると、ルルネが不意に呟つぶやいた。

			「私、こんな幸せになれるだなんて……思ってもいませんでした」

			「え？」

			　ルルネのほうに顔を向けると、今まで見たことのない穏やかな表情を浮かべていた。

			「私は、主様のおかげでこうして人間の姿でいることができます。ですが、本来なら、こうして人間の食べ物の素晴らしさを実感することもできず、ロバとして一生を過ごすはずでした」

			「……」

			「かつて母には、私は好きな馬と結ばれることもできず、ただ人間たちに労働を強いられるだけの生を全うすることしかできないかもしれないと言われました。ですが、母は仕える騎士を自分で決め、ロバの英雄と呼ばれるようになった【ルルネリオン】にあやかり、私に【ルルネ】と名付けました。私が、いつかそのような運命の人に出会えるようにと」

			「……」

			「それが、主様と出会って、毎日が新鮮で楽しくて……私は、主様からいろいろな『初めて』をいただきました」

			　そこまで言うと、ルルネは俺のほうを向き、優しくて、それ以上に大切な何かが含まれたような笑みを浮かべた。

			「私の運命の人は……主様、貴方です。貴方と出会うことができて……私は、とても幸せです。ありがとうございます。私と、出会ってくれて」

			『出会ってくれて』というのは不思議な感謝だが、ルルネにとって、それはとても大事なことなのだろう。

			　だが――――。

			「ルルネ。今、幸せって言ったか？」

			「は、はい」

			「そりゃあ、間違いだな」

			「え？」

			　俺の言葉に、目を見開くルルネ。

			　そんなルルネに、俺は少し照れくさく感じながらも、ハッキリと告げた。

			「だって、俺がこれから先、もっと幸せにしてやるからな」

			「――――」

			「俺だけじゃない。サリアやアルだって、周りの温かい人たちが、ルルネのことを今が幸せだなんて言えないくらい、もっと幸せにしてくれるさ」

			　ルルネは俺と出会えたことが運命だといったが、それは俺にとっても同じだ。

			　たまたま俺が魔物や動物などの言葉を理解できるスキルを持ち、また、他に馬が売っていなかったこともあったから、ルルネと出会うことができたんだ。

			　俺のステータスの運が高いからなのかは分からないけど、それでもこうして俺たちが出会ったことは、数多くいる人間たちのなかの、たった一つという奇跡なのだ。

			　一期一会という言葉は、まさにその通りだと思うし、出会いは本当に大切にするべきものだと思う。

			「だから、これからもよろしくな！」

			「っ！　はいっ！」

			　俺の言葉に勢いよく返事したルルネの顔は、満面の笑みだった。

			　すると次の瞬間、突然首にかけていた【果てなき愛の首飾り】が淡い光を放ち始めた。

			「え？」

			「これは……！」

			　光が収まると、俺の首にかかる首飾りと同じものがもう一つ、手に握られていた。

			　……ちょっと待て。

			【果てなき愛の首飾り】は、たしか相思相愛の人間の数だけ分裂して、その人数分ステータスが倍になるっていう効果だったはずなんだけど……何で増えたの？

			　もちろんルルネのことが好きかと訊きかれれば、間違いなく好きと即答できる自信がある。

			　でも、その好きは違う好きなのよ。そう、『Ｌｉｋｅ』なの！

			『好きにＬｉｋｅもＬｏｖｅもあるか！』と言われればどうしようもないんだけどさ……。

			　そもそも、これは俺だけの話じゃなくて、ルルネの気持ちも関係してくるわけで。

			　何というか、嫌われてはいない……と思う。思いたい。思わせてくださいっ！

			　しかし、こればかりは俺には何も分からない。女性慣れしてるワケじゃねぇからなっ！　女心は永遠の謎だぜ！

			　まあ増えちまったものはしょうがない。いや、今のステータスが３倍になるのは看過しがたいけどねっ！　もうどうしようもねぇ！

			　ともかく、俺はルルネに首飾りを渡した。

			「あの……主様、これは？　サリア様たちも身に着けている首飾りのようですが……」

			「あーっと……何といえばいいのやら……」

			　この首飾りの説明をするのってすごく恥ずかしいんだが。ヘタしなくてもただのたらし野郎にしかならないわけだからな！

			　ただ、説明しない！　というわけにはいかないので、俺は素直に教えることにした。……恥ずかしかったけど。

			　俺の説明を聞き終えたルルネは――――。

			「わわわ私と主様が……両想い!?　そ、そんなこと有り得ません！　私では主様に釣り合いませんし、そもそも私はロバですから！」

			　顔を真っ赤にし、全力で否定した。

			　ルルネが俺に釣り合わないとか真逆だろうとは思うけど、ロバであることはもはや俺にとって何ら問題ではない。サリアはゴリラだもんねっ！　今さらだぜっ！

			　ただ、ルルネが違うというのなら、【果てなき愛の首飾り】の効果がだいぶ緩ゆるいんじゃないかな？　と思えてくる。相思相愛って書いてあったけど、お互いに好意を抱いてる程度でいいのかもしれない。……あれ？　あまり変わってない気が……。

			　とにかく、増えたものはルルネに渡すしかないので、俺はルルネに首飾りを渡した。

			「まあ、ルルネが俺のことを好きってのは有り得ないかもしれないが、もらってくれ。便利な機能とかもあるし、ルルネにとって損はないからさ」

			「そ、そんな……私は、主様のこと……」

			　ルルネは何かを言いかけると、すぐに何かに気付いた様子で黙ってしまった。どうしたんだろう？

			　仕方がないので、俺はそのままルルネの首に手を回し、首飾りをかけた。

			「あ……」

			「偶然手に入ったモノではあるけど、俺からのプレゼントってことで」

			　ルルネは首飾りを呆然と眺めていると、やがて大事そうに手に包み込んだ。

			　その後、妙に気恥ずかしい雰囲気のまま、俺はノアードさんの『喫茶店アッコリエンテ』にルルネを連れて行き、美お味いしいケーキと紅茶をご馳走した。

			　ケーキを食べ始めると、気恥ずかしい雰囲気も薄れ、いつも通りに戻ったのだが、そのケーキの美味しさにルルネが何度も注文をして、いつも落ち着いた雰囲気であるノアードさんが驚くという珍しい光景を見ることができたのだった。

		

	
		
			アルトリアとデート～演劇～

			　

			　ルルネとデートをした翌日。

			　俺はアルとデートをするため、宿屋の前で待ち合わせをしていた。

			　…………あれ？　言葉にすると俺がただのクズ野郎にしかならないっ!?　いや、実際にそうだけども！

			　何で俺みたいなヤツをアルもサリアも好きになるんだろうか？　アルなんて、俺なんかより、もっとイケメンで、いいヤツと付き合ったほうがいいだろうに。サリアは……ゴリラだけど。

			　延々と解消しない疑問に頭を悩ませ続けていると、背後からアルに声をかけられた。

			「お、お待たせ……」

			「いや、全然待って――――」

			　そこまで言いかけて、俺は言葉を失った。

			　なぜなら、いつもは腹部が見える半袖のシャツに、短パン姿のアルが、ロングスカートに白のパーカー姿で立っていたからだ。

			　いつもと違う格好のアルは、美人でカッコイイ印象と違い、とても可愛かわいらしく、さらに魅力的に見えた。

			　思わずその姿に見み惚とれていると、アルは頬を赤く染め、焦るように言葉をぶつけてきた。

			「な、何だよ……オレがこんな格好してたらおかしいかっ!?」

			「そんな！　おかしいだなんて思うわけねぇだろ？　すごく似合ってるよ。さっきのは、ただ……その……アルがあまりにも可愛かわいらしくて……」

			「～～～～っ!!」

			　俺の言葉に、アルはさらに顔を赤く染め、俯うつむいてしまった。

			　ナニコレ!?　恥ずかしっ！　スゲー恥ずかしいんだけど!?

			　確かに、アルがとても可愛く見えるのは事実だし、それをきちんと言葉にして伝えたかったというのはあるけど……。

			　でもまさか、ここまで恥ずかしいとは思わなかったよ!?　世の男性諸君は、こんな難易度の高いことを平然とやってのけてたんだね!?　同じ人間と思えないぜっ！　俺も人間辞めつつあるけどねっ！

			「と、とにかく！　い、行こうか」

			「そ、そうだな！」

			　ぎこちない雰囲気となってしまったが、俺たちはさっそくデートを開始した。

			　だが、宿屋から数歩も歩かないうちに、再びアルが俺に声をかけてきた。

			「せ、誠一！」

			「ん？」

			「手……つないで……いいか？」

			「……」

			　振り向けば、ゆでダコ状態のアルが、手を震わせながら俺に手を差し出していた。

			　どうしよう。

			　アルがどうしようもなく可愛かわいく見えて、脳内惚気のろけだらけなんだけど。

			　半ば呆然としたまま、俺はアルの手を握った。

			「っ！　は、ははっ」

			　すると、アルはぱあっと顔を輝かせた。……こんなに喜んでもらえるなら、いくらでも俺の手を握ってほしい。というか、俺の腕を切り取って、あげてしまおうか？　今の俺なら腕を切り落としても生やせる気がするっ！　……いや、モザイク必至になるからやめよう。

			　そんなやり取りを終え、再び歩き始める。

			　今回のデートは、ルルネと二人きりで食事に行くと言ったとき、アルも二人きりで食事に行きたいと言ったため行くことになったのだが、食事以外にもいろいろな場所に行こうと思っていた。

			　ただ、俺は未だにこの王都を、馴染みのある場所を行ったり来たりしているだけの毎日なので、この機会にアルに街全体を案内してもらおうと思っていた。

			「そういや、誠一たちが冒険者になるための試験で、試験監督になったオレが、本当に軽くだけど、街案内をしたよな。おかしな話だけど、もうずいぶん昔のことのように思えるぜ」

			「確かに……」

			　俺とサリアがまだこの街に来たばかりのころ、アルが試験監督として俺たちの依頼に同行してくれたとき、孤児院のあるベルフィーユ教の教会など、ほんの一部とはいえ、街を案内してもらった。

			「覚えてるか？　アドリアーナさんの家を訪ねたとき、オレがちょっと口にした『上層区』って単語」

			「あー……なんかそんな単語が出てたような気もする……」

			「そんときは詳しく話さなかったが、実はこの街は区分けされてるんだ。『商業区』、『歓楽区』、『上層区』、『住宅区』ってあって、『商業区』はいろいろな店が多く立ち並ぶ場所で、『歓楽区』は様々な娯ご楽らく施設が立ち並び、『上層区』はいわゆる貴族の方々が多く住んでいて、『商業区』にも『歓楽区』にも近い一等地にある。『住宅区』は、説明しなくても分かるだろ。とにかく、これらの『区』の中心にあるのが、広場と王城なんだぜ」

			「……」

			　どうしよう。まったく知らなかった。

			　あれ!?　そんなに長く過ごしたわけじゃないとはいえ、こんなに知らないことがあるってどういうこと!?　しかも、区分けなんて早い段階で知ることのできそうな情報じゃね!?　俺ポンコツすぎるだろ！

			「ちなみに、ギルドもオレたちの泊まってる宿も『商業区』だから、基本的に誠一の活動範囲は『商業区』から広場、王城だな」

			「……」

			　国の首都が、そんなに狭いわけないよな。よく考えれば分かるだろ。

			　今さらすぎる事実に、俺は絶句するしかなかった。

			「まあとにかく、今日オレが誠一を連れて行きたい場所は、『歓楽区』なんだよ」

			「なるほど……」

			　遊べるスポットは、その歓楽区という場所にあるらしいし、そこに行くのはいいかもしれない。

			　歓楽区がどのような場所かも気になるしな。

			　一人思考の海に沈んでいると、アルは俺の手を引いて歩き出した。

			「ほらっ！　ぼさっと突っ立ってないで、とっとと行くぜ！」

			「お、おい！　行くから引っ張るなって！」

			　アルに引きずられる形で、俺たちはその場を後にした。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「ここが『歓楽区』だぜ！」

			「おおおっ！」

			　アルに連れられやって来た歓楽区と呼ばれる場所は、俺がこれまで見てきた王都の風景とはまた違い、明るいながらも独特の雰囲気が感じ取れた。

			「誠一は知らねぇと思うが、この王都には有名な劇場があるんだぜ」

			「そうなのか？」

			「おう。毎日公演してるから、今日は誠一とそれを見ようと思ってな」

			「でもそれって、前日からチケットとか買ったりするんじゃないのか？」

			　俺がそう訊きくと、アルはスッと二枚の紙切れを出してきた。

			「今日の公演のチケット、二人分だ」

			「……」

			　あらヤダ、アルさんカッコイイ！　抱いて！

			　冗談はいいとして、どうやらアルが今日のデートのため、おそらく昨日俺がルルネと出かけている間に、買っておいてくれたのだろう。

			　……スゲェ情けねぇなぁ、俺……。

			　どんなにすごい力を手に入れても、こういうときまったく役に立たないよな……。言ってて悲しくなってきた。

			「そ、そうか。それじゃあ、その場所まで案内してくれる？」

			「おう！　任せとけ！」

			　アルさん。アナタ、俺なんかより、よっぽど男前ですよ……。

			　意気揚々と進み続けるアルと、その隣でどんよりとする俺といった不思議な構図のまま歓楽区を歩く。

			　少しして気持ちが落ち着いてくると、周囲を見渡す余裕ができ、改めて陽気な雰囲気に楽しくなってきた。

			「おお！　何だアレ!?」

			　見れば、道の端で一人のピエロが、空中に浮かびながら火の玉を七つ投げていた。

			　さらに、その火の玉はどんどん合体していき、最終的に巨大な火の玉に変わったかと思うと、ピエロが息を吹きかけた瞬間、綺き麗れいな色とりどりの火花を散らして静かに消えていった。

			「ああ、歓楽区では、ああいう大道芸もよく見かけるぜ」

			「大道芸ってレベルじゃねぇよな!?」

			　魔法があるからこその芸当ではあるんだろうけど、それでもあの芸を大道芸というくくりでまとめていいんだろうか？　一種の芸術性を感じるんだけど……。

			　まあどちらにせよ、俺にはあんなことできな――――。

			　

			『スキル【大道芸】を習得しました』

			　

			　……………………。

			「ん？　どうした？　誠一。なんだかスゲー切ない顔してるぞ？」

			「……うん……何でもないよ……」

			　気を取り直してさらに進むと、今度は綺き麗れいな歌声を響かせる女性が道の端で歌っていた。

			　その歌はとても楽し気で、歓楽区の雰囲気とよく合っている。

			「なんだか元気になる歌だな！」

			　アルもニコニコと笑いながら、そう言う。

			　そんなアルと歌のおかげで、俺まで楽しく――――。

			　

			『スキル【歌唱】を習得しました』

			　

			　一気に悲しくなった。

			　歌を歌っている女性の後ろでは、陽気にいろいろな楽器を手に、演奏している人たち。

			　ああ……彼らの音楽は、人々の心を温かくしてくれる力があるのか、荒んだ俺の心が、一瞬にして静まる――――。

			　

			『スキル【演奏】を習得しました』

			　

			　なんてことはなかった。むしろ、悪化した。

			　あのさぁ、誰でもいいから、この体どうにかしてくれない!?　いろいろな人の努力の成果をかすめ取ってるようで、罪悪感がハンパじゃないんだけど!?

			　たった数十メートルの間で、三つもスキルを獲得しちゃったよ！　本当にごめんなさい！

			　人知れず打ちひしがれたまま、とぼとぼと歩いていると、突然きわどい服装の女性が、俺に話しかけてきた。

			「そこのお兄さん、私の店に来ない？　いっぱいサービスしちゃうわよ？」

			「ええっ!?　お、俺!?」

			「そうよ。他に誰がいるの？」

			　これは何なの？　綺き麗れいなお姉さんたちがいっぱいいるお店への勧誘ですか？

			　経験したことのない状況に戸惑いを隠せないでいると、女性は俺の腕をからめとってきた。

			「いいじゃない。行きましょうよ？」

			「え、あ、いや、その……」

			　む、胸が当たってますよ、お姉さん！　これが大人の色香ってヤツなんでしょうか!?　俺にはまだ早い！　それに、俺は未成年です！

			　女性慣れしていない俺は、今の状況を切り抜けるだけのコミュ力を発揮することができなかった。

			　どうすれば、とわずかに働く頭で考えていると……。

			「こ、コイツはオレの……か、かかか彼氏だっ！　手、出してんじゃねぇよ！」

			　アルが、女性に張り合うように俺の反対側の腕を胸の前に抱き込んだ。

			　こ、こっちにも柔らかい感触が……！

			　アルの行動に、俺の顔は一気に沸ふつ騰とうした。ゆでだこ以上に真っ赤だよ。

			　顔を真っ赤にさせ、ただ固まることしかできない俺。すると、アルの行動に目を見開いた女性が、クスクスと笑いながら離れていった。

			「あら、ごめんなさいね。彼女さんがいたのなら、仕方ないわ。大丈夫よ、もう何もしないから」

			　それだけ言うと、女性は俺たちの前から去っていった。

			　…………。

			「歓楽区って、大人だな」

			「何言ってんだよ……」

			　俺の言葉に、疲れたように言うアル。

			　そして、すぐに上目遣い気味に睨にらみつけてきた。

			「お、オレがいるのに、ああいうのについて行ったら……しょ、承知しねぇからな!?」

			　何で、この人はこんなにも可愛かわいいのだろう。

			　惚気のろけたくなくても、アルの行動一つ一つに惚気てしまう。

			「大丈夫……って言っても、信じてもらえないかもしれないけど、俺はアルたちがいれば、それでいい」

			　……仕方ないとはいえ、ここでアル『だけ』って言い切れない自分の状況に情けなさを感じる。

			　結局、俺は体のスペックだけが進化して、中身はまったく進歩していないんだな……。

			　

			『スキル【誘惑】を習得しました』

			　

			　また、俺の体だけ妙な進化を遂げたのだった。

			　それはいいとして、結局アルとは手をつなぐのではなく、腕を組んだまま目的の劇場に向かうことになった。

			　そして辿たどり着いた劇場は神殿のような見た目をしており、厳かで高貴な雰囲気が感じられた。

			　入口に向かうと、係の人がおり、そこでチケットを渡し、俺たちはなかに入った。

			「……」

			　なかに入った俺は、その豪華さに開いた口が塞ふさがらなかった。

			　淡いオレンジ色の光が灯った、とんでもなく高級そうなシャンデリアが天井にあり、さらにその天井には高名な画家が描いたであろう様々な人物や草花が、生き生きと描かれていた。

			　中央には大きな階段があり、その両端には金箔や銀箔で飾られた立派な柱が立っている。

			　周囲を見渡せば、身なりを整えた紳士淑女の方々が、上品な笑顔で会話をしている。

			　どうしよう。場違い感がハンパじゃねぇ。

			「えっと……アルさん？　俺たち場違いじゃないですかねぇ……俺なんて、フード被ったままだし……」

			「あん？　気にすることねぇよ。今は貴族の方々しか見えねぇけど、この劇場には普通に平民も見にくるんだよ。それに、見た目ほどガチガチな劇場ってわけでもねぇから、最低限の服装だけで大丈夫なんだよ」

			「俺はその最低限すら満たせてないような気がするんですけど!?　誰がフード姿でこんな場所に来るの!?　俺だよっ！」

			「脱げばいいだけの話だが、そこまでしなくてもこの国に住む貴族の方々はそんな些さ細さいなこと気にしねぇよ。……どうしても、お前が気にするってんなら、脱げばいいけど……」

			　そう言うアルは、なぜか俺がローブを脱ぐのを嫌そうに言った。ナンデ？

			　……まあ、気にしないってんなら、俺もいちいち脱ぐの面倒なんでありがたいけどさ……。

			「んじゃあ、服装はもういいか……俺も脱ぐの面倒だし……」

			「そうか。んじゃあ、早速席のほうに移動しようぜ！」

			　ホールの大階段を上り、長い通路を歩いて行くと、俺たちの座る二階の席に辿たどり着いた。

			　今回アルがとってくれた席は、舞台を見るのが初めてな俺から見ても、いい席のように思えた。

			　地球の映画館のように、おかしやポップコーン、飲み物などは売っていない。

			「そう言えば、今日見る劇って何なんだ？」

			　ふと、今日見る演目を知らないことに気付き、アルに訊ねた。

			「ん？　今日は……『人魚姫』って言う、異世界の勇者が持ち込んだ物語だったはずだ」

			　少しは自重しろ、勇者ども。俺が言えたことじゃねぇけども。

			　それにしても、地球で慣れ親しんだ物語を異世界に来てまで目にするとは思わなかった。いや、人魚姫の劇は見たことないんだけどさ。でも、物語自体はよく知っているわけで……。

			　何より、地球の物語をこうして演劇にしてしまうってことは、それだけ地球の有名な物語はよくできた話だってことなんだろうな。

			　開演までの少しの間をアルと談笑しながら過ごしていると、とうとう劇が始まった。

			　ホール全体の光が消え、ステージのみ照らされた空間が出来上がる。

			　そこからは、俺はただひたすら感動しっぱなしだった。

			　地球では有り得ない、本物の水を使い、役者も本物の人魚が人魚姫の役を演じているのだ。

			　それに、舞台に立つ男性女性、すべてが見目麗しいだけじゃなく、物語に引き込むようなすごい演技力を持っていた。

			　水も魔法の力で出しているのだろうが、王子の乗った船が大嵐に遭うシーンで、本物の船を空中に浮かべ、もみくちゃにする場面なんかは、目を見開くほど驚いた。

			　どれもこれも、地球ではできない、異世界だからこその演劇だった。

			　もちろん、舞台の装置や、細かいところの技術力では地球のほうが上かもしれないが、そんなもの関係ないとばかりに、魔法ですべてを解決していた。もはや科学が息をしてねぇ。

			　劇が始まってから感動し続ける俺をさらに感動させたのは、なんと『人魚姫』の物語がハッピーエンドで終わったことだろう。

			　デ○ズニーの『リ○ル・マーメイド』もハッピーエンドだったが、それとは違い、壮大な冒険などはないが、最終的に二人が結ばれると言ったいい話だった。

			　劇が終わると、役者の演技力と、魔法の力による演出、そして物語の感動から、俺は思わず泣いてしまった。

			「い、いい、話……だったなぁ……」

			「ははっ。泣くほどよかったか！」

			　男のくせにボロボロと泣く俺を見ても、アルは温かい眼差しを向けてくるだけで、決してバカにしたりしなかった。

			　いやあ、時々こうして体の老廃物を出さないとね！　……言い訳ですね。

			　でも、悲しいことで泣くよりも、感動や嬉しいことで泣くほうがいいに決まってるもんな。最近は、想像の斜め上を突き進む俺の体に、涙が止まらないんですけどっ！

			　そんなことはどうでもいいとして、本当に感動できる話でよかったぜ！

			　

			『スキル【演技】を習得しました』

			　

			　いやああああああああああああああああああああああああああっ!!

			　せっかくの感動が、一瞬にして哀しみへと変貌したよっ！

			　本当に俺の体は、俺の精神をイジメてくるな!?　もしかして、俺って俺の体からすら嫌われてる？　お前だけは信じてたのに……マイボディ！

			　完全に俺の体から人権を奪われたと言っても過言じゃないね。

			「なあ、今日見た『人魚姫』以外にも演目ってあるのか？」

			「もちろん。他には、『シンデレラ』に『白雪姫』とか……」

			　いや、マジで自重しようぜ、勇者ども。どんだけ地球の文化を広めるつもりだ。

			　サブカルチャーが抜きんでてる日本出身の勇者から広まるわけだから、そのうちマンガやらアニメまで普及してそうで怖いぜ……。

			「今言ったのは、今日見た『人魚姫』と同じ異世界の勇者たちから持ち込まれた物語だけど、『妻と愛人～狂気の愛憎劇～』や『間男大活躍』なんていうこの世界で作られた物語も、ちゃんとあるぜ」

			　もうちょっとマシな物語を作れなかったのか!?　だいぶ題名酷ひどいよね!?

			　逆にどんな内容なのか見てみたいくらいだよっ！

			　これは、地球の物語を劇にして正解だと思う。何だよ、『間男大活躍』って。どんな演出に魔法が使用されるんだよ……。

			　異世界は、俺の体以上に想像の斜め上を突き進んでいたのだった。

			「まあいいや。また今度、違う演目も見に来ようぜ」

			　素直に今回の劇が面白いと思った俺がそう言うと、アルは一瞬目を見開いた後、嬉しそうに頷いた。

			　そしてその後は昼食を一緒に食べ、アルと俺のデートは宿屋に戻って終了したのだった。

		

	
		
			サリア＆オリガとデート～孤児院～

			　

			「誠一！　今日はオリガちゃんと一緒に出かけよっ！」

			「へ？」

			　アルとのデートの翌朝、唐とう突とつにサリアにそう言われ、間抜けな反応しかできなかった。

			「急にどうしたんだ？」

			「だって、ずっとオリガちゃんがお留守番でかわいそうなんだもん！　だから、私は二人っきりじゃなくて、オリガちゃんとも一緒に行きたいなぁって！」

			「……」

			　サリアに言われて、俺は留守番をしていたオリガちゃんの気持ちを考えていなかったことに気付かされた。

			　一緒にいてあげると言っておきながら、なんてザマだよ……。

			　もちろん、食事をするときなどは一緒にいるが、それでも時間が少ないのは確かである。

			　俺自身の無責任さと言葉の軽さに、自己嫌悪に陥おちいる。

			　サリアは俺なんかと違い、しっかり周りのことが見えていたのだ。

			　だが、いつまでもそのことを悔いてたら、結局何も変わらないままである。

			　自己嫌悪から脱していないが、無理やりにでも前向きに考え、俺はサリアに言った。

			「そうだな……よし！　それじゃ、今日は三人ででかけるか！」

			「うんっ！」

			　後悔するのは後でもできる。今は、これ以上オリガちゃんに寂さびしい思いをさせないことが、何より大切なんだ。

			　こうして、俺たちはオリガちゃんも誘うと、そのまま三人で宿屋を出たのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　その後、サリアの提案で孤児院にみんなで行くことになった。

			　俺は、あまり孤児院の子どもたちと接する機会がなかったので、ちょうどいいと思ったし、何よりオリガちゃんと同年代の子どもたちがいるのが大きかった。

			「……サリアお姉ちゃんたちとおでかけ。楽しい」

			「本当？　よかったぁ！」

			　俺の隣を、オリガちゃんとサリアが仲良く手をつなぎ歩いている。

			　サリアは服装などはいつも通りだが、オリガちゃんは可愛かわいらしい花柄のワンピースに身を包んでおり、初めて会ったときの忍び装しよう束ぞくのような服ではなかった。この服も、またアルに頼んで買ってきてもらったものだったりする。

		

	
		
			[image: p_247.jpg]
		

	
		
			　ニコニコと満面の笑みを浮かべるサリアと、無表情ながらも目を輝かせているオリガちゃん。

			　そんな二人の様子を見て、微ほほ笑えましい気持ちになっていると、オリガちゃんが俺を見上げてきた。

			「……誠一お兄ちゃん」

			「ん？　どうした？」

			「……手」

			　短くそれだけ言うと、オリガちゃんが手を伸ばしてきた。

			　さすがの俺も、オリガちゃんの意図が分かったので、素直に手を握ってあげた。

			「……ん。みんな一緒、嬉しい」

			　オリガちゃんは、今日初めての小さいけれど柔らかい笑顔を浮かべた。

			　そんなほのぼのとしたやり取りをしながら歩いていると、ふとあることに気付く。

			　…………これ、はたから見たら家族に見えるんじゃね？

			　い、いや、確かに俺とサリアは婚約？　してるようなモノではあるし、オリガちゃんも兄妹みたいなものだから、家族と言えば家族なんだけど……。

			　でも、オリガちゃんを真ん中にして、仲良く三人で手をつないで歩いてる姿なんて、どう見ても家族の姿だよねっ！

			　ただ、その一人である俺が、フードを被った変質者でなければなおそう見えただろうな！

			　気付いてしまったことに、一人で恥ずかしい思いをしていると、ふと考えてしまった。

			　……もし、俺とサリアが結婚して、子どもが生まれたら……どんな子どもになるんだ？

			　歩きながら、俺はその子どもの姿を想像した。

			　男の子だったら、サリアみたいに逞たくましい腕と胸板で、顔は……そうだな、サリア似がいいよな。

			　口からは大きな牙が覗のぞいてて……『ウホッ！』って言いながら生まれて――――。

			　…………。

			　ゴリラの子どもが生まれてくる姿しか想像できなかった。

			　ま、まだだ！　男の子で想像したから思わず逞しいゴリラになっちゃったわけで、女の子が生まれてきたら、そりゃあサリア似の美人になるはずだ！

			　そうそう、はち切れんばかりの胸筋と、山を思わせる上腕二頭筋。顔もサリアにそっくりで、やっぱり口からは大きな牙が覗いてて……『ウホッ！』って言いながら生まれて――――。

			　…………。

			　どう頑張ってもゴリラの子どもが生まれてくる姿しか想像できなかった。

			　何で!?　どうして!?　乏しいはずの想像力がこんなところでフルに活躍してるのはナゼ!?

			　人間のサリアに似た子どもは生まれないのかな!?　いや、元々ゴリラで……てか、魔物なんだけども！

			　それに、カイザーコングの遺伝子と、すでに人間を辞めた俺の遺伝子が組み合わさると、いったい何が生まれるわけ？　邪神？　ｏｈ……クトゥルー！

			　そもそも、魔物と人間の間に子どもって生まれるんだろうか？　まだ遭そう遇ぐうしたことはないけど、ゴブリンなんかはよく物語のなかでも他種族の女性に子どもを生ませるって書いてあるし……。

			　まあ生物学を勉強してるわけでもないから、俺がどれだけ頑張って考えても分かるわけないんですけどね！

			「……？　……誠一お兄ちゃん、どうしたの？」

			「うん？」

			「……なんだか、疲れた顔してる」

			「そ、そうか？　気のせい、気のせい！　はは、はははは」

			「……？」

			　オリガちゃんに心配かけさせたくないし、第一疲れた原因も俺のくだらない妄想のせいなので、本当に心配しなくても大丈夫だった。

			　再び和なごやかな雰囲気を感じつつ、俺たちは孤児院に辿たどり着いた。

			　早速、なかに入って子どもたちの様子を見ようとすると――――。

			「ハァ、ハァ……あ、あの未成熟な体……た、たまりませんなぁ！　いや、しかし、最近はちょっと背伸びをしたいお年頃の男の子も乙ですし……だが、私は決して触れはしない！　目で見て愛でる！　それが紳士という――――」

			「どっせいっ！」

			「あべらしゃっ!?」

			「誠一!?」

			　俺は、目の前で不審な行為をしていた男に全力で飛び蹴げりをお見舞いした。

			「ハッ!?　お、俺は何を……くっ！　とうとう人を殺めてしまった……！」

			「ハハハハハ！　紳士はこの程度ではくたばりませんよ！　ゴパッ！」

			　何ということでしょう。

			　世界から畏れられてる俺の一撃を受けてなお、目の前の変態は生きていた。……吐血してるけど。

			　ま、無意識のうちに俺のスキル『無間地獄』が発動したんだろう。そうだとしても、異常な耐久力なわけだが……。

			　俺は、満身創痍になりながらも朗らかな笑顔を崩さない中年男性を見た。

			　――――【幼子の守護者】ウォルター・ベラット。

			　流麗な剣技で、あの魔物の侵攻のときは次々と魔物を斬り伏せていたのに、今となってはその面影すらない。ただの変態である。

			「さて……そういう君は……確か、誠一君とサリアお嬢さんだったね？」

			　なぜか一瞬で怪我が治ったウォルターさんは、ダンディな、本物の紳士のような笑みで挨あい拶さつしてきた。

			「こうしてちゃんと挨拶をするのは初めてだね。私は、ウォルター・ベラット。知っているかもしれないが、スラン氏とパーティを組んで活動しているよ」

			「はぁ……あ、すみません、つい攻撃してしまって……」

			「おっと、謝罪は不要だよ。君は正しい。まあ、私も正しいのだがね！」

			「それはチガウ」

			　小さい子どもを見て、息を荒らげるのが正しいわけがない。

			　すかさずツッコむ俺に対して、再び大人の魅力あふれる笑みを浮かべたウォルターさんだったが、いつの間にか俺の後ろに回っていたオリガちゃんの姿に気付き、目を血走らせた。

			「こ、これは……!?」

			「あ、あの……ウォルターさん？　目が怖いのですが……」

			「なぁぁぁぁぁぁあああああんという天使ィィィィィイイイイイイ！　ぜひ、おそばに置いてください！　いや、結婚しよう！　いやいや、下僕でもいいか――――ブヘッア!?」

			　俺は、全力でウォルターさんの頭に拳骨を振り下ろした。

			　すると、ウォルターさんは地面に頭からめり込み、腰から下しか見えないという情けない姿のオブジェに変身した。

			「オリガちゃん、大丈夫だった？」

			「……こ……怖かった……」

			　オリガちゃんは完全に怯えた様子で、涙目になりながら俺にしがみついてきた。

			　そんなオリガちゃんを抱きしめながら、よしよしと頭を撫なでる。

			「大丈夫だよー。お兄ちゃんが何度でもぶっ飛ばしてあげるからねー」

			「いいや！　私は何度倒されても挫けない！」

			「兵隊さん、コイツです」

			「のおおおおおおおおおおおおおおおおおおおん!?」

			　たまたま近くを巡回していた国の兵隊さんにそう告げると、兵隊さんは無言で頷き、ウォルターさんを縛しばり上げた。その素早い捕縛術は、もはや芸術の域に達している。

			「い、嫌だああああああああああああ！　私は……私は！　もっと幼女を愛でるんだあああああああああああああ！」

			「黙れ変態」

			「……はい」

			　ロープでぐるぐる巻きにされたウォルターさんは、哀愁を漂わせながら兵隊さんに引きずられていくのだった。というか、詳しい説明をしてなくても連れて行かれるウォルターさんって……あの露出狂といい、常習犯なんだろうな。

			　完全にポカーンとしているサリアに向き直る。

			「さ、邪魔な変態は消えたし、とっとと行こうぜ」

			「え？　あ、うん！」

			　そうして無事孤児院のなかに入ると、院長であるクレアさんが、子どもたちと遊んでいる姿が目に入った。

			　クレアさんは、俺たちに気付くと、驚いたような顔をした後、すぐに笑みを浮かべた。

			「あらぁ！　サリアちゃんじゃない！　誠一さんは久しぶりねぇ～！」

			「こんにちはー！」

			「お久しぶりです。お元気そうで何よりです」

			「あらあら、ありがとう」

			　俺はクレアさんと会ったのが一番最初の冒険者になるための試験の時だけだったので、本当に久しぶりに会ったことになる。

			「あら？　その誠一さんの後ろに隠れてる子は誰かしら？」

			「あ、この子は、わけあって俺と兄妹に……まあとにかく、家族になったオリガちゃんです」

			「……こんにちは」

			　俺の後ろから、ちょこっとだけ顔を出してそう言うオリガちゃんは、実に庇護欲をかきたてる。

			　しかし、オリガちゃんに向けていた視線をクレアさんに戻したら、なぜかクレアさんは顔を俯うつむかせていた。

			「あの……クレアさん？」

			「――しよ」

			「へ？」

			「サリアちゃんに並ぶ天使よぉぉぉぉおおおおおおおお！」

			「!?」

			　クレアさんは、高らかに叫んだ。

			「何なの!?　私を萌死させる気!?　こんな可愛かわいい子どもがまだ存在していただなんて……！」

			「でしょー？　オリガちゃん、可愛いよねー」

			「……サリアお姉ちゃん、恥ずかしい……」

			　サリアは、クレアさんの奇行など完全にスルーで、オリガちゃんを抱きしめた。

			「こうしちゃいられないわ……！　カメラ！　魔導カメラはどこ!?　この天使たちの姿を撮らないわけにいかないでしょ!?」

			「あの……クレアさん？」

			「誠一さんは邪魔っ！」

			「酷ひどいっ!?」

			　はは……どうせ、俺は邪魔ですよ……。

			　進化して痩やせたとはいえ、ブサイクでキモイのは変わりませんよ……。

			　クレアさんが、サリアたちを写真に収めているのを眺めながら、俺は静かに涙を流すのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　フィーバーしたクレアさんが正気になった後、何度も謝られ、目的である孤児院の子どもたちとようやく遊ぶことができた。……別にいいさ。どうせ、俺なんて……。

			　俺の心情なんざどうでもよくて、オリガちゃんは、初めて接する同年代の子どもたちを前に、ずいぶんと戸惑っていたようだが、孤児院の子どもたちはみんないい子ばかりで、すぐにオリガちゃんを友だちとして迎え入れてくれた。

			　俺もサリアと一緒に、子どもたちに混ざって遊んだが、今はオリガちゃんたちが遊んでいるのを二人で眺めていた。

			「オリガちゃん、楽しそうだねー」

			「そうだな……」

			　ニコニコと、楽しそうに笑うサリアは、クレアさんじゃないが本当に天使なんじゃないか？　と錯覚してしまう。天使じゃなくて、ゴリラだけど。

			　そして、改めてサリアのすごさを実感した。

			　まるで、これが母親やお姉さんのお手本とでも言うように、子どもたちに接するのだ。

			　どの子どもが相手でも、慈愛に満ちた表情で、サリア自身も楽しそうに。その姿を見てクレアさんが鼻血をまき散らしながら写真を撮ってたけど。

			　ステータスではサリアに勝っているかもしれないが、俺はすべてにおいて、サリアに勝てる気がしなかった。

			　今回のオリガちゃんのことにしてもそうだ。

			　俺みたいに、一つのことしか目に入らなくなるんじゃなくて、きちんと周囲を見渡すことができるサリアは、本当に俺にはもったいない。

			　だから、自然とこの言葉が口に出ていた。

			「サリア」

			「ん？」

			「ありがとう」

			「え？」

			「こんな俺を好きになってくれて、ありがとう」

			「――――」

			「俺も、お前が大好きだよ」

			　俺の言葉に、サリアは驚いた表情を浮かべた後、目に涙をためて笑った。

			「どういたしましてっ！」

			　はたから見れば、おかしな会話かもしれないが、俺たちにとっては、とても大切な会話だった。

			「あー！　誠一お兄ちゃんがサリアお姉ちゃんを泣かせたー！」

			「いけないんだー！」

			「なっ！　こ、これは違うぞ!?」

			　子どもたちが、サリアが涙を浮かべていることに気付き、からかってきた。

			　何とか誤解を解こうと追いかけると、子どもたちは笑いながら走って逃げだし、気付けば追いかけっこへと変わっていた。

			「完全に、会話と雰囲気が長年連れ添った老夫婦ね……」

			　俺たちの会話をたまたま聞いていたクレアさんの呟つぶやきは、俺には届かなかった。

		

	
		
			復讐を誓う暗殺者

			　

			　ストトン。

			　木で作られた的。その中央を、無数の矢が貫つらぬく。

			　矢を放った男は、薄汚れた黒色のローブを纏まとっている。だが、その手には弓らしきものは握られておらず、口に煙草を咥え、右手にはワインレッドの不思議な籠こ手てが装着されていた。

			「ふぅ……」

			　男は煙草の煙とともに溜めた息を吐き出すが、その集中は途切れることなく、むしろより一層強くなっていた。

			「まだだ……まだ、アイツを殺すには足りねぇ……」

			　忌いま々いましくそう呟つぶやくと、男は籠手を装着した右腕を前にかざす。

			　そして、煙草の煙を肺いっぱいに吸い込み、自身の魔力を増幅させた。

			　巨大な魔力が体内でうねりを上げ、それを矢の形へと形成するべく、イメージを浮かべる。

			　すると、男の右手に装着された籠手から、半透明の矢が出現した。

			　そして矢は次々と分裂を繰り返し、気付けばその数は千を超えていた。

			「『魔ま矢や・千せん獄ごく』」

			　男がそう呟つぶやいた瞬間、空に出現した千を越える矢が、木の的めがけて一斉に射出された。

			　魔力で生み出された矢は、あらゆる軌道を描きながらも、的のど真ん中を的確に打ち抜き、粉々に砕け散った。

			　――――男には、二つの武器がある。

			　一つは、自身の魔力を矢の形に形成し、射出する【魔矢の籠こ手て】。

			　この籠手は、ただ魔力を矢の形にするだけでなく、魔力を消費することで本物の矢も射出することができ、物理攻撃が効かない相手と、魔法攻撃のみダメージを与えることのできる相手の二つに対応できるようになっていた。

			　それだけでなく、射出した矢をその場に留まらせ、自由意思で射出のタイミングを選ぶことも可能で、矢を他の人間から見えないようにすることもできるなど、実に様々な効果を有していた。

			　そして二つ目の武器が、男のトレードマークともなっている煙草だ。この煙草は【神しん緑りよく草そう】と呼ばれる幻の草で作られており、身体強化や、自身が使うことのできない魔法の属性を攻撃に付与させるなど、多くの効果を持っていた。

			　だが、それでも男の矢は、あの男に届くことはなかった。

			　――――カイゼル帝国最強の騎士ザキア・ギルフォード。

			　彼は、男の想像を越える強さで、男の放った矢をすべて切り落とした。

			　千を越え、属性強化もされ、一斉に放たれた不可視の矢にもかかわらず、ザキアはすべてを切り落としたのだ。

			　それを目の前で見た男は、復讐の障害となるザキアをどうにかせねば、復讐の成功は有り得ないと悟った。

			　ゆえに、男は強くならねばならなかった。

			「……待ってろよ。お前の仇かたきは、必ずとってやる」

			　男は復讐を決意する。

			　殺された、友人の仇を討つため。

			　だが、復讐を決意した男の表情は、誰が見ても悲しみに満ちており、とても哀れだった。

		

	
		
			魔神教団

			　

			「ルイエス・バルゼ、ただ今帰還しました。師匠」

			「あのー……ルイエスさん？　なぜわざわざ宿屋に来てまでその報告を？」

			「いえ、私の師匠なので、陛へい下かより先に報告をせねばと……」

			「順番オカシイ」

			　今朝、この数日間をサリアたちとのデートで過ごした俺がサリアたちと食事をとっていると、変わった様子のないルイエスが姿を現し、冒頭の言葉を言ったのだった。

			　ちなみに、今サリアたちは部屋に戻っている。

			「何？　ルイエスのなかの師匠ってなんなの？」

			「唯一無二の絶対的存在です」

			「怖ぇよ!?」

			　王様より優先順位が高い存在ってナニ!?　神様!?

			「師匠です」

			「心読まないで!?」

			　なぜか、俺の心の内が読まれることが多々あった。

			「まあいいや。無事に帰ってこれたようで何よりだ」

			「ありがとうございます。今回の遠征で、師匠の教えを意識しながら戦った結果、バーナバス様と同じく《超越者》の仲間入りを果たすことができました。これも、師匠のおかげです」

			「サラッととんでもない発言をしてくれるね！」

			　どうやらルイエスも、バーナさんと同じように人類の到達できる最高レベル――５００を越えたらしい。俺の周囲は化物だらけな気がする。とはいえ、一番の化物は俺ですけど。

			「とにかく、師匠がこのテルベールに滞在していただいたおかげで、私は魔物の討とう伐ばつに専念できたのです」

			「そっか……まあ、俺如きが役に立ったのなら、よかったよ」

			「そんな……あ、そう言えば、王都にも魔物が侵攻してきたようですが、師匠が全滅させたんですね。お見事です」

			「あれ!?　質問じゃなくて断定!?」

			「違いましたか？」

			「……正解です」

			　認めたくないけど、認めるしかなかった。

			「さて、それでは私は陛へい下かに帰還したことを報告してきます」

			「順番がだいぶ間違ってはいるが……了解。俺もバーナさんに用事があるから、サリアたちを呼んで、後から城へ向かうよ」

			「そうですか。でしたら、また後ほど」

			　こうして、無事帰還したルイエスと別れ、俺はバーナさんに会うために、サリアたちを呼びに向かうのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　薄暗い洞窟のなか、一人の男が奥へと進んでいた。

			　壁にロウソクの火が灯っているとはいえ、足元は見えない。だが、男の足取りが変わることはなかった。それだけ、男にとってこの洞窟は慣れ親しんだ場所だった。

			　やがて奥に辿たどり着くと、広間のような大きな空間に出た。

			　その空間の中心には、石造りの不気味な祭壇がそえられていた。

			　普通の者から見れば不気味な空間でも、男にとってはとても心地いい場所だった。

			「おい、クライス～！　なぁに辛しん気きクセェ顔してんだ？」

			　不意に、男――――クライスの頭上から、声がかけられた。

			「んふー……レスターか」

			「ぎゃはははははっ！　久しぶりだなぁ！」

			　クライスの目の前に、頭上から声をかけた人物が姿を現した。

			　くすんだ赤色の髪は逆立ち、爬虫類のような目はギョロリと擬態語が付きそうなほど大きかった。

			　黒色の短いジャケットに茶色のズボンという簡素な服装。猫背気味であることと、舌なめずりする様から、とても不気味に見える。

			　頭上から地面に降りた気配はなく、どうやって目の前に現れたのか分からなかった。

			　……不気味なヤツめ……。

			　と内心で思うものの、仲間としてはとても頼もしい存在であり、何だかんだでクライスは目の前の軽薄そうな男……レスターを気に入っていた。

			「失敗に失敗を重ねた豚が、今さら何をしに来たのかしら？」

			　そこへ再び、新たな声が割って入る。

			「んふ……アングレア……」

			　忌いま々いましそうにクライスが視線を向けた先には、つば広帽と白黒の豪華な日傘とゴシックドレスを身に纏まとい、顔の左半分を覆おおう白色の仮面が特徴的な女が立っていた。

			「無様よねぇ？　あれだけ入念に、決して失敗するはずがないと自信満々だったのに……どう？　それが呆気なく失敗した気分は？」

			「んふーんふー！」

			　クライスは怒りで顔を真っ赤にさせるが、事実を言われているだけに何も言い返せなかった。

			「クライス。貴方は生ぬるいのよ。究極の絶望は簡単には手に入らないわ。殺して、殺して、殺して……そして殺す。そこまでして初めて、絶望は生まれるのよ？　それに、魔物なんかに頼ることなく、自分の手で命を奪うからこそ、快感があるのではなくて？」

			「ぎゃはははははっ！　アングレアは相変わらずの思考回路だなぁ！　なら俺の魔神様復活のためにしたことも聞いてくれよ！」

			「あら、レスターも何かしたの？」

			「おう！　公衆トイレの男性と女性を入れ替えてやったぜ！」

			「小さいな!?　もっと大きな絶望を与える手段はなかったのか!?」

			　クライスは、思わずレスターの行いにツッコんだ。

			　だが、アングレアは違ったらしく、戦せん慄りつしている。

			「男性トイレと思って入ったら、女性トイレだったなんて……その男は、変態扱いされるでしょうね……レスター……恐ろしい子っ！」

			「んふー！　アングレアもしっかりするのだっ！」

			「おいおい、そんなに怒んなくてもいいだろぉ？　ほら、こう言うじゃねぇか？　『塵も積もれば神に届く』ってよ！」

			「言わんぞ!?　この罰当たりめ！」

			　不気味な空間に似つかわしくない、和なごやかな雰囲気が流れていると、突然、祭壇の上に、紫色の炎が灯った。

			「「「っ!!」」」

			　三人は、その炎を確認した瞬間、急いで祭壇のもとに移動し、首を垂れる。

			　すると、老若男女の判別がつかない、不思議な声が流れてきた。

			『我の復活はまだか？　我が愛しき【使徒】たちよ』

			　その声を聞いて、クライスは歓喜に打ち震えると同時に、未だに主を復活させることのできない自分に大きく苛いら立だった。

			「んふー！　も、申しわけございません！　現在、各地に散らばりし我々使徒が、魔神様の糧となる絶望を与えている最中でして……！」

			　これでもかというほど額を地面に擦り付けながら、クライスが言った。

			　すると、紫の炎が告げる。

			『よい。我は、そなたら使徒を信頼しておる。それに、我も復活を遂げるまでに、【この世の理の外に存在する神々】を葬る力をつけねばならぬ。早急に復活したいが、力をつける前に復活しては意味がない……難儀なものだな』

			「それは……」

			『いったい何年もの間、この地に封印されていただろうか……我を追放せし神々は、我の復活を恐れ、この星を管理することを放棄した。だが、故に我は力をつけ、復活することができるのだ！　バカな神々は、我が復活するどころか、我の存在すら忘却の彼方へ葬り去っていることだろう。だからこそ、我の力を再び神々に知らしめ、【神】という存在がただ一柱だけでよいと思い知らせることができるのだっ！』

			　言葉に同調するかのように、炎が激しく燃え盛る。

			　その姿を、三人はただ恍こう惚こつとした表情で見つめていた。

			『さあ、我が愛しき使徒たちよ。我に絶望を。死を。不幸を。混沌を捧ささげよ。すべての【闇やみ】が、我の血肉となり、復活に繋がるのだ――――』

			「「「はっ！　すべては、魔神様のために……！」」」

			　そして紫の炎が、その場から掻き消えた。

			　だが、それでもしばらくの間、三人はその場から動くことができなかった。全員が、紫の炎の声を聞き、歓喜していたからである。

			　そして、ようやく動き始めたとき、三人の目には、さらに強い意志が宿っていた。

			「んひっんひっんひっ。魔神様の復活のため、より濃密な絶望が必要になるな……」

			「つってもよぉ、やることは今までと変わらねぇだろ？」

			「んふー……いや、ただ絶望させるだけなら、アングレアの言うように殺すだけで十分だろう。だが、もっと巨大な絶望を得るには、希望を目の前で潰すくらいしないとダメであろうな」

			「なるほど！　んじゃあ、公衆トイレの大便のほうを、全部なかに人が入ってるように鍵かけちまえばいいんだな!?」

			「だから、なぜやることなすこと、すべて小さいのだ！」

			「ダメか？　絶望感あると思うけどなぁ……お腹痛くて、必死の思いで辿たどり着いたら全部に人が入ってる！　な？　絶望だろ？」

			「いや、そうだが……」

			　レスターとクライスの二人がそんなくだらないやり取りをする横で、アングレアは各地に散らばる他の使徒のことを考えていた。

			　絶望が集まりやすい、そんな場所にいる使徒は誰か。

			「そうだわ……」

			「んふー？　どうかしたのか？」

			「一人だけで絶望を集めるから、失敗すると思うの。クライスも一応は協力して準備していたようだけれど、それじゃあダメね。最初から最後まで、二人で協力して集めれば、より確実に絶望が集まるはずよ」

			「んふー……それはいいが、だからどうしたのだ？」

			「クライス。貴方、デミオロスがどこら辺にいるか覚えてる？」

			「デミオロス？　……まさか!?」

			　クライスはその場所を思い出し、そして厭いやらしい笑みを浮かべた。

			　その笑みにつられ、アングレアも魅惑的な笑みを浮かべる。

			「そう――――『バーバドル魔法学園』の近くよ」

			「んひっんひっんひっ！　あの、世界各国から貴族や王族が入学するという学園か。カイゼル帝国は否定しているようだが、あそここそ世界屈指の魔法学園であろうな」

			「そうよ。そして、デミオロスはその近くにいる……つまり、その魔法学園の未来ある子どもたちの命を奪えば……さて、世界中の貴族や王族たちはどう思うかしらねぇ？」

			「ぎゃはははははっ！　娘、息子を殺されて、黙ってる親はいねぇだろうよ！　ていうか、すげぇ殺気が集まりそうだな！」

			「殺気も立派な魔神様の糧よ。それに、仇あだ討うちにきた親を見せしめに殺すのも、また絶望だと思わない？」

			　妖艶に笑うアングレアに、レスターもクライスも苦笑いを浮かべた。

			　――――【魔神教団】。

			　それが、彼らの属する組織の名。【使徒】と呼ばれる幹部のもと、魔神復活のため、彼らは今日も各地で絶望を集めるべく、暗躍するのだった。

			　

			〈『進化の実～知らないうちに勝ち組人生～』⑤へ続く〉

		

	
		
			美紅（みく）

			読書とカラオケが趣味の大学生です。稚拙な文章ではありますが、読んでいただけたら幸いです。（二〇一六年二月現在）

			　

			イラストレーション

			Ｕ３５（ウミコ）

			一一月一七日生まれ、島根県出身。じゃがいも料理と夏の空が好きです。（二〇一六年二月現在）

		

	
		
			進しん化かの実み～知しらないうちに勝かち組ぐみ人じん生せい～④
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